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プロローグ







『大だい如月きさらぎ祭さい』、表ひよう彰しよう式しきにて。

　地鳴りのように響ひびく歓かん声せいが心ここ地ちよくて、言い知れない満足感が胸中に広がっていく。

　蘭らん奈なたちとの死し闘とうを終えた直後の僕ぼくの両足はガタガタと震ふるえていて、立っているだけで精せい一いつ杯ぱいだった。家に帰ったら一週間くらいぶっ通しで眠ねむってやろうと思う。

　コース横に設置された舞ぶ台たいの中央に、上位三組が立つ表ひよう彰しよう台だいが設置してある。僕と早さ希きさんはボロボロになった体をお互たがい支え合い、なんとかその一番上にのぼった。

　一層の歓声にさらされる中、となりにいるはずの蘭奈とカエデの姿がないことにようやく気が付いた。

　周囲をぐるりとうかがいながら、早希さんにたずねる。

「ん？　蘭奈たちはどこに行ったんだ？　今から表彰式だろ？」

「……あっ。あんなところにいますよ。ほら」

　早希さんが指差した方を見てみると、選手のロッカールームへ続く出入り口のところで、蘭奈がこちらに向かって手を振ふっていた。

「……あの二人、あんなところで何してるんだ？」

「さぁ……。お手洗いでしょうか？」

　そして、蘭奈たちはそのまま出入り口へ消えて行き、二度と会場には戻もどってこなかった。

　蘭奈たちが表彰式をサボったのだとわかったのは、マイクを持ったアナウンサーの女性が饒じよう舌ぜつに話し始めてからだった。

「さて！　この度の『大如月祭』で華はな々ばなしい活かつ躍やくを見せた三組ですが……。いやはや、らしいと言えばらしいんですが、加か古こ野の蘭奈選手と楠くすの木きカエデ選手は勝手に帰っちゃったみたいですねぇ。う～ん……。まぁでも、そういうところも人気の秘ひ訣けつなんですかねぇ。あ、賞金はきっちり振り込んでおきますのでご心配なく。ねこばばなんてしませんとも、えぇ」

　それからトロフィーと賞金の受うけ渡わたしが行われ、最後に勝利者インタビューと称しようして、さきほどの女性アナウンサーがツカツカと近寄ってきて陽気に話しかけてきた。

「いやぁ、お二人ともおめでとうございます！　私も長年、レース実じつ況きようをしているんですが、あんなレースは初めて見ました！　う～ん……。やはりこの場に加古野蘭奈選手と楠木カエデ選手も一いつ緒しよにいてほしかったですねぇ。ぜひお気持ちを聞かせていただきたかったのに！　……それと資料によれば、明日あした葉ば進しん也や選手は加古野蘭奈選手の元パートナーなんですよね！　つまり、このレースは因いん縁ねんの戦いだったというわけですね！」

　あまりにも饒舌なアナウンサーに気け圧おされつつも、

「え、えぇ。まぁ、そうなりますね」

「しかし誰だれがこの結果を予想したでしょうか！　今回のレースの参加者の中には、優勝候補の加古野蘭奈・楠木カエデペアの他ほかにも、元王者の足あし摺づり百もも花か・野の乃の寝ねネネペアも参加していましたし、後半ではロローナ・アリシアペアもこれまでとは比ひ較かくにならないほどの強さを発揮していました！　しかし！　しかししかし！　蓋ふたを開けてみれば優勝したのは無名のお二人！　東雲しののめ早希・明日葉進也ペアではありませんか！　このレース最大の隠かくし玉！　まさにダークホース！」

「あはは……」

　僕と早希さんは、体調の悪さを押おし殺ころして苦笑いをすることくらいしかできなかった。

　だが、やはり優勝できたということは素す直なおに嬉うれしかった。

　あの蘭奈に勝ったんだ。絶対に追いつけないと思っていた、あの蘭奈に。

　一人では不可能だったけれど、早希さんと一緒ならば、超こえることができた。

　意図せず、顔がほころんでいくのを感じる。

　これまでの努力が報むくわれて、みんなが僕たちを認めてくれる。僕たちを、見てくれる。

　そんな愚おろかな幻げん想そうを、その時の僕はまだ持っていた。

　アナウンサーは楽しそうに続ける。

「それで、偶ぐう然ぜん優勝を手にした今のお気持ちはどうですかぁ？」

　何を聞かれているのか、最初はよくわからなかった。

「……はい？　え、えと……。今、なんて……？」

「ですから、お二人が優勝したのは、たまたま加古野蘭奈選手の魔ま法ほうの発動が遅おくれたからですよね？　つまりは運です！　あの時はお二人も内心でガッツポーズをしたんじゃないですか？　やった、相手がミスしたから勝てるかもって！　あぁ～、やっぱり加古野蘭奈選手にもお話をうかがいたかったですね～。これまで数々の大会で優勝を収めてきたのに、肝かん心じんなところであんな初歩的なミスをしてしまうなんて……。やっぱり如月きさらぎ高校に通う彼かの女じよとしては、プレッシャーのようなものを感じていたのかもしれませんねぇ」

　会場にいる観客たちも、アナウンサーの言葉を笑いながら聞いて、うんうんと頷うなずいている。

　そして、僕はようやく気付いた。

　この場の誰だれ一人ひとりとして、未いまだに僕らを見ていないのだということに。

　悔くやしさが唇くちびるに食い込んで、虚むなしさにも似た痛みが走る。

　お前ら、今まで何を見ていたんだ！

　僕と早希さんと、蘭奈とカエデの、何を見ていたんだ！

　あのレースが偶然だと？

　馬ば鹿かにするな！

　耐たえきれなくなって怒ど声せいを上げそうになった瞬しゆん間かん、早希さんが僕の腕うでを引っ張って小声で囁ささやいた。

「落ち着いてください、進也さん。これはチャンスです」

「……チャンス？」

「だって、私の魔法の本質がまだバレていないということですよね？　これは今後のレースに役立つかもしれません。だから、ここはこらえてください」

　今にも爆ばく発はつしそうだった怒いかりを、早希さんの言葉でなんとか鎮しずめた。

　……たしかに、早希さんの言うことも一理ある。

　ここは大人しく、静かにやり過ごすのが得策だ……。

『全ぜん能のう水すい晶しよう杯はい』で優勝して、早希さんの願いを叶かなえるためにも、ムキになってはいけないんだ……。

　アナウンサーは、ニコニコ笑いながら早希さんにマイクを向けた。

「あっ！　そうだ！　東雲早希選手に聞きたいことがあったんです！」

　早希さんが困こん惑わく顔がおで首を傾かしげる。

「はい？　なんですか？」

「東雲早希選手って、もしかして、あの『時の魔ま女じよ王の血筋』の東雲家と何か関係があるんですか？」

「……い、いえ。まさか」

　アナウンサーは、まるでその答えを待っていたかのように、ニタリと口角を上げた。

「ですよねー！　いやぁ、実はお名前を拝見した時に、もしかしてこの名前はあの東雲家!?　なぁんて思ったんですが、特にたいした魔法を使っていなかったようなので、正直ちょっと期待外れと言いますか……。でも、まさかご自身でも『大如月祭』という大おお舞ぶ台たいで優勝できるなんて思っていませんでしたよね？　どうですか？　運だけでここまでの大逆転劇を披ひ露ろうした感想は！」

　あの時もそうだった。

　僕が蘭奈と一緒に出場した最後の大会での勝利者インタビュー。こいつらは、強くて派手な魔法を使う魔女を求めているだけで、それ以外のものには一いつ切さい関心を示さない。

　だからこそ、早希さんが派手な魔法を使わずに優勝したことをよしとしないのだ。

　馬鹿にして、貶けなして、蹴け落おとして。

　僕たちは実力で勝利したわけではない、ただの偶然で勝利しただけなんだと、観客にわかりやすく伝えることで溜りゆう飲いんを下げているのだ。

　だからこそ、僕と早希さんはこの場を適当に相あい槌づちを打ってやり過ごすことで、誰からも侮あなどられる存在になり、次のレースで相手の隙すきをつきやすくなる。

「やっぱり運の力は偉い大だいですね」とか、「偶然に救われました」とか、そんなことを言えばいい。

　ここで悪目立ちしても、何の得もない。

　笑わせておけばいい。侮らせておけばいい。

　その間に、僕たちはもっと前に進める。

　だから、そう……適当に、やり過ごせば……。

　僕は、アナウンサーからマイクを奪うばい取とると、大声で叫さけんでいた。

「早希さんのこと悪く言ってんじゃねぇよ！」







第一章『時の魔女王』







　桜さくら丘おか高校の近くにある津つ川がわ駅から、徒歩一〇分の場所にあるこぢんまりとしたアパートの一室。

　僕は朝からご機き嫌げんだった。ハイだった。目につく物全すべてが薔薇ばら色いろに見えて、油断すれば口元がにへらと歪ゆがんでしまってそれはそれはだらしない顔になった。

　何故なぜなら、先日、僕は早さ希きさんとキスをしたからだ。

　ふふふ。

　あはははははは！

　これが喜ばずにいられようか！

　断言しよう。僕は今、世界一幸せな人間であると！

　特に他意はないが部屋の掃そう除じをしてみたりもした。今日もこれから学校があるというのに朝早くから起きて床ゆかを雑ぞう巾きんで磨みがいたり、散らかっていた空あき缶かんやら読み終わった雑誌やらも全部まとめてゴミに出だした。

　まぁ、別に誰かを部屋に招く予定はないのだけれど、やっぱり清潔なのが一番だ。部屋に招待したい誰かがいるとか、部屋で何かいかがわしいことをしたいとか、そんな気持ちは一切ない。ただ、僕は今日から綺き麗れい好ずきに心を入いれ替かえた。それだけだ。

　ひとしきり部屋を片付け終えると、玄げん関かんに立ってぐるりと中を見み渡わたしてみた。

　よし。完かん璧ぺきだ。

　これでいつ誰が来ても幻げん滅めつされまい。むしろ、これだけ整せい理り整せい頓とんされた部屋を見れば、僕の評価はうなぎのぼり間ま違ちがいなしだ。

　玄関から外に出て、ガチャリと鍵かぎを閉める。それから鼻歌なんかを歌いつつ、歩くたびにカンカンと甲かん高だかい音がなる鉄骨の階段を下った。それから誰も見ていないのを確かく認にんしてスキップで飛とび跳はねてみたりもした。

　この前の『大だい如月きさらぎ祭さい』で損傷を負った『赤せき雷らい』の修理が終わるまでは二週間ある。それまではブルームレースの練習はできない。

　つまり、早希さんとずっとデートしていたところで不思議ではないというわけだ！

　ふふふ。デートプランは昨日徹てつ夜やで考えたんだ。早希さんにだって文句は言わせないぞ。二週間みっちり楽しんでやる！

　途と中ちゆうでコンビニに寄って、いつも昼に食べている安物のメロンパンではなく、その横にある高級メロンパンを買ってみた。こっちのメロンパンはいつも食べているものよりもわずかに量が少ないくせに、値段はその三倍はする。ずっと興味があっても手を出せずにいたものだ。これを早希さんと一緒に、甘あまい恋こい人びとトークを膨ふくらませながら食べさせあいっこでもしようじゃないか。

　ふふふ。

　あははははは！

　未だかつて、学校に行くのがこんなに楽しみだと感じたことがあるだろうか？

　今の僕は無敵だ。目の前にどんな壁かべが立ちはだかったとしても易やす々やすと越こえていく自信がある。

　恋こいは盲もう目もくと人は言うけれど、その時の僕はまさにそれだった。

　一過性の喜びに身を投じ、自分が今どんな立場に置かれているのかさえ、まったく理解できていなかったのだ。

　学校までは少し人通りの少ない道を通る必要があって、無論、僕はいつも通り、そこへ足を踏ふみ入れた。

　その瞬間、後方から激しく唸うなる車のエンジン音が轟とどろき始めた。驚おどろいて振り返かえってみると、奥おくの角から、こちらに向かって猛もうスピードで接近してくる黒くろ塗ぬりの車の姿をとらえた。

　こんな細い道で危ない運転だなぁ、なんて思っていると、その車が僕の真横でピタリと停止した。

　後部座席のドアがガチャリ、と開き、中から黒いスーツに黒いサングラス、そして黒い手て袋ぶくろをした怪あやしげな女性が姿を現した。見たところ、二〇代後半くらいだろう。

　女性は、右手の手袋だけを外しながら言う。

「明日あした葉ば進しん也やくんだね？」

　返事をしようとしたけれど、その女性の右手が僕の頬ほおに触ふれた途と端たん、全身から力が抜ぬけたようになって、その場に立っていることさえできなくなった。

「今から少しばかり、君を誘ゆう拐かいさせてもらう。悪く思わないでくれよ。すべては君と早希の身勝手な行動が招いたことだからね」

　早希さんの名前を聞くと、どっと焦あせりが募つのった。

　早希さんがどうした。

　早希さんは無事なのか。

　そう叫びたかったけれど、やはり、体はうんともすんとも動かない。

　スーツの女性は、僕を軽々と持ち上げると、そのまま黒塗りの車の後部座席に押し込んだ。

「逃にげ出したくても体が動かないだろう？　ふふふ。そりゃあ、私がこうやって触れ続けて、君の筋肉の一部を、君が睡すい眠みんをしていた時間まで戻しているんだからね」

　時間を戻している、だと？

　車が走り出すと、スーツの女性は僕の首に手を回してうそぶいた。

「本当は君を完全に眠らせることも可能なのだけれど、それだと君とおしゃべりができない。でも意識だけを覚かく醒せいさせたまま筋肉の時間だけを戻すとなると、常にこうやって触れ続けなければいけない。そうしないと覚醒している脳が発する信号を手足が受信し、すぐに動かせるようになってしまうからね」

　スーツの女性は、僕の耳元で楽しそうに舌なめずりをした。

「それにしても、意識はあるのに体が動かないっていうのはいったいどういう感覚なんだろうね。外部からの刺し激げきにはどの程度反応するのかな？　試ためしてみるかい？　なぁに、心配はいらないよ。眼球は二つもあるんだ。一つくらい潰つぶしちゃっても生きていけるさ」

　ゾクリと背筋が寒くなる。たった今宣告された、ありえるかもしれない最悪な未来の光景が、はっきりと脳のう裏りに浮うかんだ。

　今すぐこの車から飛び降りたかったけれど、体の自由がきかず、何一つ抵てい抗こうできない。

　恐きよう怖ふに押しつぶされそうになった僕の耳に、車の運転席から別の女性の声が届いた。

「早はや音ね様、あまり手て荒あらなことはなさらない方が……」

　少しの沈ちん黙もくの後、早音と呼ばれた女性が笑い声を上げた。

「じょーだん、じょーだん！　ちょっとからかっただけだよ」

　早音さんの手が僕の首から離はなれると、電流が流れるような感覚と共に、体の自由を取り戻した。この魔法の後こう遺い症しようなのか、手足がビリビリと痛み、激しく咳せき込んだ。

「大だい丈じよう夫ぶ？　いやぁ、ごめんごめん。せっかく君と会うんだからさ、いいところ見せたくてはりきっちゃった……。その痺しびれはすぐに治るから、ほんとにごめんね？　でも非日常な体験ができてドキドキしたでしょ？　ちなみに早希のことは心配しなくていいからね。あの子の身の安全は私が保証する」

　早音さんの言った通り、ビリビリとした痛みはすぐに治まった。感覚を確かめるように手を開閉させながら、あっけらかんとした様子で笑っている早音さんに視線を移す。

「あの……東雲しののめ家の方、ですよね？」

「ご名答！　まぁ、わかるようにわざと魔法の説明をつらつら馬鹿みたいに語ってあげたんだから、当然だけどね」

「えっと……それで――」

　聞きたいことは山ほどあったけれど、早音さんが僕の言葉を遮さえぎってぐっと顔を近寄せた。

「明日葉進也くん、君はやってはいけないことをしてしまった。私たちが必死で隠してきた早希の存在を、公おおやけの場に出してしまった。私たちがどんな思いで早希を隔かく離りしておいたのか、君はつゆほどにも知らないわけではあるけれど、それでもそれは『時の魔ま女じよ王おうの血筋』全体の存亡にかかわるような重大な罪に発展しかねないことなんだ。そしてこの度、そのことについて、『時の魔女王』本人が、直々に君たちと会って話がしたいと言い出したんだ」

「『時の魔女王』本人？　まさか……この車の行先は……」

「『魔女王六星』が一人、『時の魔女王』が住んでおられる『時の塔とう』だよ」

　この国には、六本の巨きよ大だいな塔が存在する。それらは『創造の魔女王』が残した『全ぜん能のう水すい晶しよう』と呼ばれる魔具を中心に、円を描えがくように建設されている。

　そしてそれぞれの塔には、国を支配するほどの強大な魔力を持つ六人の魔女王が一人ずつ鎮ちん座ざしている。

『時の魔女王』は人ひと嫌ぎらいで有名で、公の場には一度も姿を現したことがない。早希さんでさえ、直接姿を見たことはないと言っていた。

　早音さんは、足を組くみ替えてウンと背筋を伸のばした。

「『時の魔女王』が他人を呼ぶなんて滅めつ多たにないことなんだよ。しかも、直接自分で会うなんてのは聞いたこともない。あの人は自分の容姿に劣れつ等とう感かんを覚えているみたいだからね。身内でも顔を知っているのは、私と言こと音ねと、身の回りの世話をしている数名のメイドくらいなもんさ」

「あの……ちょっといいですか？」

「ん？　なんだい？」

「……前に聞いたことがあるんです。『時の魔女王』との謁えつ見けんが許されるのは、当主を含ふくめた一部の者だけだと……。だったら、あなたは誰なんですか？」

「……ふむ。これは失礼した。こちらは君のことを嫌いやというほど調べつくしているから、ついつい自分のことも知ってくれているような感覚だったよ」

　早音さんは、咳せき払ばらいをすると改めて言った。

「私の名前は東雲早音。東雲家の現当主で、言音と早希の母親だよ」

「……は？　さ、早希さんの……？」

「まぁ、私は見た目が少しばかり若いから、驚くのも無理はないか」

「え、えっと……は、はじめまして……」

「あ、それとね、私が君の彼女の母親だからといって、何も気を遣つかうことはないよ。なんたって――」

　早音さんは、またさっきまでと同じように、ニコリと歯を見せて微笑ほほえんだ。

「あの子の背中を焼いたのは、この私なんだからね」







　重い空気が立ち込める中、車は一定のエンジン音を伴ともなって塔に近付いていった。

「それにしても、お母さん感心しないなぁ。君たちまだ未成年だよ？　それなのに素す肌はだを見せ合うようなことをするのはどうだろうか。火傷やけどのことを知っていたってことはそういうことだよね？」

「…………」

「あらら。すっかり嫌きらわれちゃったみたい。そういうすぐ不ふ貞て腐くされるところとか、突とつ然ぜんテレビの前でキレちゃうところとか、まだまだ子供だねぇ」

　早音さんの言葉を無視していると、運転しているメイド服姿の女性が代わりに返事をした。

「私も見ましたよ、『大如月祭』の表彰式の映像。でもあれはアナウンサーの女性がちょっと無礼すぎただけだと感じました。まぁ、あの人にはあの人の役割というものがあるんでしょうけれど……」

「でもあれ、あの後すごい険悪なムードだったよねぇ。進也くんはずっとムスッとしてるし、アナウンサーは顔が引きつってたし。まぁ、早希だけはちょっと半笑いだったけど……」

「早希お嬢じよう様さま、かばってもらって嬉しかったんじゃないですか？」

「あの子は考えてることがすぐ顔に出るタイプみたいだねぇ」

　早音さんが、「で、もうキスはしたの？」と無ぶ粋すいな質問を投げかけたところで、車はピタリと停止した。

「着きましたよ、早音様」

「あら。案外早かったねぇ」

『時の塔』。ここからほど遠い距きよ離りにある僕が住んでいる街からも、この巨大な建造物の姿は確認することができる。

　周りを木々が生おい茂しげり、時折鳥の鳴き声が聞こえる和なごやかな場所だ。しかし、目の前にそびえる歪いびつとも言える巨大な塔のせいも相まって、ここが本当に日本なのかどうかわからなくなりそうだった。

　外がい壁へきは赤レンガが積み重ねてあって、ここから確認する限り、窓の類たぐいは見受けられない。塔の真正面には四メートルはある巨大な鉄の門が設けられている。

　車から降りた僕たちがその門の前に立つと、鉄の門は金属がこすり合うような耳みみ障ざわりな音を立てながら自動的に開いた。

　となりを歩く早音さんが、冗じよう談だんめかして言う。

「ようこそ、我らがアジトへ」

　きっと僕は、この人のことを一生好きにはなれないだろう。

　中はヒンヤリとしていて、奥の方は暗くてよく見えない。天てん井じようが高く、開けた場所のようで、歩くたびにコツコツという足音が壁に反はん響きようした。

　つい持ってきてしまった高級メロンパンが入ったコンビニの袋ふくろがシャカシャカうるさくて、置いてくればよかったと少し後こう悔かいした。

　どこに向かっているのかもわからず、暗くら闇やみの中に突然現れた階段をのぼる。

　円柱形の塔をグルリと回るように、どこまでも歩く。入る時には見つけられなかった窓が一定間かん隔かくで設置されていて、太陽の光が狭せま苦くるしい階段を照らしている。

　目に映るものと言えば、ずっとのぼり続けているこの階段だけ。それ以外には、何一つ存在しない。

　これが本当に魔女王の住む塔なのか？　まるで監かん獄ごくじゃないか……。

　後ろを歩くメイドさんが、ポツリと口を開いた。

「『時の魔女王』は、もうずっと長い間、この塔から出られておりません」

「……こんなところに一人でいるんですか？」

「世話役のメイドたちはおりますが、基本的には自室にこもっております」

　つらつらとのぼっていた階段がようやく終わり、今度は廊ろう下かに出る。ここはさっきまでの場所とは違ちがって、等とう間かん隔かくでオレンジ色の光が灯ともった燭しよく台だいが置いてあり、それなりに明るかった。

　廊下に敷しかれた高級感のある絨じゆう毯たんを土足で踏むのには抵抗を感じたが、他の二人が構わず進んだので、僕もそれに倣ならうしかなかった。

　やがて前方に人ひと影かげを見つけ、目を凝こらした。そこにいたのは、メイド服を着た二人の女性と、その間に挟はさまれて不安そうな顔をしている早希さんだった。

「早希さん！」

　声をかけると、早希さんも僕に気付いて手を振ろうとしたけれど、早音さんの姿を確認した途端、はっと動きを止め、うつむいてしまった。

　親子関係はあまり健全とは言えないらしい。当然だ。自分の背中を焼いた母親なんかと仲良くなれるはずがない。

　早希さんのもとまで行くと、早音さんは飄ひよう々ひようとした調子でたずねた。

「やぁ、早希。久しぶりだね。最近調子はどう？」

「……普ふ通つうです」

「そっか。まぁ、普通が一番だよ。うん」

「…………」

「あっ、そういえば彼かれ氏しできたんだって？　おめでとう！」

「それはあなたには関係ないことです」

「……あ。う、うん」

　き、気まずい……。

　早希さんって、嫌いな人にはこんな露ろ骨こつに態度に出るんだな……。僕はあまり怒おこらせないようにしよう……。

　僕らが合流すると、ちょうど真横にあった分厚い扉とびらが、またもひとりでに開き始めた。中で薄うすぼんやりとした燭台の光がチラチラと揺ゆれている。

　メイドさんの一人が丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをして、

「では、早希お嬢様、進也さん、どうぞ中へ。魔女王様がお待ちです」

　どうやら僕と早希さん以外は入室しないらしく、早音さんはひらひらと手を振ると、「じゃあね、幸運を祈いのるよ」とうそぶいた。

　部屋に入ると、ガチャリと鈍にぶい音を立てて、今入ってきた扉の鍵が閉まった。

　天井までの距離は長く、両りよう脇わきにはズラリとステンドグラスが設けられていて、まるでどこぞの教会のような趣おもむきだった。

　真しん紅くの絨毯が部屋の中央を分断するようにまっすぐ伸びていて、その一番奥に一人の女性らしき人物が、椅い子すに座すわってこちらの様子をうかがっていた。その女性がいる一角にだけ、半はん透とう明めいをした紫むらさき色いろのカーテンが張ってあって、僕たちからはシルエットしか確認できないようになっている。

「ちこう寄れ」

　頭の中にズシリと響くような年配女性のかすれた声。それは今にも消え入りそうなか細いものではあったが、有う無むを言わさぬ迫はく力りよくを有していた。

　僕と早希さんはお互いを一いち瞥べつすると、ゴクリと唾つばを飲み込み、その女性の目の前まで歩いて行った。そこで相手の出方を待っていると、またも、かすれた声が頭の中に届く。

「頭が高い」

　怒声とは言えないが、あきらかに敵意のこもった口調に、僕と早希さんはたじろぎながらも片かた膝ひざをついて声の主の様子をうかがった。

「よぉ来た、早希よ。わしが『時の魔女王』じゃ。そして、お前を東雲家から追放した張本人でもある。目立つな、名乗るな、死んだように生きろ。そう、お前の母親たちが伝えているはずじゃが、お前はその唯ゆい一いつの命令を反ほ故ごにした。この罪、裁かぬわけにはいかぬ」

　魔女王の口ぶりに、こらえきれなくなって割って入った。

「ちょっと待ってください！　それはあなたたちが勝手に――」

　その時初めて、魔女王は声を荒あらげた。

「黙だまれ！　人間風ふ情ぜいが！　この場でお前に口を開く権利などない！」

　ガタン、と椅子の手すりを叩たたく音と、わずかな振しん動どうが伝わってきた。

　圧あつ倒とう的てきな存在感。王の威い厳げん。ただ目の前にいるだけなのに、呼吸をすることさえままならなくなってくる。

　額に汗あせが滲にじみ、悪お寒かんが止まらない。

「これより、お前たちにふさわしい罰ばつを言い……ぬ？　あ、ちょっと……」

　魔女王の言葉に違い和わ感かんを覚え、何事かとカーテン越ごしに映るシルエットに注目した。そのままじっと見ていると、またしても魔女王はおかしな言動を続けた。

「ま、待て待て待て！　落ちるな！　あっ！」

　魔女王のシルエットがグラグラと左右に揺れ、その直後、魔女王の首がぐにゃりと前方に折れ曲がった。
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　僕と早希さんは「ひっ」という情けない声を出して、目の前で何が起きているのか必死で考えていた。

「さ、さ、早希さん！　魔女王の首が！」

「し、し、進也さん！　きゅ、救急車を！」

　そして、ゴトン、と鈍い音を立てて、魔女王の首が床に落ち、床とカーテンの隙すき間まからコロコロと僕らの目の前に転がってきた。

　だけどそれは人間の生首などではなく、マネキンの顔にスピーカーを埋うめ込んである、ただの作り物だった。

「なんだ……これ？」

「さ、さぁ……？」

　カーテンと床の隙間から、場ば違ちがいに幼い少女の右手が伸びてきて、マネキンの首を掴つかみ取ろうと必死でもがいている。

　カーテン越しに、可愛かわいらしい幼女の声が漏もれ出してくる。

「く、くそっ！　誰じゃ、こんな乱雑な人形をこしらえた阿あ呆ほうは！　……おっ。も、もう……ちょっとで届きそうじゃ……もうちょっと……もうちょっと……」

　早希さんと顔を見合わせて、一度頷うなずいた後、カーテンを握にぎり、そのまま持ち上げてみた。

　するとそこには、マネキンの首に一いつ生しよう懸けん命めいに手を伸ばしながらジタバタする七歳さいくらいの幼女の姿があった。幼女は両りよう膝ひざを床につき、這はいつくばっている。

　ゴシックな真っ赤な服を全身にまとっていて、いたるところにフリルが縫ぬい付つけられている。左手には茶色のクマのぬいぐるみを抱かかえていて、見れば見るほど場違い感が増していった。

　カーテンを持ち上げられ、その姿が露あらわになった幼女は、僕らを見るなり動どう揺ようしてあわあわと慌あわて始めた。

「ちょ、ちょっと、何しとるんじゃ！　見るんでないわい！」

「……え、えっと……お嬢じようちゃんは、誰なのかな？」

「そんなことはいいからはようカーテンを降ろせ！　この人間風情が！」

　聞き覚えのある罵ば倒とう文句に、まさか、と固かた唾ずを呑のんだ。

「……君が……『時の魔女王』？」

　幼女は、ばつの悪そうな顔をして目を逸そらした。

「…………い、いや、まさか。あはは」

「そ、そうだよなー。びっくりしたなーもうー」

「あ、あはは。び、びっくりしたじゃろうー？」

　突然、バチン、と音がして、部屋の明かりが灯された。どうやら天井には一いつ般ぱん的てきな電灯が備わっていたらしく、途端に場は明るくなった。

　それから、ギィ、と扉の開く音がして、さっき僕が乗ってきた車を運転していたメイドさんが、ツカツカと早足でやってきた。

　メイドさんは幼女の前に立つと、こんなことを言った。

「魔女王様、朝の入浴のお時間です。支し度たくしてください」

　幼女はほえる。

「マイペースかちくしょう！　本当に阿呆だの、お前らは！」

「……？」

「だめじゃ、こいつ何もわかっとらん……。よいか阿呆が！　わしは今、大切な話をしておるのじゃ！　わざわざわしが！　直々に！　話しておるのじゃ！　そこに割って入ってきて入浴はないじゃろう、入浴は！」

「ですが……魔女王様はお一人で体を洗えないではないですか……」

「これ以上『時の魔女王』の威厳を落とすでないわい！　それにこんなオンボロ人形なんて用意しおって、阿呆が！」

　幼女がマネキンの首をぶん投げると、メイドさんはそれをひらりとかわし、

「人に物を投げてはいけませんよ、魔女王様。めっ、ってしちゃいますよ」

「馬鹿にしておるのか！　いいからお前は黙っとれ！」







　カーテンが引きちぎられ、椅子に座っていたマネキンの体が部屋の隅すみに転がっている。代わりにその椅子には、クマのぬいぐるみを抱だいたゴスロリ幼女が座っていた。

「もう気付いておるかもしれんが、改めて言おう。わしが、『時の魔女王』じゃ」

　そう言われても……。

　早希さんも困こん惑わくしているようで、チラチラとこちらに目線を送ってくる。

「わしが『時の魔女王』じゃ！」

　二回言った……。

「で、でも……どうして、そんな子供の姿をしているんですか？」

「おい。さっきも言ったであろう。人間風情が勝手に口を開くなと」

「……で、その姿は？」

「ぐぬぬ……。なめくさりおって……。じゃからこの姿を他人にさらすのは嫌なんじゃ……。わしは魔女王じゃぞ。世界を統すべる『魔女王六星』の一人じゃぞ。子供扱あつかいするでないわい」

　早希さんが、魔女王が抱いているクマのぬいぐるみを指差した。

「あ、あの……そのぬいぐるみは魔具か何かですか？」

「む？　これか？　これはただのぬいぐるみじゃ。これがないと落ち着かんでな」

　子供じゃないか……。

　叱しつ責せきされ、魔女王のやや後ろに立たされているメイドさんが口をはさんだ。

「『魔女王六星』の方々は、生まれてきた瞬間から強大な魔力を持っていたわけではありません。普通の魔女として生活をしていく中で、魔力を研けん鑽さんし、通常では届きえないはずの領域を掴み取った方々なのです。ですがその代だい償しようとして、肉体の年ねん齢れいが、魔女王として覚醒した時のまま固定されてしまうのです。『時の魔女王』は幼くしてその類たぐい稀まれなる才覚を現したがために、今のお姿のまま、何百年も生きておられるのです。そしてそれは魔女王の血を受うけ継ついだ者にも影えい響きようし、血を引く者はみな、二十代後半で肉体年齢が止まってしまうのです。とは言っても、魔女王様のように寿じゆ命みようが延びるようなことはありませんが」

　そうか。だから早音さんの見た目があんなに若かったのか……。

　魔女王は、パンと手を叩き、ゆっくりと言葉を紡つむいだ。

「では、そろそろ本題に入ろうかの」

　魔女王は椅子の手すりに肘ひじをつき、足を組む。

「早希よ。お前は犯おかしてはならない罪を犯した。よって、罰を与あたえる」

　早希さんが、一歩前に出て反論する。

「私が犯した罪とはいったいなんでしょうか？　ブルームに乗ったことですか？　本名を名乗ったことですか？　そんなことで罰を与えられるなんて、納なつ得とくできません」

「お前は何もわかっておらん。よいか？　お前はわしの血を引く東雲家に生まれながら、脆ぜい弱じやくな魔法しか使用できん。その事実はわしへの不信感を生み、ともすれば、他ほかの魔女王に攻せめ込まれる理由となりかねんのじゃ」

　僕ぼくのために……かはわからないが、魔女王の後ろに立っていたメイドさんが捕ほ捉そくした。

「近年、『魔女王六星』は『全能水晶』を巡めぐり、非常に危あやうい均きん衡こうを保っているのです。誰だれかが『全能水晶』を、あるいは、それに匹ひつ敵てきする力を手に入れてはいないかと、お互たがいがお互いを監かん視しし合う状じよう況きようが続いています。もしもそんな中で、最強と呼ぶにふさわしい、時を操あやつる魔法を司つかさどる『時の魔女王』が弱体化しているかもしれないという噂うわさが流れれば、最悪、他の五名の魔女王が同時に攻め込んでこないとも限りません。そしてそれは、『時の魔女王』の血の根絶、東雲家の滅めつ亡ぼうに繋つながるのです」

　早希さんが言葉を呑み込んだので、代わりに僕が反論した。

「だからといって早希さんの自由を踏みにじる権利があなたたちにあるんですか？　目立つな、名乗るな、死んだように生きろ、だって？　それが、自分の家族に言う言葉ですか？」

　魔女王は、抑よく揚ようなく、淡たん々たんと言葉を紡いでいく。

「ほぉ。ならばお前は、一人の小こ娘むすめをかばって一族が滅亡する道を選べというのか？」

「そんなのは可能性の一つにすぎない。悲観的な妄もう言げんだ」

「お前の言っていることは楽観的な絵空事ではないか。それに、滅亡する可能性があるということは、それだけで十分な行動原理になりうる。そうであろう？」

　僕が言葉を繋げる前に、今度は早希さんが口を開く。

「そんなこと、心配する必要はありません」

　一いつ瞬しゆん、魔女王の眉まゆがピクリと反応した。

「……なに？」

「私と進也さんが『全ぜん能のう水すい晶しよう杯はい』で優勝すれば、全ての魔女王から魔力を奪い、無力化するという願いを叶えてもらうつもりです。そして、私たちは必ず優勝します。だから他の魔女王の心配など無意味です」

『時の魔女王』はポカンと口を半開きにして、長い溜ため息いきをついた。

「……どいつもこいつも、阿呆ばかりじゃな。そんな干し草の山から針を見つけるような可能性に、いったいどれだけのリスクがあるかわかっておるのか？」

「はい。ですが、今の状況を打破する一いち撃げきになりうることは事実です」

「…………」

「『魔女王六星』が保っている今の均衡は、必ずいつか崩ほう壊かいします。そしてその時、まっさきに狙ねらわれるのは、『魔女王六星』の中でも最強の魔ま法ほうを継ぐ東雲家と、『時の魔女王』自身です」

　早希さんは語気を強めた。

「どうせ滅亡するのであれば、私と進也さんに東雲家の未来を託たくしてください！　そうすれば必ず、私たちが未来への道を切り開きます！」

　ほんの一瞬、魔女王がニタリと笑ったような気がした。

　それが何を意味しているのかまではわからなかったが、真綿で徐じよ々じよに首を絞しめられていくような、嫌な感覚だった。

　魔女王は続ける。

「『大如月祭』の一件で、すでに早希は他の魔女王に目を付けられておるじゃろう。三秒先の未来を三メートル以内の他人に見せるだけの脆弱な魔法。しかし、脆弱がゆえにその正体は見み極きわめ辛づらいとも言える。されど、これからもお前たちがブルームレースに出場し続けるとなれば、いつかはその正体が露ろ見けんするじゃろう。そしてそれをきっかけに、他の魔ま女じよ王たちが手を組み、わしらを殺しに来る。その結果は明白。多勢に無勢じゃ。わしらは負ける。『創造の魔女王』のように、殺される。じゃからこそ、お前らには今後一いつ切さい、ブルームレースへの参加を禁止する」

　僕らが呆あつ気けにとられていると、魔女王は残念そうに言った。

「とまぁ、それがわし個人としての見解じゃ」

　個人としての見解？

「あの、それはどういう意味ですか？」

「……現在、東雲家にはもう一つの派は閥ばつが存在しておる」

「もう一つの派閥？」

「早希の姉、言音じゃ」

　東雲言音。早希さんの実の姉で、早希さんの体に浮かんだ六ろく芒ぼう星せいの件で、最後まで早希さんのために反論していた人物。

　この前の『大如月祭』以降、僕らがブルームレースに参加することについては同意してくれているようだったけれど……。

「東雲家において、言音の発言力は大きい。今やわしと同等か、それ以上じゃ。わかりやすく言えば、言音と真っ向から対立してしまっては、東雲家全体からの信しん頼らいを失い、わしの権けん威いが失しつ墜ついしてしまうかもしれん。そしてその言音が言っておるのじゃ、お前らに、未来を託すと」

　早希さんが興奮気味に目を見開いた。

「そ、それは本当ですか!?」

　魔女王は抱いていたクマのぬいぐるみを一ひと撫なでする。

「嘆なげかわしくも、事実じゃ。両者の意見はこうじゃ、わしはお前の魔法が脆弱だということを世間に知られたくない、言音は早希とそっちの小こ僧ぞうに未来を託したい。そこで仕方なく、わしらは一つの折せつ衷ちゆう案あんにたどり着いた」

　魔女王が、不気味な笑えみを浮かべて、僕と早希さんを交こう互ごに見比べた。

「今後出場する全ての公式戦において、敗北することを禁ずる。万が一敗北し、その魔法の脆弱さを世間に露ろ呈ていさせれば、二度とブルームに乗ることを許さない。それがわしと言音が出した結論じゃ。わしとしてはまぁ、一度の敗北でも許し難がたい所業なのじゃが、それでも、たった一度の敗北で他の魔女王が結託するほど一枚岩でもあるまい。じゃからせいぜい強がって敗北せよ」

　魔女王が提案した突とつ拍ぴよう子しもない意見。それは実質、不可能だった。

　ブルームレースは世界各地で開かい催さいされており、歴代のプロの総数はゆうに五〇〇を超こえる。だがその中で誰だれ一人ひとりとして、無敗だった者はいない。

　早希さんは毅き然ぜんとして声を張った。

「わかりました。その条件、受け入れます」

　早希さんだって、不可能な条件だと理解しているはず。しかし、今の僕らに選せん択たく肢しはない。

　だけど、きっと何より、早希さんは言音さんの期待に応こたえたかったのだと思う。

　魔女王は、うんうんと納得したように頷うなずくと、今度は僕に視線を向けた。

「で、そこの人間、お前はどうじゃ？　ここで尻尾しつぽを巻いておめおめと帰っても、わしらはお前をどうこうするつもりはない。早希を見捨てれば、お前の身の安全は保障しよう。しかし、早希と共に今後もブルームレースに参加するというのであれば、敗北した際、これまでと同じような自由な暮らしが待っているとは思うでないぞ」

「僕が早希さんを見捨てるなんてありえない。万が一、僕らが負けた時はどうとでもすればいい。僕らは常に一いち蓮れん托たく生しようだ」

　魔女王が、また不敵に笑う。

「ふむふむ。早希のために己おのれが身を危険にさらすか。さすがに言音が推すい薦せんするだけのことはある。じゃが、お前らも『大如月祭』が終わったばかりで疲つかれておるだろう？　よって、今回は特別にわしが代わりに手続きをしてやったぞ。ありがたく思え」

　手続き？

　魔女王は、もぞもぞと服の裾すそに手を突っ込むと、一枚の紙切れを取り出だし、それを僕らの前に放ほうり投なげた。

　足元に落ちた紙切れを手に取り、早希さんと一いつ緒しよに目を落とす。

【『関かん東とう城じよう西さい鉄てつ道どう杯はい』。出場登録済証。『東雲早希・明日葉進也』】

　……は？

　出場登録済証？

　しかも、よりによって……あの『関東城西鉄道杯』だと？

　魔女王は語る。

「日本最大の出場者数を誇ほこる、『関東城西鉄道杯』。数ブロックある大規模な二度の予選の後、実際の鉄道をコースとして起用した公式戦。そして『関東城西鉄道杯』は、数十年前の初はつ開かい催さいから今日にかけて、優勝者は全員、ある組織に属ぞくしておる」

「……そんなこと、誰だって知ってる……。ここの歴代の優勝者は、全員……『戦の魔女王の血筋』じゃないか……」

『戦の魔女王』。

　かつて、魔女と敵対していた人間を殺さつ戮りくし続けた恐おそるべき魔女王。彼かの女じよは人間を殺すのに役立つ三〇〇の固有魔法を保持しており、その血を受け継いだ魔女はその中から一つの固有魔法を継けい承しようしている。現状では三〇〇の固有魔法のうちのほんの一ひと握にぎりしか適合者が見つかっていないらしいが、それでも『魔女王六星』の中で最も血筋の数が多い一族である。

　魔女王の高笑いが、煌こう々こうと照らされた部屋の中にこだました。

「あっはっは！　その通りじゃ！　最終レースが行われる地は『戦の魔女王』のお膝ひざ元もと。負まけず嫌ぎらいのあやつは毎年このレースに大量の魔女を送り込んでくる。ゆえに、このレースでは、『戦の魔女王の血筋』の者以外が勝利したことはない。くくく。一次予選は今日からちょうど二週間後じゃ。それまでせいぜいあがくことじゃな。無論、今さら辞退はできぬぞ。そうすればお前らは棄き権けん扱あつかい、つまり敗北ということになるからのぉ。まぁ、お前らがそれでいいのなら、わしは一向に構わんのじゃがな」

　やられた……。

　最初から僕たちに選択肢はなかった。全すべては『時の魔女王』の手のひらの上。今日からちょうど二週間後の開催ということは、『赤雷』の修理が終わるのとほぼ同時期。これでは修理後の慣らし運転をしている時間があるかどうかもあやしい。それも全て、計算ずくか……。

「進也さん、ちょっとお話が……」

　手招きされて近寄ると、早希さんはこれから提案する事こと柄がらについて詳くわしく説明し始めた。

「……だめ、ですか？」

「いや、もちろん構わない」

　そして早希さんは、ツカツカと魔女王の前まで歩いて行くと、

「一つ、条件があります」

「条件じゃと？」

「はい。これはあまりにも理り不ふ尽じんです。出場するレースも選べず、私たちは満足に準備もできません。しかし、すでに出場登録を済ませてしまっているのであれば、致いたし方かたありません。ですが一つ条件を呑んでください」

「……言ってみろ」

「ミチルさんの罪を、不問にしてください」

　早希さんの家で、早希さんと共に暮らすメイド、ミチルさん。彼女は『大如月祭』の時、僕に、早希さんを偽ぎ名めいではなく、本名でエントリーするように頼たのんだ。それは早希さんの監視を担になっているミチルさんの背信行こう為いに他ならない。

　ミチルさんの処分は今のところ保留になっていると聞いていたが、その決定がいつ下されてもおかしくない状況なのだ。

　魔女王はこの条件を突つっ返かえすこともできるが、きっとそれはしないだろう。

　何故なぜなら、このあまりにも不利なレースへの参加を僕たちに強制することで、魔女王と反対意見を持つ者たち、つまり、言音一派の反発はさらに強まってしまうからだ。

　魔女王としては、多少の反発をされたとしても僕たちをできる限り早く敗北させ、ブルームレースから手を引かせたかったのだろう。

　僕たちが条件を出し、それを魔女王が呑むことで、言音一派からの反発を軽減できる。

　これが、魔女王の提案を退ける力がない僕たちにできる、精せい一いつ杯ぱいの抵てい抗こう。

　条件を聞かされた魔女王は、少し驚おどろいたように目を見開いた後、短いため息を吐ついた。

「……この期ごに及およんで他人の心配か。まぁ、よかろう。ミチルは優ゆう秀しゆうじゃ。地方に飛ばすのもおしい。今後も引き続き、早希の世話をすることを許可する」

　魔女王が、パンと手を叩く。

「話は以上じゃ。帰ってよいぞ」

　話し合い、というにはあまりにも一方的ではあったが、ミチルさんの安全が確保できただけでも成果はあったと言えるだろう。

　手に持っていたコンビニの袋が指から滑すべり落おちて、メロンパンが床ゆかに転がった。慌ててそれを拾い上げ、再び扉の方へ歩き始めると、不意に背後から呼び止められた。

「待て」

「……はい？」

「お前はちょっと残れ、人間。他の者は全員外に出ろ」

　心配そうな顔をしている早希さんと目が合うが、魔女王が催さい促そくしたので、早希さんは仕方なくそのまま扉から出ていった。さっきまで立たされていたメイドさんも外に出されたので、この場は僕と魔女王の二人きりになった。

「あの……どうしたんですか？」

　魔女王は偉えらそうに足を組み、指をくいっと上げて、僕に近くまで来るよう指示を出した。状況がのみ込めないまま近寄ると、魔女王はその指を、今度は僕が持っているビニール袋に向けた。

「お前が持っておるその袋、何が入っておる？」

「え？　ただのメロンパンですけど……」

　いや、正確に言えばいつも食べているメロンパンよりもずっと高級な物で、これを使って早希さんと食べさせあいっこしながら愛の言葉を囁ささやき合う予定だ。恋こい人びとトークにウキウキドキドキ花を咲さかせるのだ。

「よこせ」

「……あ、はい」

　カツアゲかよ……。

　ちくしょう……。どうしてこんなことに……。

　魔女王は、僕から受け取ったメロンパンの袋を左右に引っ張って必死に開けようとしたが、ビニールがわずかに伸のびただけで封ふうを切られることはなかった。

　よし！　頑がん張ばれメロンパンの袋！　そのまま魔女王の心を折ってしまえ！　そうすれば後で僕と早希さんがおいしく食べてやるから！

「開けろ」

「……あ、はい」

　ちくしょう……。ちくしょう……。

　僕が封を開けたメロンパンを渡わたすと、魔女王はスンスンとその香かおりを嗅かいで、興味深そうにいろんな方向からメロンパンを観察し始めた。

「見た目はちとゴツゴツしておるが、なかなかよい匂においじゃ。これの名、メロンパンと言ったか？」

「……はい」

　ただし高級なやつです……。

　魔女王は、恐る恐る持っていたメロンパンを手で二つに割ると、はてと不満そうに首を傾かしげた。

「なんじゃこれは？　メロンパンという名のくせにメロンが入っておらんではないか！」

「いやまぁ……それはそういうもので……」

「所しよ詮せんは庶しよ民みんの食べ物じゃな……。香りはともかく、味の方は期待はできんのぉ……」

　魔女王はぶつくさと文句を垂れながら、小さな口でメロンパンの皮をサクリと頬ほお張ばった。やや硬かたさを含ふくんだ生き地じが、ゆっくりと口内でほぐされていく咀そ嚼しやく音おんが聞こえてくる。

　鼻をつく濃のう厚こうな甘あまい香りに、喉のどがドクリと反応する。普ふ段だん食べているメロンパンとは比ひ較かくにならないほど芳ほう醇じゆんな香りだ。

　魔女王は、「ん！」と声を漏らした後、二、三度勢いよくメロンパンにかじりついて、最後に口の周りに付いたパンの欠片かけらを、舌でぺろりと舐なめ取った。

　魔女王は目を輝かがやかせて、

「おいしー、これ！　サクサクしておるっ！　サクサクしておるっ！」

　反応が子供すぎる……。

「そ、そうですか……。そりゃあよかった。また今度、機会があれば持ってきますよ……」

「ほんとか!?　やったー！」

　だから子供かって！

　なんだろう……。段々ただの子供にしか見えなくなってきた……。っていうか僕のメロンパン……。

　魔女王は我に返ったように動きを止めた。

「――はっ！　い、いや、はは。冗談じゃ、冗談。お前をからかっただけじゃ。あはは」

　コンコンと扉をノックする音がして、魔女王が促うながすと、見覚えのないメイドさんが現れた。

「魔女王様、明日葉進也のアパートの件、完かん了りよういたしました」

「うむ。そうか。ご苦労」

　……ん？

「あ、あの、ちょっと待ってください。僕のアパートがどうかしたんですか？」

「む？　言っておらんかったか？　今後は早希の監視だけでなく、お前の監視もすることになった。じゃからお前が今住んでいるアパートは引ひき払はらわせ、これからは早希と一緒に住んでもらう。その方が監視しやすいからのぉ」

「……は？　え？　引き払う？　一緒に住む？」

　メイドさんが、にこりと微笑ほほえんでこんなことを言った。

「あなたの部屋、綺き麗れいに掃そう除じしてあったので荷物がとても運びやすかったです」

　そんなことさせるために掃除してたんじゃない！

「ちなみに、ベッドの下にあったいかがわしい雑誌の類たぐいは全て処分いたしました」

　僕のいかがわしい雑誌の類が！

「代わりに早希お嬢じよう様さまの写真を数枚入れておきました」

　うれしいけども……うれしいけども……。

　魔女王が、僕のメロンパンにかぶりつきながら、吐き捨すてるように言った。

「用は済んだ。出ていけ」

「はい……」

　扉の方を向くと、腰こしの辺りにボールか何かをぶつけられたような気がしたが、後ろを見ても何もなかった。

「今……何か……」

「なんじゃ？　早く出ていけ」

　違和感を覚えながらも、僕はその場を後にした。







　精神的に疲ひ弊へいし、ぐったりとしながら扉を開けると、早希さんが心配そうな顔で駆かけ寄よってきた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか進也さん！　変なこととかされませんでしたか！」

「……あぁ、大丈夫。大丈夫だよ……。ちょっと、食べ物と住むところを奪うばわれただけだから……」

「追いはぎにでもあったんですか!?」







第二章『その願いの先に何があるのか』







「起きてください、進しん也やさん」

　どこかから、声が聞こえる。

「進也さーん。おーい」

　あぁ……。早さ希きさんの声だ。だけど、こんな朝っぱらからどうしたっていうんだ。

　いろいろあって疲れてるんだ。もう少し……寝ねかせてくれ……。

　耳元で、なまめかしい囁き声が鼓こ膜まくを揺らす。

「起きないと、またちゅーしちゃいますよ」

「――!?」

　驚いて飛び起きてから、もう少し寝たふりしていればよかったと激しく後こう悔かいした。

　僕が寝ているベッドのすぐ横で、パジャマ姿の早希さんがクスクスと笑っている。

「おはようございます、進也さん。昨日はよく眠ねむれましたか？」

「……あ？　あぁ……。そうか……。僕は、昨日、早希さんの家で眠ったのか……」

　魔女王の命令で、僕を監視しやすくするためにアパートを無断で引き払われ、早希さんの家に住まされることになった。

　早希さんの家についてみれば、すでに二階の一室に僕の私物が丁てい寧ねいに並べられていた。だけど昨日一晩かかって部屋中探したのに、メイドさんが置いてくれたと言っていた早希さんの写真は一枚もなかった。無論、いかがわしい雑誌の類は一冊残らず消え去っていた。

　早希さんはにっこりと微笑むと、嬉うれしそうに僕の頭を撫でた。

「何言ってるんですか、進也さん。ここはもう、進也さんの家でもあるんですからね」

　やや大き目のパジャマの胸むな元もとから、柔やわらかそうな胸の谷間が見えている。余った袖そでのかわいらしさもさることながら、いつもはピシッときめている早希さんの髪かみに、ところどころ寝ね癖ぐせがついているのも捨てがたい。

　悪くない！　悪くないぞ！

　だけど、にっこりと微笑んでいる早希さんの向こう、開けっ放しになっている扉とびらの隙間から、ミチルさんが凄すさまじい形相でこちらを睨にらんでいたので、喜んでいることはおくびにも出さなかった。

　ミチルさんが開いている扉をわざとらしくノックする。

「早希お嬢様、お食事の支度ができました。進也さん、裏山の井い戸どの蓋ふたを外しておきました」

「入れってことですか!?」

「あなたが自分から入ってくれると後始末が楽なので有あり難がたいのですが……。だめですか？」

「だめに決まってるじゃないですか！」

「……まぁ、冗じよう談だんはさておき」

　ほんとに冗談か？　前、一度この人に殺されかけてるし……。

　ミチルさんは深々と頭を下げると、改まって丁寧に述べた。

「この度は、私の身を案じていただき、ありがとうございます。お二人のおかげで、私は今後も早希お嬢様にお仕えすることができるようになりました」

　ミチルさん……。

「い、いえ、そんなかしこまらなくったっていいですよ。そもそもミチルさんは早希さんのために――」

「そうですか？　じゃあそうします」

　変わり身が早いなぁ……。

「お食事が冷めてしまうので、お早くお願いします」







　この家の居間は、一言で言うと広大である。

　部屋の端はしから端まで続く利便性の欠片も見当たらない座ざ卓たく。何枚あるのか数えるのも億おつ劫くうな襖ふすま。

　そしてそのどこまでも長い座卓の一番台所に近い位置で、僕と早希さんとミチルさんはこぢんまりと食事をとっていた。

　炊たき立たてのご飯と味み噌そ汁しる、身の締しまった焼やき鮭ざけと玉子焼き、それから数点の漬つけ物もの。質素ながら、どれも料りよう亭ていで出されるような見み栄ばえのよい品ばかりだ。

　食べてみると、そのどれもが今まで食べたことのないようなおいしさをはらんでいた。

「おいしい……。ミチルさんって、性格に似合わず繊せん細さいな料理を作るんですね」

「ケンカ売ってるんですか？」

　となりで早希さんが黙もく々もくと味噌汁をすすりながら、机の隅に置かれていたリモコンでテレビをつけた。

　そう言えば、小学生の頃ころ、僕と蘭らん奈ながテレビのニュースに流れた時も見てたって言ってたっけ……。早希さんって案外テレビっ子なのかな。

　ミチルさんの料理に舌した鼓つづみを打ちつつ、ぼんやりとテレビ画面を眺ながめてみる。

　そこにはよくテレビに出ている人気の司会者と、見覚えのある女性が二人立っていた。

　司会者が言う。

『いやぁ、それにしても、この前のレースでは驚かされましたねぇ。まさかお二人があんなにお強いだなんて。今までのアイドル像とはかけ離はなれた印象を受けましたが、その人気は今やうなぎのぼり！』

『えぇ、まぁ。レースは結局、誰かさんのせいで負けてしまいましたけれど、これから先、わたくしたちは全力で戦い続け、必ずプロになってみせますわ』

　早希さんが興奮しながら僕の肩かたをゆすった。

「し、進也さん！　見てください！　ロローナさんとアリシアさんですよ！　テレビに出てますよ！　ほら！　すごい！」

　ミチルさんになだめられて少し落ち着きを取とり戻もどした早希さんだったが、それでも食い入るようにテレビを見つめている。

「早希さんは、ロローナさんがテレビに出てるのよく見てるって言ってなかったか？」

「何言ってるんですか、進也さん！　ロローナさんはともかく、アリシアさんがテレビに出ることなんて滅めつ多たにないんですから！　しかもこれ生放送ですよ、生放送！　しっかりしてくださいよ！　もう！」

「……す、すいません」

　僕は今どうして怒おこられたんだろう……。

　そしてロローナさんの扱いが若じやつ干かん雑じゃないだろうか……。

　司会者が、ロローナさんにマイクを向ける。

『今やアイドルとしての人気に負けず劣おとらず、ブルームレーサーとしての期待が色いろ濃こく出ているわけですが、今後はどのように活動していくつもりなんですか？』

『もちろん、アイドルを辞やめるつもりはありませんわ。ですが……そうですわね。ブルームレースで、どうしても勝ちたい強敵がいますの。ですから、その相手を倒たおすまでは、ブルームレースの方を優先的に活動していくつもりですわ』

『強敵？　あぁ、なるほど！　あの『狼ろう狽ばいの魔女』、加か古こ野の蘭奈選手ですね！』

『いいえ。違ちがいますわ』

『……あれ？　じゃあ、誰なんですか？』

　ロローナさんは小さく鼻で笑うと、

『きっとそのうち、皆みなさんも気付くと思いますわよ。彼かれらがいかに強大な存在かということに』

『……は、はぁ。あっ！　そうだ！　今日は珍めずらしく、ドライバーのアリシアさんも一緒にご出演してくださったということで！　アリシアさんも意気込みをお願いします！』

　それまでオドオドとロローナさんの陰かげに隠かくれていたアリシアさんは、話を振ふられた途と端たん、目を泳がせながらしどろもどろに口を動かした。

『え、えと……。その……アリシアです。……そ、その、この度は……えと……。やっぱり無理！』

　アリシアさんはそのまますごい勢いでセットの裏に消えて行って、もう二度と戻ってくることはなかった。

　ロローナさんは、司会者に向かってにっこりと笑みを作った。

『あの子、恥はずかしがり屋やなんですの。許してあげてください』

　そして、ロローナさんはカメラに指を差し、

『次はわたくしたちが勝ちますわ。覚かく悟ごしておいてください』

　そんなこんなで放送時間が終しゆう了りようし、番組は次の特集へ移行した。

　それから早希さんに、いかにアリシアさんがテレビに出てくるのがすごいかを延々と聞かされながら、早めに朝食を平らげた。







「行ってきます」

　と慣れ親しんでいる言葉を、少しぎこちなくミチルさんに言って、僕と早希さんは一緒に学校へ向かった。

　二人で同じ家を出て、同じ道を通り、同じ学校へ行く。それはなかなかロマンチックなことだったけれど、学校に到とう着ちやくするや否いなや、雰ふん囲い気きは一変した。

　僕らが廊ろう下かを歩いていると、そこら中からヒソヒソと声が聞こえてくる。

「おい、見ろよ。あの二人だろ」「あたしテレビ見たよ。なんか突とつ然ぜんキレてたよね」「偶ぐう然ぜん『大だい如月きさらぎ祭さい』で優勝したからって調子に乗ってそう」「でも聞いたか？　あの二人、プロに選ばれたんだってよ」「マジで!?　めっちゃたなぼたじゃん！」「あの魔女、陰でなんて呼ばれてるか知ってるか？」「何？」「『幸運の魔女』だってよ」「ははっ。すげぇ嫌いや味みじゃん。でもお似合いだな」「運だけで勝つ、『幸運の魔女』だ」

　僕は言い返してやりたかったが、早希さんが「もう人前でキレちゃだめですよ？」と上うわ目め遣づかいで可愛かわいらしく釘くぎを刺さしてきたので、今日の所は勘かん弁べんしてやることにした。







　その日の昼休み。校舎裏。小さな花か壇だんの前に設置されたベンチにて、僕と早希さんはミチルさんの作った弁当を頬張っていた。

　母が昔から朝は忙いそがしかったので弁当という物を誰かに作ってもらうという経験は少なかったが、なかなかよいものだった。だけど弁当を食べていると魔女王にカツアゲされた高級メロンパンのことを思い出して、少しだけ悲しくなった。

「進也さん、ほら、見てください。このウインナー、ウサギの形に切ってありますよ！　かわいい！」

「ほんとだ！　かわいい！　僕のお弁当のウインナーはウサギの形なんてしてないけどね！」

「あっ！　こっちの玉子焼きの中には海苔のりが入ってますよ！　いつもは入ってないのに！　ミチルさん、今日は気合いが違いますねー」

「ほんとだね！　僕の玉子焼きには海苔なんて入ってないけど！」

「あれ？　こんなところにサクランボが……。わっ。これハートの形をしてますよ！」

「すごいね！　僕のお弁当にはサクランボすら入ってないのに！」

　随ずい分ぶん格差がひどいじゃないか……。

　それでも、たとえ弁当の中身に違いはあれど、僕は幸せだった。早希さんと一緒に過ごす束つかの間まの時間。早希さんがおいしそうに弁当を食べ進んでいく度、僕の心は穏おだやかになっていく。

「早希の弁当のおかずマジですごいじゃん！　ウチのと何か交こう換かんしようよ！」

　あとはこの人さえいなければ……。

　轟とどろき千ち鶴づる。早希さんの元パートナーで、今は『爆ばく裂れつの魔女』、小お山さ内ないモコとペアを組んでいる。早希さんとは昔いろいろあってパートナー関係を解消したのだけれど、何故かこうして一緒に弁当を囲むハメになった。

「轟さんはもうそろそろ教室に戻った方がいいんじゃないか？　ほら、授業に遅おくれると困るだろう？」

「はぁ？　何言ってんだし。授業までまだまだ時間あるし、しかももしそうだったらあんたらも教室に戻らなきゃいけないってことじゃん。バカじゃないの？」

　二人きりにしてくれってことだよ。少しは気を遣つかおうって気がないのか？

　早希さんと轟さんは、ブルームのパートナーとしての相あい性しようはあまりよくなかったものの、性格は案外合っているらしく、仲良さそうに弁当の話で盛り上がっている。

　それからしばらくして弁当を食べ終えると、ふと早希さんがぼやいた。

「あ、そうだ、進也さん。『赤せき雷らい』は修理を終えたらそのまま会場に――」

　慌あわてて早希さんの口を手で塞ふさぎ、言葉を途と切ぎれさせた。

　早希さんは「ん？」と不思議そうな顔をしていて状じよう況きようをまったく理解していないようだった。

　すると、キーン、と甲かん高だかい音が校内放送のスピーカーから聞こえてきて、次に男性教師の声が流れて来た。

『一年三組、轟千鶴。至急、職員室まで来なさい。繰くり返す――』

　その放送を聞くや否や、轟さんは「やばっ！」と何か心当たりがありそうな反応をして、早希さんにだけ別れを告げてどこかへ走り去った。

　その背中が見えなくなるのを待って、早希さんの口から手を離す。

「ぷはっ！　はぁ、はぁ……。もう進也さん！　突然何するんですか！」

「何するんですか、じゃないだろ。轟さんの前で『赤雷』の話をしたらだめだ。次のレース、『赤雷』が本調子じゃないとバレたらまずいだろ」

「でも、次の予選の出場者リストに轟さんと小山内さんの名前はありませんでしたよ？」

「たしかに一次予選の僕ぼくらのブロックに二人はいなかったけど、違うブロックにいる可能性はあるだろ。それに轟さんが他ほかの人に情報をもらす危険性だってある」

「……そんな……考えすぎですよ」

「かもしれないけど、できる限りの警けい戒かいはしなくちゃだめだ。それに、気付いたか？　轟さんの指」

「指？」

「あぁ。前会った時は長いつけ爪づめをしていたのに、全部なくなってた。それに、指の腹にタコができていた。おそらく、ブルームのハンドルのあとだ。あれは相当陰で練習してるぞ。おそらく出場するレースが近いんだろう」

　早希さんは、シュンと肩を落とした。

「……進也さんの言う通りですね。もっと警戒するべきでした……。すいません」

　それから早希さんは、むっとしたように頬ほおを膨ふくらませた。

「でも、進也さん？　ちょっと轟さんのこと見過ぎじゃないですか？」

「……え？」

「見過ぎじゃないですか？」

「……いや……そんなことないって。たまたまだって」

「そうですか？　たまたまですか？　ならいいんですけどね」

　早希さんの冷たい視線を感じながら、僕らは教室に戻った。
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　放課後。僕らが通う桜さくら丘おか高校の最も寄より駅までの道中。

　人がちらほらと通り過ぎる商店街を、早希さんと一緒に、今度出場する『関東城西鉄道杯』について考えながら歩いていた。

　早希さんが、今度は周りに気を付けながら声を小さくしてたずねた。

「『関東城西鉄道杯』は予選が二回行われるんでしたよね？」

　僕も、早希さんに倣ならって小声で答えた。

「あぁ。一次予選は計八か所で同時開催され、それぞれ上位五〇組が次の二次予選に出場できる。最大人数はブロックごとに多少差はあるが、大体いつも一〇〇組くらいで、約半数が通過する計算だ。次の二次予選では計四か所の同時開催となり、上位二五組が本選へ進む。最後は首都から延びる城西鉄道を使ってレースをし、上位三組には賞金が出る」

「一次予選は八〇〇人くらい集まるってことですか……。すごい人数ですね」

「『関東城西鉄道杯』の賞金は『大如月祭』の賞金と桁けたが違うし、学生という縛しばりもないからな。いくら『戦の魔ま女じよ王の血筋』が多く出場していて難易度が高いからといって、挑ちよう戦せんしたがる奴やつは後を絶たない」

「……せめて『赤雷』の修理を急いでもらうことはできないんでしょうか？」

「一度頼たのんでみたけど断られたよ。『赤雷』は、足あし摺づりさんと野の乃の寝ねさんが乗る『追放者アウトキヤスト』に追つい突とつされた時、後部にあるメインの魔ま力りよく噴ふん射しや口こうが中に押おし込まれ、そのまま連れん鎖さ的てきに内部の重要基き盤ばんがいくつか破損した状態だったらしい。心配だから他の機関にも影えい響きようが出ていないか検査するために最低でも二週間はほしい、ってさ。まぁ、しっかり仕事をしてくれてるんだ、今はできるだけおかしなクセがついたりしないように祈いのるしかない」

　ふと、背後から不気味な声が届く。

「い、い、今、ワタシの話をしていたのかしら？」

「うわっ！」

　幽ゆう霊れいかと見み間ま違ちがえるほど長い黒くろ髪かみに、落ち着きなく動くギョロリとした瞳ひとみ。たった今名前を出したばかりの足摺さんだった。

　早希さんが恐る恐るたずねる。

「えっと……足摺さん、今の話、聞いてましたか？」

　足摺さんの目が早希さんを捉とらえると、早希さんは肩をビクリと震ふるわせた。

「ど、ど、どうせ、ワタシの悪口でしょう？　わ、わ、わかってるのよ。小声でヒソヒソ、ワタシの名前を言ってたもの」

　どうやら聞こえていなかったらしい。一応周りに気をつけて小声で話してたのが役に立った。

「この前の『大如月祭』の話をしてただけだ。別に悪口なんて言ってないからな」

「ほ、ほ、ほんとかしら？　怪あやしいわね」

　疑うたぐり深ぶかいなぁ、この人。

　だけど足摺さんはケロリとしてこんなことを言った。

「ま、ま、まぁ、いいわ。もう、ワタシには、関係ないことですもの」

「関係ない？　何が？」

「あ、あら？　知らないの？　この前、ちょっとした話題になったのに。ネ、ネ、ネットニュースにも、載のってたのよ？」

「さぁ？　最近ちょっとドタバタしてたからなぁ。ニュースなんて見てないな」

「い、い、引退したのよ、ワタシ」

「……は？」

「ほ、ほら、これ見せてあげるわ」

　足摺さんは持っていた鞄かばんをガサゴソと探さぐると、一枚のカードを取り出した。

『【特級ライセンス】ブルームウィッチ：足摺百もも花か（引退）』

　特級ライセンス!?　足摺さんもプロになってたのか！

「いつプロになったんだ？　しかも、せっかくプロになったのに引退だなんて……」

「こ、これをもらったのは『大如月祭』の直後だったわ。それまでの成績と、魔ま女じよとしての実力が評価されたと聞いたけれど、か、か、加古野蘭奈さえ邪じや魔ましなければ、ワタシはもっと早くプロになっていたはずよ。そ、それに、引退することは最初から決めていたのよ」

「どうしてなんだ？　もったいない……。足摺さんほどの才能があれば『全ぜん能のう水すい晶しよう杯はい』だって狙ねらえたかもしれないのに」

「……あ、あら、あなた、ワタシを存外高く評価してくれているのね。嬉しいわ。だけど、ワ、ワ、ワタシは、ブルームレースよりも、魔具作りに興味があるの」

「魔具？」

「えぇ。し、知ってるかしら？　プロになった魔女は引退後、魔具師として店を出すための様々な補助が受けられるの。ワ、ワ、ワタシがブルームに乗り始めたのは、最初からこの補助が欲ほしかったからなのよ。だから、ワタシは今、自分の魔具店を開く準備をしているところなの。すぐにでも開店したいんだけど、何故か人手が集まらなくて、四苦八苦しているところよ。面接に来た人は、みんな、ワ、ワ、ワタシの顔見た途端、帰っちゃうの。どうしてかしら？」

　幽霊と間ま違ちがえられているんじゃないでしょうか……。

「……さ、さぁ？　でも、そのうちいい子が見つかるって」

「……いい子、ねぇ」

　足摺さんは、どこか寂さびしそうに言った。

「明日あした葉ばくん、あなた、ネネちゃんをどこかで見なかったかしら？」

「ネネちゃん？　あぁ。足摺さんのパートナーだった野乃寝さん？」

「え、えぇ。あの子、ワタシが引退するって話したら、その日から行方ゆくえ不明になっちゃったの」

「行方不明!?」

「あの子の字で置手紙があったから、たぶんただの家出だと思うけれど……。い、一応警察にも連れん絡らくしているんだけど、ネネちゃん、人ひと捜さがしを阻そ害がいする魔具を使っているみたいで、全然見つからないのよ。も、も、もしも、どこかでネネちゃんを見かけたら、ワタシに連絡してくれないかしら？　はい、これ、連れん絡らく先さき」

「……わかった。見つけたら必ず連絡する」

　足摺さんは、「ところで」と話題を変えた。

「い、い、今、呪のろいの人形を作っているの。これがとってもうまくいきそうだから、加古野蘭奈にもらってほしいのよ。あ、あ、あなた、加古野蘭奈の住所、教えてくれる？」

「蘭奈の家にそんな不ふ穏おんな名前の品を送ろうとするんじゃない」

「だ、だ、大丈夫よ。呪いは一過性の物だから」

「そんな薬の副作用みたいなこと言われても……」

「じ、じゃあ、あなたの家でもいいわ。効果をみたいだけだから。ね？　ちょっとだけ。ちょっとだけだから」

　僕と早希さんは、足摺さんから逃にげるようにその場を離れたが、その後足摺さんが五〇メートルくらい全力疾しつ走そうで追いかけてきたのですごく怖こわかった。







　学校が春休みに入ってすぐ、『関東城西鉄道杯』一次予選が催もよおされた。

『赤雷』は修理を請うけ負おってくれている業者の手で直接会場へ届けられる手はずになっているので、僕と早希さんはバスに乗って長い山道を揺ゆられていた。

　結局『赤雷』の慣らし運転はできなかったな……。

　僕らプロにとっては、この一次予選の結果やただの野の良ら試合でさえ、『全能水晶杯』の選考に影響を及ぼしてしまう。今はまだ次の『全能水晶杯』がいつ行われるのか正式に発表されていないのでわからないが、それまでにより多くの実績を積んでおかなければいけない。

　よりにもよってプロになった最初のレースで『赤雷』が不調だなんて……。

　僕らを乗せたバスが、ゴツゴツと小さな石を踏ふみつけるたび、となりでスヤスヤ寝ね息いきを立てている早希さんが身じろぎをする。早希さんはそのまま、僕の懸け念ねんをよそに、幸せそうな顔をしてコトンと肩に寄り添そってきた。

「おーい、早希さん。もうすぐ着くぞ」

　一向に起きる気配がなく、むにゃむにゃと口を動かす早希さんが可愛くなって、ばれないようにそっと頬をつついてみた。弾だん力りよくのあるもち肌はだで、さらさらときめ細かい。

「すごいな……。めちゃくちゃ柔らかい……」

　僕は本当にこんな可愛い子とキスなんてしたのか？

　あれ以来、早希さんと同じ家に住んでいるっていうのに、まったく進展らしい進展はない。僕らは付き合っているといっていいのか？　僕は、早希さんのことを彼かの女じよだと言っていいのか？　そもそも早希さんは僕を彼かれ氏しとして認にん識しきしてくれているのだろうか？

　うーん……。

　ここ最近、『関東城西鉄道杯』の対策に追われていて、結局デートに誘さそう暇ひまもなかったし……。かといって思い切ってデートに誘って断られでもすれば今後気まずくなりそうだし……。
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　だいたい家にミチルさんがいる限り僕らに進展なんてないか……。

　もう一度早希さんの頬をつつくと、早希さんは「ん」と小さく声を漏もらした。

「可愛いなぁ……」







　それから一〇分後、僕らは目的地に到着した。

　開かい催さい地ちは閑かん散さんとした山中で、何十メートルも真上に伸びる針葉樹が立ち並び、葉の切れ間から太陽の光が差し込んでいる。

　その木々のすぐ下に、場ば違ちがいな人工的な光こう沢たくを持つブルームが、ちょうど一〇〇台止まっており、その中央付近に、『赤雷』の姿があった。

　光沢があり、流線形を描えがくような赤色のボディ。外がい壁へきにはお決まりのルーン文字と機体名が刻まれている。

　昨日、まだ修理が完了していない状態の『赤雷』の様子を、請け負ってくれている業者の店で確かく認にんしたが、どうしても不安は拭ぬぐえず、レースが始まるまでの間、外壁の一部を外して中の基盤に目を通した。

　と言っても、僕はブルームの内部構造までは詳くわしくないので、その作業はもっぱら早希さんに任せっぱなしだった。

「ちょっと進也さん、コアを始動させてみてくれますか？」

「あぁ、わかった」

　早希さんが『赤雷』の横に立ち、『魔ま力りよく吸収水すい晶しよう』で作られた手すりからコアに魔力を送り込むと、機体内魔力残量がグングンと跳はね上あがった。

　危険がないようにアクセルから足を離し、コアを始動させる。

　後部に新しく取り付けられた魔力噴射口から、真しん紅くの魔力光がうっすらと放射される。

　早希さんはその間、ブルームの内部を凝ぎよう視しし、うんうんと納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「はい。もう大丈夫ですよ。止めてください」

「……で、調子はどうだった？」

「いいですね。前よりもずっと魔力の流れがスムーズです」

「前よりも、か……」

　やはり試運転はしたかったな……。前と魔力の流れ方が違うと操縦にどういう影響を及およぼしてくるかわからない。だが弱音を言ってても始まらないし、なんとかこの一次予選の間にクセを掴つかまないと……。

『関東城西鉄道杯』は歴史のある大規模なレースではあるが、さすがに最も人数の多い一次予選ともなると、映像を記録する『シェア・アイ』も飛んでいなければ、観客も一人もいない。というかまぁ、こんな山やま奥おくまで来る人なんて普ふ通つういない……。

　風が吹ふき込むと木々が揺らめいて、小鳥のさえずりが耳に届く。

　早希さんが後席に座すわり、

「穏やか場所ですねぇ。なんだか眠くなります」

「レースの途と中ちゆうで寝落ちなんてやめてくれよ。魔力の供給が止まるとそのまま失速して墜つい落らくするからな」

「大丈夫ですよ、その場合はこの辺り一帯に施ほどこされている保護魔法で守ってもらえますから」

「いやいや、まずは寝落ちを否定してくれよ……。というかその場合でも『赤雷』は粉々だけどな……。それにしても、ほんとにここ保護魔法が施せ工こうされてるんだろうな？」

「ここに来るまでのバスの中で、保護魔法施工区域の看板を見ましたよ」

「早希さん、バスの中でずっと寝てたじゃないか」

「いえいえ。あれは寝たふりをして進也さんの肩にもたれかかっていただけです」

「……へぇ」

　何故なぜそんな可愛らしいことを唐とう突とつに……。

　というか、それだと途中で頬ほっぺたつついたのバレてるってことじゃないですか……。

「途中で頬っぺたをつつかれました」

「……う、うん。ごめん」

「可愛いって言われました」

「……い、言ったっけ？」

「次は私の番ですからね！　覚悟しておいてください！」

　え、なにそれ、ちょっと楽しみなんだけど！







　やがて時間が経たち、山中に並べられた一〇〇台のブルーム全すべてに出場者が乗り込んだ。涼すずし気げな風にのって動物の鳴き声が聞こえてくるが、そちらを気にしている余よ裕ゆうはない。

　何度経験しても、このスタート直前の緊きん張ちよう感は慣れないな……。

　一次予選でのリングの総数は、スタートリング、ゴールリングを合わせて一七個。僕らが前回出場した『大如月祭』ではスタートリング、ゴールリングを合わせて三二個。つまり、リングの個数は半分というわけだ。にもかかわらず、総出場機体数は『大如月祭』が五〇台だったのに対し、今回はその倍、一〇〇台のブルームが一いつ斉せいにゴールリングを目指すことになる。

　ただ、こちらは予選ということもあって、上位五〇組、つまり、半分が通過できるようになっている。

　この情報をもとに、今回のレースの戦略を練らなければいけない。

　先頭のブルームの鼻先に、木々の枝を模したようなスタートリングが浮うかび上がる。それに倣い、コアを始動させ、アクセルを軽く踏み込む。空中で『赤雷』を停てい滞たいさせたまま、次の合図に備えた。

　後方にいるブルームに配はい慮りよしてか、五つで一セットのカウントダウンを示す球体が、ブルームの集団の頭上にいくつか浮かび上がった。ゆっくりとアクセルを踏み込んでいき、コアの稼か働どう率りつを上じよう昇しようさせる。

　球体が一つ、また一つと消えていき、そして、全ての球体がなくなると、リング全体が神こう々ごうしい光を帯びる。

　瞬しゆん間かん、左右の木々が後方へ一気に流れていく。となり近所にいるブルームが視界に留とどまり続けるせいで、速度を出だしている自覚が薄うすれていく。視界の中に浮かぶガイドと呼ばれる矢印に従い、前方を注視する。

　修理を終えた『赤雷』の試運転ができなかったから心配だったけど、今のところ問題はなさそうだな……。

　先頭のブルームが『１』番リングを潜くぐるが、思っていた通り、魔法を発動したような気配はない。

　今回の『関東城西鉄道杯』一次予選では、出場機体数一〇〇台に対し、その半分の上位五〇台が通過できる。つまり、先頭集団にいる限り、他のブルームと無理して争あらそう必要はなくなり、ひたすら速度を維い持じしてゴールリングを目指すことが定石となる。

　ゆえに、最も苛か烈れつな戦いが繰り広ひろげられるのは、僕らがいる中央付近。

　現在の順位【四〇／一〇〇】。

　すでに予選通つう過か圏けん内ないではあるが、この順位は危険だ。

『赤雷』も『１』番リングを通過し、後続車も次々それについてくる。そして後方から、魔法を使用したと思われる爆ばく音おんが轟とどろき始めた。

　最初の戦せん闘とうは予想よりもずっと後ろの方で始まったな……。そうか。みんな二次予選のことを考えてできるだけ体力や魔力を温存したり、ブルームの損傷を避さけているのか。この流れに便乗してできるだけ安全に一次予選突とつ破ぱを狙った方が得策か。

「早希さん、周囲に『戦の魔女王の血筋』はいるか？」

　一次予選の出場選手名めい簿ぼによれば、このブロックにも何組か『戦の魔女王の血筋』が交じっているらしい。彼女たちはみな、機体に『戦』と描かれた六ろく芒ぼう星せいを刻んでいるので、見ればすぐにわかった。

　ただ、名簿には基本的な情報しか載っていないため、どのような魔法を使うのかまでは自分たちで調べる他なかった。ゆえに、名の通った有名な魔女ならいざ知らず、あまり出場経験のないマイナーな魔女の情報までは手に入り辛づらい。

「いえ、いませんね。名簿によれば全員前の方に位置していましたから、このまま力を温存して一次予選を勝かち抜ぬくつもりでしょう」

　今後のことを考えれば、強力な魔法を使用してくる『戦の魔女王の血筋』とはできる限り戦闘を避けたい。だが、五〇位前後にいれば激しい順位争いに巻き込まれる恐おそれがある。だとすれば……。

「わかった。これからやや速度を上げ、三〇位を目指し、そのままゴールリングを狙う。万が一近くのブルームが不意をつこうとした時は、すぐに『三さん秒びよう視し』で未来の景色を見せてくれ。全て回かい避ひする」

「わかりました」

　その後も、多少の順位の変動はあったものの、三五位という目標に近い位置を保ったまま、『１１』番リングを通過した。周辺には、僕らと同じように戦闘を避けながらゴールリングを目指すブルームが、一つの集団となって走行している。

　想定よりも集団の密度が高いな……。

　レースも後半だし、ここからはきっと……。

　木々が密集し始めたところで、突とつ如じよ、集団の後ろの方を走っていたブルームから、上方に向かって何かが射出された。その正体はわからないが、青白くゴツゴツした物体で、表面には獣けものの目が六つ無造作に並んでいて、それは僕らの集団の真上を同じ速度で飛行し始めた。

「『三秒視』！」

　視界全体が真っ赤に染まり、未来の景色が映し出される。

　だが、未来の景色の中で、青白いゴツゴツした物体は何の動きも見せなかった。

　てっきり拡散攻こう撃げき型がたの魔法だと思ったけれど、特にそういう素そ振ぶりもない……。だが、このタイミングで魔法を使用してくるということは、十中八九、二次予選のライバル減らしが目的だ。ここは油断せず、念のために距きよ離りを開けておいた方がいいな。

『赤雷』のハンドルを切ると、青白い物体から赤い光が方々へ伸のび始め、その内一本が『赤雷』の外壁にピタリとくっついた。

　なんだこれは？　赤い光？　三本、四本……全部で六本もある。蘭奈の魔法のような熱線か？　だが、見たところ『赤雷』にダメージはない……。

　赤い光は凄すさまじい速さで、一台ずつブルームの外壁を捉えていき、それに伴ともなって、青白い物体の表面にある六つの獣の目が、順番に炎ほのおを宿していった。赤い六本の光は全て走行中のブルームを捉え、その中には『赤雷』も含ふくまれていた。

　光から逃のがれようとハンドルを切ってみるが、どこへ逃げてもずっとついてくる。

　これは……もしかして……。

　答えを導き出す直前、六つの獣の目に灯ともった炎が激しく燃え上がると、青白い物体は破は裂れつしたように散開し、その一つ一つが真っ青に輝かがやく狼おおかみの姿へ変化していった。それらはまるで、揺らめく炎で作られたようなぼんやりとした輪りん郭かくをしているが、耳元まで避けた大きな口には、硬こう質しつな鋭するどい牙きばが生はえ揃そろっている。

　早希さんが、背後に迫せまった狼を振り返かえりながら叫さけんだ。

「まずいです！　召しよう喚かん型魔法です！」

　召喚型魔法とは、魔ま獣じゆうや魔物、有機物や無機物など、多種多様な物体を魔法で作り出すことができる魔法で、その動きは生み出した魔女の意志では制せい御ぎよすることができず、必ず定められた固有の条件によって自動的に行われる。

　やはり、さっきの赤い光は標的を決めるためのレーザーポインターだったのか！

「早希さん！　このまま魔獣を引ひき離す！　相手の位置を常に伝えてくれ！」

「わかりました！」

『１２』番リングを通過し、可能な限り速度を上げる。

　召喚型魔法を使える魔女はあまりいない。それが一度に六体もの魔獣を同時に生み出せるレベルだなんて、ついてないとしか言いようがない。

　こちらと同じく、先ほどのレーザーポインターに捕つかまったとなりのブルームの上に、追いかけてきた狼型魔獣がひょいと飛び乗った。耳まで裂さけた口からダラダラと涎よだれを垂らしていて、その恐ろしい形相に、乗っていた魔女が涙なみだ目めになって叫んでいる。

「ちょっと！　降りて！　降りてよぉ！」

　そのブルームは必死に機体を左右に振って魔獣を落とそうとするが、魔獣の爪つめががっちりと外壁に食い込んで離れない。

「やめて！　こないで！　こないで！　お願いだから！　いやぁぁ！」

　一歩、また一歩と魔獣が歩み寄り、最大限にまで開かれた口から鋭えい利りな牙が顔を覗のぞかせ、そして、そのまま魔女の頭にかぶりついた。

　すると、魔女の全身を『搭とう乗じよう者しや生命維持機構』の泡あわ状じようの膜まくが覆おおい、噛かみついた狼は怯ひるんでその場を離はなれた。しかし、ブルームレースにおいて、『搭乗者生命維持機構』の発動は失格を意味し、そのブルームは諦あきらめたように減速していった。

　惨さん状じようを目まの当あたりにした早希さんが、今にも泣き出しそうな勢いで僕の肩かたをがっちり掴んだ。

「……進也さん！　絶対に逃げてください！　私はあんなのに噛まれたくありません！」

「わかってる！　わかってるから肩を揺するな！」

　魔獣の目的がブルームの破は壊かいならば、何度かダメージを食くらっても耐たえられたかもしれないが、『搭乗者生命維持機構』の発動を目的としているとなると一いち撃げきでアウト。僕か早希さんのどちらかが攻こう撃げきを食らった瞬間、その場で失格が確定してしまう。

「進也さん！　真後ろです！」

　地面から弧こを描くように突つき出した根っこの下をくぐり、飛とび掛かかってきた魔獣の進行を防ぐ。

　そのままガイドに従って森を抜けると、開けた平野へ突っ込んだ。

　障害物がない！　ここはだめだ！　魔獣を振り切きれない！

　視界の先には『１３』番リングが見えていたが、ハンドルの付け根にあるボタンを押し、機体に埋うめ込まれたリングライトを一つ消灯させた。そうすることで不利な立地にある『１３』番リングをわざと見み逃のがし、次の『１４』番リングへ進んで魔獣を振り切るのに利用しやすい障害物がある場所へ移動したかったからだ。

　だが、ガイドが指し示した『１４』番リングは、『１３』番リングの一直線上。つまり、この平野はどうあっても越こえなければいけないということだ。

　くそっ。運が悪い……。リングライトはまだあと一回消灯できる。『１４』番リングも消すか？

　……いや、それは早計すぎるな。『関東城西鉄道杯』は予選でのマップ配布はないから周辺地図を頭に叩たたき込んできたけど、リングの正確な場所がわかっていない以上、この先の展開が予測し辛い。それに今の順位は三三位。余裕で合格圏けん内ないだ。ここは無理な勝負はかけず、リングライトは念のために温存しておきたい。

「進也さん！　左後ろから飛んできます！」

　咄とつ嗟さに上空へ高度を上げ、紙かみ一ひと重えで魔獣を避けるが、魔獣は空中を蹴けって追いかけてきて引き離せない。

　追つい尾び能力が高いな。それに持続力もある。召喚型魔法は、定められた目的を果たすか、一定時間経過するまで消しよう滅めつしない……。そしてこの場合、目的条件は間違いなく僕らの撃破だ。ならば一定時間逃げ切るしか方法はない。

　この魔獣は追尾に若じやつ干かんの癖くせがある。こちらに飛びついてくる一いつ瞬しゆん、両前足に体重をのせて地面を蹴るような動作をしていた。それを見逃さずに回避行動を取れば、魔獣に飛び乗られることはない。

　平野の先にあった『１４』番リングをくぐり、このままいける、そう思った時だった。

　ガチャリ、と不穏な音が耳に届く。

　ん？　なんだ？　なにか、今……。

　ハンドルが、砂を噛んだような感かん触しよくになってうまく動かせなくなった。最初は何かにぶつかったのかと思って、機体の前方や下部にその痕こん跡せきがないかを確認した。だが、見当たらない。

　……まさか、整備不良？

　みるみる血の気が引いていき、ズッシリと重くなったハンドルを何度も握にぎり直した。

　まずい、まずいまずい！　どうする？　こんなに重いハンドルだと次の魔獣の攻撃に反応できない！　試運転さえできていればこんなことにはならなかったのに！　早希さんの魔力を解放して速さで距離を稼かせぐか？　いや、無理だ。こんな操作性の悪いハンドルでは、早希さんの魔力で操縦が困難になった『赤雷』を操あやつり切れない……。だったら……だったら……何か……。

「進也さん！　後ろから来ます！」

　回避しようと試みたが、ハンドルが言うことを聞かず、次の間には、魔獣の爪つま先さきが『赤雷』の後部を捉え、そのままジリジリと早希さんの方に向かって這はいずり始めた。

「し、進也さん……。あの、魔獣が……」

「わかってる！　整備不良だ！　ハンドルが重くて俊しゆん敏びんな操縦ができない！」

「……整備不良!?　そんな……」

　機体を左右に揺すって魔獣を落とそうとしたが、魔獣の爪は外壁にがっつりと食い込んでいて離れない。

　一瞬言葉を呑のんだ早希さんだったが、すぐに冷静さを取とり戻もどし、前方に向かって指を差した。

「進也さん！　あそこに小さな岩があります！」

「何!?」

「あれを使ってください！」

　すぐさま早希さんの言葉の意図を理解し、

「早希さん！　頭を下げろ！」

「はい！」

『赤雷』を上下反転させると、頭のすぐ上を地面が流れていく。『赤雷』に爪を食い込ませた狼型魔獣は、ぐっと姿勢を低くして、そのまま一歩、また一歩と早希さんに近寄ってくる。

　ハンドルが重い……。油断すると地面に接せつ触しよくする……。焦あせるな。慎しん重ちように、慎重に。

　狼型魔獣が、早希さんが身を屈かがめている後席を覗き込み、そして、大きな口をあんぐりと開けて両前足に体重をかけた。

　そこへ、早希さんが先さき程ほど指差した岩が凄まじい勢いでぶつかっていき、狼型魔獣は、キャン、と怯んだような声を上げ、ようやく『赤雷』から剥はがれ落おちた。

　重くなったハンドルを力ちから一いつ杯ぱい引き上げ、『赤雷』を正常な向きに戻す。後方を振ふり返り、狼型魔獣が追ってきていないかを確認した。

「大だい丈じよう夫ぶか、早希さん。魔獣は？」

「……わかりません。ここら辺は草が生おい茂しげっていて……」

「たしかに見辛いな……」

　油断したわけではなかった。

　僕も早希さんも、警戒を怠おこたったりはしていなかった。草むらをかき分けて猛もうスピードで接近する魔獣も視し認にんできていた。早希さんがそれに気付いて僕に注意を促うながそうと口を開き、僕はそれとほぼ同時にハンドルを切った。

　しかし、整備不良で重くなったハンドルでは、狼型魔獣の攻撃をかわすことは不可能だった。糸のように伸びる唾だ液えきにまみれた牙が、早希さんのすぐ真上に迫る。

「『脆弱なる円盾フラジール・シールド』」

　どこかで魔法名が詠えい唱しようされると、狼型魔獣が開いた口の中に、円形の盾がちょうどすっぽり収まるように出現した。

　早希さんは頭を抱かかえながら、目をぱちくりとさせている。

「これは……防ぼう御ぎよ型がた魔ま法ほう？　でも、いったい誰だれが……？」

　やや左前方、ちょうど草むらで死角になる位置から、一台のブルームが接近してきた。魔女の魔力を底上げするパワー型の『フギンムニン・フォルム』で、座席は左右に分かれている。その一方、魔女が乗る左座席で、青色のツインテールを靡なびかせた女性が呆あきれたようにこちらを見下していた。

「まったく……。せっかくゴールせずに待ち構えてたってのに、あんな魔獣一匹ぴき振ふり切れないなんて……。あんた、ほんとに『時の魔女王の血筋』？」

　運転席に座っているのは、同じく青色の髪かみをミディアムボブに切り揃えている女性だった。さっきのツインテールの方よりもややおっとりした表情をしているが、同じような顔の構造をしていて、二人が双ふた子ごであることは容易にくみ取れた。

　操縦席に座るミディアムボブの方が、にかっと笑って穏おだやかな口調で口を挟はさむ。

「まぁまぁ、柚ゆず羽はちゃん。それでもお友達はたくさんいる方が楽しいよー！」

「お友達って……桃もも乃の、あんた今私たちがどういう状じよう況きようかほんとにわかってんの？」

「えぇー。わかってるよー。でもまぁ、死ぬわけでもないし、気楽にいこうよ。ね？　気楽にさー」

　ツインテールの方、柚羽と呼ばれた魔女は短いため息を吐ついて頭を振った。

　おそらくさっきの防御型魔法はこの魔女が発動させたものだ。だけど、どうして僕ぼくたちを守ったりしたんだ？　何か目的があるようだけど……。

　いや、それよりも……。

　早希さんがこっそりと耳打ちする。

「進也さん、あの人たちが乗っている機体……」

「あぁ、気付いてる」

　双子が乗車しているブルームの側面には『パンプキン・クライ』という機体名の横に、『戦』といういかめしい文字が六芒星の中にデカデカと刻まれていた。

「間違いない。『戦の魔女王の血筋』だ」

　双子で、『戦の魔ま女じよ王の血筋』。知ってるぞ。たしか森もり宮みや姉妹だ……。そこまで脅きよう威いとなる魔女ではないが、それでも『戦の魔女王の血筋』だ。こんな調子の悪い『赤雷』でどうこうできる相手じゃない……。だが、ゴールまではもうすぐ。なんとか隙すきをつき、早希さんの魔力を解放して逃げ出すか？　この『赤雷』でまともに高速走行ができるとは思えないが、このまま『戦の魔女王の血筋』と対たい峙じしているよりかはいくらかマシだろう。

　僕の警けい戒かいとは裏腹に、『パンプキン・クライ』を操縦している、桃乃と呼ばれた方が口を開いた。

「私は森宮桃乃っ！　こっちはあたしのお姉ちゃんの柚羽ちゃんっ！　どっちも高校一年生っ！　よろしくねー！」

　逃げる機会をうかがいながら、慎重に言葉を選ぶ。

「えっと、僕たちに何か用か？　悪いが、先を急ぎたいんだけど」

　すると、柚羽と呼ばれたツインテールがとうとうと述べた。

「レースが終わった後、霜しも月つき駅のすぐ近くにある『エニグマ』という店に来なさい」

「……何？」

　聞き返すと、

「そんな警戒しなくても大丈夫よ。ただ話がしたいだけだから。いい？　ちゃんと来るのよ。そうじゃないとあなたたちが住んでる山の麓ふもとの家まで押しかけることになるから。それはお互たがい面めん倒どうでしょ？」

　まさかこの人、僕と早希さんが一いつ緒しよに住んでいることを知っているのか？

　それから二人はすぐさま『赤雷』から距離を取り、そのままゴールへ向かって行った。その後は他ほかのブルームと遭そう遇ぐうすることもなく、僕らもやや遅おくれて『関東城西鉄道杯』一次予選を突破することができた。

　ゴールリングを潜ってから二人の姿を探してみたけれど、近くには見当たらず、僕らは話し合った結果、彼女たちが話していた『エニグマ』という店に行ってみることにした。







『赤雷』はそのまま再び業者の人に手て渡わたしたので、僕らはバスに乗って霜月駅に向かった。その間ずっと、レース開始直前に早希さんが言っていた『次は私の番ですからね！　覚かく悟ごしておいてください！』という言葉が頭の中をぐるぐる回ってよからぬ期待に押おしつぶされそうだったけれど、車中での話題はもっぱらさっき会った『戦の魔女王の血筋』の二人に独どく占せんされてしまい、早希さんが僕にいたずらしてくれるようなことはなかった。このモヤモヤした気持ちを僕はどこにぶつければいいのだろうか。

　霜月駅でバスを降り、周囲をぐるりと散策すると、『エニグマ』と書かれた看板を掲かかげている店を見つけた。

　外装がボロボロの古めかしいビルで、一階から五階まではそれぞれ別々の店てん舗ぽが経営しているようだった。『エニグマ』はその地下にあるらしく、道路沿いからまっすぐ下へ伸びる階段が見下ろせるようになっている。

「暗いな……。それに、結構長い階段みたいだ」

「まぁ、とにかく降りてみましょうか。まさか突とつ然ぜん誘ゆう拐かいされたりはしないでしょうし」

「……でも、前『時の魔女王』に呼び出された時、かなり乱暴に連れていかれたじゃないか」

「え？　私は普通に呼ばれたから行っただけですけど……。進也さん、何かされたんですか？」

　体を動かないようにして無理やり車に詰つめ込まれて脅おどされながらあそこまで行きました……。

「そ、それはともかく……。ほんとに行くのか？」

「ここまで来て何言ってるんですか。あの二人が私たちをどうこうしようと考えていたのなら、こんな手の込んだことはしないはずです。それに他の『戦の魔女王の血筋』と一緒に行動していなかった点も気になります。おそらく仲間の方にも内ない緒しよで私たちと接触したかったんじゃないでしょうか。だからこそ他の者の目には触ふれないレース中を狙って話を持もち掛けてきた、そう考えるのが妥だ当とうではありませんか？」

「……まぁ、一理あるけど」

　相手の目的がわからない以上、できれば人気のないところで会いたくはないんだけど……。

「さぁ、行きますよ進也さん！」

「え？　あっ、ちょっと早希さん！」

　早希さんが先行して歩き出してしまったため、慌あわててその後を追いかけるように階段を下った。ヒンヤリとした空気が肌に触れると、ぶるっと体が震ふるえる。階段には電灯の類たぐいは一いつ切さい取り付けられておらず、歩みは自然と遅おそくなった。

「どうだ、早希さん。下は見えるか？」

「……う～ん。よくわかりませんねぇ」

　すると、階段を下っている途中、突とつ然ぜん真横に木製の扉とびらが出現した。その扉は、どこにも光源が見当たらないにもかかわらず、蛍けい光こう灯とうに照らされたようにオレンジ色に光っていて、普通の扉ではないことが容易に見て取れた。

「……扉？　魔ま法ほうか？　それとも魔具か？」

　カチャリ、と鍵かぎが開いた音がして、少しだけ扉に隙すき間まができた。

「入れ、ということでしょうか」

「だろうな。どうする？」

「もちろん、突とつ入にゆうあるのみです！」

　楽しそうだなぁ……。意外と冒ぼう険けん好きなのか？

　早希さんを先頭に扉の奥おくへ進むと、そこは一見したところ、こじゃれたバーのような部屋であった。ただし、酒が立ち並ぶカウンターの向こうに人の姿は見受けられず、ぐるりと見み渡わたしてみても客の姿も見えない。

　薄うす暗ぐらい間接照明に導かれるように、一歩ずつ前進し、辺りをうかがう。

「遅い」

　声がした方向、ちょうど歩いていた先の奥まった一角のソファー席に、僕らを呼び出した森宮姉妹が座っていた。

　僕らと目が合うと、柚羽さんはわざとらしく大きなため息を吐いた。

　短パンに、紫むらさきと白のボーダーが入ったオーバーニーソックス。ズボンから伸びたサスペンダーは何故だか肩にかけず太ももの方にだらりと垂れており、ツインテールの結び目には紫色の大きなリボンが付いている。

「はぁー。さっきのレースもだめだめだったし、どうやらあの噂うわさは本当のようね」

「あの噂？　なんのことだ？」

「『幸運の魔女』。あんたのパートナーの魔女のことでしょ。ったく……。せっかく有力候補が見つかったと思ったのに……」

『幸運の魔女』。それは、僕らが実力ではなく、運の力だけで『大如月祭』で優勝したとのたまう奴やつらが言い始めた侮ぶ蔑べつのこもった言葉だった。

「おい。君たちが呼んだからここまで来たんだぞ。なんだ、その態度は」

　早希さんが僕に、森宮妹が姉に、「まぁまぁ」と言ってなだめた。

「落ち着いてください進也さん。私たちは話を聞きに来たんでしょう？」

「そうだよ柚羽ちゃんっ。せっかくきてもらったのに失礼だよっ。ささっ、進也くん、早希ちゃん、そこに座って座ってー」

　まだ柚羽さんの態度が気に食わなかったけれど、言われるがまま二人の対面のソファーに腰こしかけた。

　ソファーに座るや否いなや、早希さんはスンスンと鼻を鳴らした。

「いい香かおりですね。桃ももの香りの香こう水すいですか？」

　桃乃さんはキャミソールに、淡あわい黄色をしたカーディガン。下はミニスカートに、赤と白のボーダーが入ったオーバーニーソックスを履はいていて、頭の上には大きな赤いリボンが付いている。

　桃乃さんは自じ慢まんげに笑って頭をかいた。

「えへへー。わかるー？　柚羽ちゃんにもらったんだー」

「いいですねー。姉妹きようだい仲なかが良くて。私にも姉がいるんですが、中々会えないんですよね」

「うーん。それは寂さびしいねー。でもそれだと、いざ会った時はいっぱいお喋しやべりができて楽しいかもっ」

「あっ。そうかもしれませんね」

　女子トークを垂れ流し始めた二人を横目に、周囲の様子を再度確かく認にんした。

　眼前の長方形の机の上に、柚羽さんの前にはコーヒーのカップがあり、桃乃さんの前には巨きよ大だいなパフェが半分ほど食べられた状態で置いてあった。どうやらここは一応店として営業しているらしい。

　柚羽さんはコーヒーを一口飲むと、一つ間を置いてから話し始めた。

「この空間は『シークレット・アンダーグラウンド』という魔具で構築された場所なの。事前に設置したいくつかの出入り口からしか入れず、所有者が入室を許可した者のみ、扉を認にん識しきし、潜ることができる。あ、でも安心しなさい。出る時は自由だから」

「……空間創造型の魔具なんてすごく貴重な物じゃないか。今まで一度も見たことがない……」

「でしょうね。だってこれ、『戦の魔女王』の私物を勝手に拝借してるんだから」

「……は？」

「私たちが『戦の魔女王の血筋』だということは知ってるわね？　で、私たちは『戦の魔女王』から、使わなくなった魔具の管理を任されてるの」

「管理を任されてるって……無断で使用して大丈夫なのか？　『戦の魔女王』っていったら、昔、大勢の人間を殺して回ったっていうあの魔女王だろ？」

「大丈夫よ。今は別の魔具と新人教育にご執しゆう心しんだし、普ふ段だんからいろいろずさんな人なの。一つや二つ借りたところでバレやしないわ。昔ほど血の気も多くないしね。……まぁ、それでも、未いまだにその力までは衰おとろえちゃいないけど」

『時の魔女王』と違ちがって、『戦の魔女王』は自分の身内に素す顔がおを明かしているのか？　それともこの森宮姉妹が特別なのか？

　柚羽さんは視線を下げ、何か思おもい悩なやむような素振りを見せた。

　こちらで真ま面じ目めな話をしている間、となりで桃乃さんと早希さんがパフェを囲んで楽しそうに女子トークを膨ふくらませている。

「ほらっ、早希ちゃんも注文してみなよっ！」

「えぇーいいんですかー？」

「いいよいいよっ！　今教えたやり方で、ほらっ！」

「じゃ、じゃあさっそく……」

　早希さんはピシッと片手を上げると、誰もいないカウンターに向かって声を伸ばした。

「すいませーん。私にもパフェくださーい」

　チリンチリンと鈴すずの音が鳴ったかと思うと、カチャカチャとカウンター奥の厨ちゆう房ぼうから音が聞こえてきて、そこから円形のトレイに乗ったパフェがひとりでにふわふわと浮かんで近寄ってきた。

「うわー、すごい！　ほんとに浮いてます！」

「でしょーっ？　でしょーっ？」

「これ、お金とか払はらわなくて大丈夫なんですか？」

「大丈夫！　ぜーんぶ魔法でできてるから問題なし！　……まぁ、外に出た瞬間、胃の中から消えちゃって急にお腹なかが空いてくるんだけどね……」

「それってもしかして……いくら食べても太らないってことじゃないですか!?」

「ふっふっふ。よく気付いたね、早希ちゃん。そうだよ、その通りだよ！」

「すごいっ！　まさに夢の空間です！」

「さぁ、食べよ食べよー」

「いただきまーす！」

　意気投合してるなぁ、この二人……。なんかちょっと寂しいんですけど……。

　僕と同じような心境なのか、対面に座る柚羽さんもチラチラと二人の様子をうかがっている。僕と目が合うと、はっとしたようにこちらへ向き直った。

「ゴ、ゴホン。とにかく話を続けましょう」

「あ、あぁ、そうだな」

　柚羽さんは口調を改め、

「先に確かく認にんさせてほしいんだけど、あんたのパートナー、東雲しののめ早希は『時の魔女王の血筋』で間ま違ちがいないわね？」

　ここまで確信を持って質問してくるということは、きっとこちらのことを調べ上げているのだろう。ならばここはむやみに嘘うそはつかない方がいい。

「あぁ、そうだ。だけど『戦の魔女王の血筋』である柚羽さんたちに呼ばれる理由は正直見当もつかない」

　柚羽さんは「そうでしょうね」と頷うなずくと、

「私たちは今、『戦いくさの魔ま女じよ王の血筋』として動いているわけではないの。むしろ、ここでこうやってあんたたちと話していることは、『戦の魔女王』に対する直接的な不利益に繋つながっている。でも、私たちはそうするしかない。それしか、もう方法が残っていないの」

「……話が見えない。何を言っているんだ？」

　柚羽さんは、両手でドンと机を叩き、前ぜん傾けい姿勢になって言葉を繋げた。

「あんたたちに、魔女王を殺す手伝いをしてほしいの」

　魔女王を……殺す？

　面食らった僕の代わりに、それまでのおどけた雰ふん囲い気きを一いつ蹴しゆうして早希さんが割り込んできた。

「その話、もう少し順序立てて教えてもらえますか？」

　冷静な言こと葉ば遣づかいではあるが、顔からは笑えみが消えている。

　柚羽さんは頷き、ソファーに座すわり直した。

「私たちは、いえ、正確には、私の妹、桃乃は今出場している『関東城西鉄道杯はい』で好成績をおさめなければ、望まない相手と無理やり結けつ婚こんさせられてしまうの……」

「……結婚？　それは『戦の魔女王』の命令なんですか？」

「そうよ」

「……どうしてまた、そんなことを……」

「知ってる？　魔女の娘むすめが魔女として生まれる可能性は五〇パーセント以下。だけど、魔女王の血を受うけ継つぎ、女として生まれた者は、必ず強力な魔法を使える魔女になるの。私もその一人。だけど例外的に、その女が双子だった場合は、どちらか一人が必ずただの人間として生まれてしまう。今の桃乃のように、ね」

　柚羽さんは、伏ふし目めがちになった桃乃さんを一いち瞥べつして言葉を繋げた。

「『戦の魔女王』は典型的な魔女至上主義者で、自分の血を受け継ぎ、魔法が発現するはずの女として生まれながら、一いつ切さい魔法が使用できない桃乃を疎うとましく思っている。だからこそ、少しでも早く桃乃に新たな魔女を産ませたがっているの。桃乃自身は魔法が使えないけれど、桃乃の体に『戦の魔女王』の血が流れていることは事実だからね。桃乃が女さえ産めば、その子は当然、魔女になる。……もっとわかりやすく説明すると、『戦の魔女王』は桃乃を……魔女を産むための人材程度にしか考えていないのよ」

「なんてひどい……」

　桃乃さんはぎこちない笑え顔がおを作って、どこか遠えん慮りよした様子で口を挟んだ。

「で、でもね、柚羽ちゃん。何も殺すだなんて物ぶつ騒そうなこと言わなくても……」

「何言ってるのよ、桃乃！　あんた自分が何されるかわかってんの!?　どこの誰かも知らない相手の子供を産めって言われてるのよ!?　私たちは『戦いくさの魔女王の血筋』として生まれたけれど、何でも言うことを聞く人形なんかじゃない！」

「……う、うん。ごめん……」

　柚羽さんは、興奮冷めやらぬ様子で語った。

「私たちはなんとかして『全能水晶杯』で優勝し、『魔女王六星』を一人残らず抹まつ殺さつしたい。けれど……私たちにそこまでの力はない。そもそも今出場している『関東城西鉄道杯』でだって、どこまで勝ち残れるかわからない……。だからこそ協力者が必要なの。『戦の魔女王』の息がかかっていなくて、強力な魔法が使用でき、尚なお且かつ、私たちと意志を同じくする協力者が。東雲早希、あんたは何かの罰ばつで東雲家を追放され、孤こ立りつ無む援えんの生活を送っていた。でも、そっちの明日葉進也と手を組み、『大如月祭』で優勝した。さっきは『幸運の魔女』だなんて言ったけれど、東雲早希の使える魔法はおそらく、一定距離内にいる者の時間を加速、減速させる魔法、そうでしょ？」

　おそらく、『大如月祭』での僕たちの行動を分ぶん析せきしたのだろう。『三秒視』を使用し、僕が回避行動を起こした場面を、時間を加速させたと考え、『大如月祭』の最後、『三秒視』に耐たい性せいのない者に対してワンテンポの遅れを生じさせるというデメリットを利用した攻撃を減速だと考えたのだ。

　柚羽さんは、実際には早希さんの魔法が『三メートル以内の他人に三秒先の未来を見せる』という脆弱な魔法だと認識していない。『時の魔女王の血筋』というだけで、早希さんの魔法を過大評価した結果、他人の時間を操れる強力な魔法だと思い込んだんだ。

　しかし、ここで事実を言うわけにはいかない。僕たちに利用価値がないと知られれば、口くち封ふうじのために何をされるかわかったものじゃないからだ。運がいいことに、柚羽さんは早希さんがどうして東雲家を追放されたのかまでは知らないらしい。

　柚羽さんが、早希さんの手を力強く掴つかんだ。

「私がここまで話したのは、少しでもこちらを信しん頼らいしてほしかったからよ。だからお願い、力を貸して！　うまくいけばあんたも、魔女王の呪じゆ縛ばくから逃れられるかもしれない！」

　早希さんは、じっと柚羽さんの目を見ていた。きっと、自分と似たような境きよう遇ぐうの人に出会って心が揺ゆれ動うごいているのだろう。

　しかし、しばらくしてから、早希さんはきっぱりと返答した。

「魔女王を殺すという柚羽さんの考えには賛同できません」

「……なっ!?　ど、どうして!?」

「私も、柚羽さんたちと同じように、魔女王に対して思うところはあります。けれど、私の目的は『魔女王六星』の殺害ではなく、あくまで無力化です。故意に命を奪うばって勝ち取る未来に、価値なんてありません」

　早希さんの言葉を聞いた柚羽さんは、一瞬泣き出だしそうな顔をした後、力なく前のめりに項うな垂だれた。

「呆れた……。まさか、あの『時の魔女王の血筋』がこんな腑ふ抜ぬけだっただなんて……。もういいわ。そっちの役立たずのドライバーと一緒に、今すぐここから出て行ってちょうだい……」

「柚羽さん、あなたが私たちの願い、つまり、『魔女王六星』の無力化に協力することはできませんか？」

「ありえない！　魔女王は全員殺すべきよ！　いいからさっさとここから消えて！」

　早希さんは押し黙だまり、軽く一礼すると、足早に僕たちが入ってきた扉の方へ歩き出した。その背中を追って、僕もこの空間を後にした。







　長い階段を上がり、『エニグマ』と書かれた看板の真下に到とう着ちやくすると、外はすっかり暗くなっていた。

　結構長い時間中にいたんだなぁ、なんて考えていると、後方からトコトコと人が追いかけて来る足音が聞こえたので、そちらを見やると、桃乃さんが息を切らしてやってきた。

「あれ？　どうかしたのか？」

「はぁ、はぁ……。あ、あのっ！　さっきは……柚羽ちゃんがひどいこと言ってごめんなさい！　で、でも、柚羽ちゃんは普段は優やさしくて、穏やかで、それでそれで……」

「大丈夫。僕も早希さんも、君たちの気持ちは痛いほどよくわかるから」

　絶対的な権力の象しよう徴ちよう、『魔女王六星』。その呪縛に立ち向かうことがどれだけ勇気のいることか、僕たちは嫌いやというほど知っている。そして今も、その呪縛にとらわれたまま、もがき続けている。

「それと安心してくれ。『全能水晶杯』で優勝して願いを叶かなえるのは僕たちだ」

「……え？」

「だから、君のお姉さんを人殺しになんてさせたりしない」

　見てればわかる。柚羽さんが『魔女王六星』を殺すという話をした時から、桃乃さんは明らかに乗り気ではなかった。

　だが、それはあたりまえだ。自分のために家族が人殺しになることを喜ぶ人間がどこにいる。

　桃乃さんはきょとんとして瞬まばたきをすると、安心したように笑みを浮うかべた。

「……あぁ。うん。そっか。あたしの考えてること、バレちゃった？」

「バレバレだ。早希さんだってそう思ったからこそ、柚羽さんの申し出を断ったんだ。だけど、桃乃さんが無理やり結婚させられるのはどうにかしないとな。一応、これからいろいろ打つ手がないか考えて――」

「ううん。それは大丈夫。気にしないでいいよ」

「でも……」

「こっちはこっちでなんとかするからさ、二人は、二人が一番にやらなきゃいけないことに全力をそそいでほしいの」

「……わかった。でも、覚えておいてくれ。僕たちはいつでも君たちの力になる」

「うんっ！　ありがとうっ！」

　となりにいた早希さんが、ぼそりと小さな声でたずねた。

「あの、桃乃さん。ちょっと聞いてみたいことがあったんですが、いいですか？」

「ん？　どうしたのー？」

「……『戦の魔女王の血筋』に生まれた魔女の中で、極きよく端たんに弱い魔法しか使えない魔女はいますか？」

「んー？　魔女の中で？　あたしは魔法が使えないけど魔女でもないしなー。うーん……。たぶん、いないと思うよ？　魔法が使える人はみんな、強力な魔法が使えるもん」

「そうですか……。教えていただいてありがとうございます」

　森宮姉妹は双子として生まれたがゆえに、一方が魔法を使えない人間となった。しかし、早希さんは双子でないにもかかわらず、『三秒視』という極端に弱い魔法しか使えない。そこに確固たる理由があるのか、はたまた偶ぐう然ぜんなのか、僕たちにはどうしても答えが出せなかった。

　冷たい夜風を避さけるように、踵きびすを返す。

「じゃあね、桃乃さん。柚羽さんによろしく」

「あっ、待って！」

「……え？」

　背中を押されるような衝しよう撃げきを感じ、意図せず一歩前に踏ふみ出した。体が縛しばられたように言うことを聞かなかったため、首だけを後ろにして背後を確認する。

　すると、僕の背中に胸を押し付つけ、がっちりと抱だきついている桃乃さんと目が合った。

「え？　えっと、これは……」

「えへへー。おまじない。こうやってぎゅうってするとね、体が温かくなって元気が出るの！　柚羽ちゃんのこと、気にしてくれたお礼だよっ！」

「い、いや……でも……」

　となりで早希さんが見てる！　となりで早希さんが見てる！

「早希ちゃんにも後でやってあげるねっ！」

「あ、結構です」

　ちょっと半ギレじゃないですか……。

　その後、桃乃さんの抱きつき攻こう撃げきをどうにか振りほどき、僕らはようやく帰路についた。

　二人きりになったところで、横を歩きながら早希さんが、

「進也さん、嬉うれしそうでしたね」

「……ま、まさか」

「そうですか？　とても素す晴ばらしい笑顔でしたよ？」

「……そ、そんなはずは」

「……あれ？　ちょっと待ってください」

「はい？」

　早希さんが、僕の服に向かってスンスンと鼻を鳴らしている。

「早希さん？」

「……むー」

　早希さんはそれっきり一言も話さなくなって、ずっと不ふ機き嫌げんそうに頬ほおを膨らませているだけだった。







第三章『二人の距きよ離りは付かず離はなれず？』







　僕らが住んでいる家の裏山。修理された『赤せき雷らい』の慣らし運転と訓練をかねて、木々の間を走はしり抜ぬける。

　ハンドルを可動域一いつ杯ぱいまで傾かたむけ、それを左右交こう互ごに、わざと機体に負担がかかるようにやや乱暴に行う。それでも『赤雷』はこちらの指示通り、問題なく走行を続けた。

　よし。いい調子だな。ハンドルの問題点も改善されているようだし、少々荒あらっぽい運転をしても不具合が出ない。

　アクセルとブレーキを交互に踏み込み、急な加速、減速にも対応できるかどうか確認する。

　これも大丈夫だ。あとは……。

「……あれ？」

『赤雷』の出力が徐じよ々じよに落ち始め、速度が思うように上がらない。

「まだどこかおかしいのか？　……ん？」

　運転席に取り付けられた計器に目を落とすと、機体内魔ま力りよく残量が極端に少なくなっていた。

「あれ？　早さ希きさん？　ちゃんと魔力供給してくれてるか？」

「……はい？」

　こちらの声が聞こえ辛づらかったのか、早希さんは眉まゆをひそめた。

「いや、だから、魔力供給。機体内魔力残量の数値が思わしくないんだけど……」

「あぁ、すいません。ちょっとぼぅっとしてて……」

　早希さんが魔力供給水すい晶しようでできた手すりを握にぎりなおすと、機体内魔力残量がグングンと上じよう昇しようした。

　どうしたんだろう、早希さん。最近、ずっと本調子じゃなさそうだけど……。

　早希さんが、何かを思いついたようにぱっと表情を明るくして、僕の方にぐいっと顔を寄せてきた。

「この後、久しぶりに二人でどこか遊びに行きませんか？」

「遊びに？」

「はい。知ってますか？　丸まる井い駅のすぐそばに新しくスイーツ専門店ができたんです。この前パフェを食べ逃のがしてしまったので、できれば一緒に行ってほしいなぁ、なんて……」

　早希さんと二人でスイーツデート！　これは何としても行きたい！

　行きたい……けど。

「……あぁー、悪い。実はこれからちょっと用事があって……。だからパフェはまた今度食べに行こう」

　それまでにこやかにしていた早希さんの表情が曇くもり、どんどん険しい顔つきに変わっていった。

「……用事？」

「えっと……まぁ、野や暮ぼ用ようだよ」

「……まさか桃もも乃のさんと会ったりしませんよね？」

「桃乃さん？　いや、そんな予定はないけど……」

「そうですか？　この前随ずい分ぶん仲良さそうにしてたじゃないですか」

「してないって、別に。ほんとにちょっとした用事に行くだけだから。夜には帰ってくるし」

「それ、私も同行してもいいですか？」

「いや、だめだって……。一人で来るよう言われてるんだから」

「一人で来るよう言われてる？　やっぱり桃乃さんと会う気ですか？」

「だからなんでそうなるんだよ……」

「だったら誰だれと会うんですか？」

「それは……秘密だよ。秘密」

「……むー。怪あやしいです、進しん也やさん。やっぱり私も連れてってください」

「だめだってば……」

　本当はこのあと僕が誰と会うのか、誰と会わなくてはいけないのか、つらつらとよどみなく全すべてを話してしまいたかったが、そんなことをすれば早希さんまで巻き込んでしまうかもしれない。それだけはなんとしても回かい避ひしなければいけないのだ。







『赤雷』の慣らし運転を終え、早希さんの制止を振ふり切きり、僕はなんとか目的の場所、『時の塔とう』の真下までやってきた。

　途と中ちゆうからここまで車を運転してくれたメイドさんがペコリと頭を下げる。

「わざわざこんなところまですいません。早希お嬢じよう様さまには気付かれませんでしたか？」

　コンビニの袋ふくろを手にさげ、苦く笑しようする。

「気付かれてないとは思いますけど、代わりに変な疑いをかけられて困ってます……」

「申し訳ありません。何分、魔女王様より、ご内密に進也さんを連れてくるように言われておりまして……。てっきり断られると思ってたんですが、来てくれて安心しました」

　だってこれで断ったら前みたいに誘ゆう拐かいされかねないじゃないですか……。

　車の後部座席の扉が開き、ここまで何故なぜか一緒に乗車していた早はや音ねさんが降りてきた。

「あっはっは。さては進也くん、また私に魔法をかけて誘拐されると思ってビクビクしてたなー」

「……いや、実際一度誘拐されましたし……」

「私はそんな無法者じゃないよ。きちんと相手のことを慮おもんぱかれる人なのさ」

「というか、早音さんはお忙いそがしいんじゃないですか？　こんなところにいていいんですか？」

「おやおや、私の心配をしてくれるなんて、進也くんもここ数日で随分大人になってきたじゃないか。さては早希と何かあったのかな？」

　だめだ。この人と真面目に話してると疲つかれてくる……。

「まぁでも、進也くんが心配してくれた通り、私は忙しい身の上だからね。ここらでお暇いとまさせてもらうよ。車の中での進也くんとのお喋り、それなりに楽しかったよ」

　ほとんどあなたが一方的に喋ってただけじゃないですか……。

「……はぁ、どうも」

「……それで最後に質問なんだけど……。早希の奴、私のこと、何か話したりしてなかったかい？」

「いえ、全然」

「…………あぁ、そう」

　早音さんは残念そうに短い溜ため息いきを吐ついた。それがまるで、早希さんのことを本気で心配している母親のように見えて、僕ぼくは少し腹が立った。

「……早音さんは、早希さんじゃなくて、東雲しののめ家の未来を選んだんでしょう？　今さらどうして早希さんのことを気にするんですか？」

「んー……。手厳しいね。……まぁ、あの子の母親としてはね、いろいろ思うところがあるのさ。そりゃもう、子供にはわからない、大人の事情って奴がさ」

「娘を犠ぎ牲せいにして、『時の魔女王』の権けん威いを持続させ、東雲家を守ることがそんなに大切なんですか？　早希さんを切り捨てる以外に、何か手はなかったんですか？」

「……うーん。はは。困ったな」

　となりに立っていたメイドさんが「進也さん、それくらいで」と苦言を呈ていしたので、僕は早音さんから目を逸そらした。

　一族を守るために一人を犠牲にすることは、大局を見れば正しいことなのかもしれない。けれど、僕にはそれがどうしても許せなかった。

　メイドさんが扉の前に立つが、いくら待っても前回来た時のように扉が自動で開くことはなかった。どうやら扉の不調のようで、メイドさんも困って首を傾かしげている。

「……はぁ、またですか。この扉、顔認にん証しようで開くはずなんですが、最近調子が悪くてこの通りです」

　メイドさんはそうぼやきながら、扉の横にある小さな溝みぞに指を入れた。すると、中にスイッチのようなものがあるのか、ガコン、と何かの装置が作動する音がして、ゆっくりと扉が開き始めた。

「進也さんはこの先お一人でお願いします。私は早音様を次の仕事先まで車で送っていかねばなりません。『時の魔女王』のお部屋の前にメイドがいますので、その者の案内に従ってください。本来ならば出で迎むかえに来させたかったのですが、何分人手不足ですので、申し訳ございません」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶですよ。道はだいたい覚えてるので一人で行けます」

「そうですか、ではお願いします」

　メイドさんが会え釈しやくをして車の運転席に乗り込むと、早音さんがひらひらと手を振った。

「じゃあね、幸運を祈いのるよ」

　やっぱり僕はどうしても、早音さんのことを好きになれそうにない。







　前回と同じく、監かん獄ごくのような暗がりを歩き、階段を嫌というほどのぼると、高級感のある絨じゆう毯たんが敷しかれている廊ろう下かに出た。それから両側に揺れる燭しよく台だいの明かりの中を進み、この前早希さんと一いつ緒しよに入った分厚い扉に到着した。

「たしか、ここだったよな……。あれ？　でも、メイドさんが待ってるって言ってなかったっけ？」

　辺りを見渡してみるが、それらしい人ひと影かげはない。代わりに、分厚い扉の前にメモが置かれているのを発見した。

『奥の青い扉よりお入りください』

　青い扉？

　手て探さぐりに、メモに書いてある青い扉とやらを探しに、廊下の奥へ進む。そのまま歩き続けると、次し第だいに廊下を照らしてくれていた燭台の数も減り始め、辺りは薄うす暗くら闇やみに包まれた。

　視界が悪いので壁かべに手を当てて慎しん重ちように足を運ぶ。すると、不意に壁がなくなり、曲がり角が現れた。その奥を覗のぞくと、突つき当あたりに二つの燭台に挟はさまれた青い扉とびらを発見した。

「ここか……。『時の魔ま女じよ王』はこの中にいるってことか？」

　青い扉を開き、恐おそる恐る中を確認する。埃ほこりっぽい乾かん燥そうした空気が鼻をつき、顔をしかめた。人の気配はないが、室内に点在する燭台にはきちんと火が灯ともっている。

　もしかしてこの燭台も魔具の一種なのか？　人の気配を感知したら火がつくとかそんな感じの。

　そこはどうやら物置のようで、統一性のない様々な物が、左右にわかれるようにびっしりと置かれていた。西洋の甲かつ冑ちゆう、クマの置物、鍵のかかった分厚い本、動物の毛、古びた杖つえ、銀のバングル。

　その中で、燭台の火がチラチラと反射していた銀のバングルを持ち上げ、それに結ばれていたメモ書きに目を通した。

【『インビジブル・バングル』　装着した者の姿を完全に不可視化する】

　不可視化？　見えなくするってことか？　……だめだ。危険な使い道以外思いつかない。

　もしかしてここに置いてあるもの、全部魔具なのか？　そう言えば柚ゆず羽はさんも『戦の魔女王』の魔具を無断で使ってたっけ……。魔女王っていうのはみんな魔具の扱あつかいがぞんざいなのか？

　手に取ったバングルを元の場所に戻もどし、他ほかの魔具に付いているメモ書きも読み進めながら歩を進めた。

　しばらく歩いて視界の先、山のように積まれた魔具と魔具の間に扉が見えてきた。扉のわずかな隙すき間まから光が差し込んでいて、近付くと何かの音が聞こえてくる。

　ここはなんだ？　まさかモンスターが飛び出してきたりはしないよな……。

　中の気配をうかがいながら、扉を押おし開ひらく。それまで暗がりにいた分、視界一杯に差し込む光に思わず目を背そむけた。

　そして、耳に飛び込んできたのは、緊きん張ちよう感など微み塵じんもない幼い少女の声だった。

「おぉー、いいところに来たのぉ。ちょっとそこのティッシュを取ってくれんか？」

　部屋の中には古いゲーム機が置いてあり、奥おくにそびえる大型テレビに繋つながっている。画面には、僕が今まで散々やりこんできたゲーム、『ストリートキング２』が映し出されていた。

　状じよう況きようを理解する暇ひまもなく、もう一度少女の声が催さい促そくする。

「おーい。聞こえとるのかー？　そこのティッシュじゃ、ティッシュ。鼻が垂れそうで困っておるんじゃ」

　眼下に見えるは、水玉模様のパジャマに身を包つつんだ『時の魔女王』の姿だった。ゴロンと横に寝ね転ころがりながらゲームのコントローラーを握りしめ、テレビ画面から目を離そうともしない。

「それにしてもあの人間の小こ僧ぞう、随ずい分ぶん遅おそいのぉ。もう待ちくたびれたぞ」

　まさかこの人……僕をメイドさんと勘かん違ちがいしているんじゃ……。

「むむっ。早くティッシュをよこさんか。もう鼻が垂れる」

　さすがに鼻を垂らす魔女王の姿を見るのは忍しのびなかったので、仕方なくティッシュを探した。だが、部屋中に漫まん画がやぬいぐるみが散乱していて、ティッシュを見つけるのにも一苦労だった。

　ようやくぬいぐるみの山から発見したティッシュの箱を抱かかえ、それを魔女王に手て渡わたす。

　魔女王は、「ん」と顔を少しだけこちらに向けると、「ティッシュ」とぶっきらぼうに言った。

　メイドさんの仕事って大変なんだなぁ、なんて考えつつ、ティッシュを一枚抜き取とり、それを魔女王の鼻にあてがった。魔女王はこちらを一いち瞥べつもせずに、チーンと鼻をかむと、そのままグデンと溶とけるように床ゆかに寝ねそべって足をパタパタとさせた。

「むー。まだ来んのかー？　このままではまた全クリしてしまうぞ……。ふふふ。もしかしたらあやつ、今いま頃ごろ車の中でぶるぶる震ふるえておるのかもしれんな。なんたってわしに直々に呼び出されたのだからな。何をされるか恐ろしくてたまらんじゃろうなぁ」

　あなたのどこを怖こわがれというんですか……。

　というか、これ、すごく名乗り辛いんですけど……。

「おい。ちと疲れた。膝ひざを貸せ」

　……はい？

　魔女王はゲームをしながら、芋いも虫むしのようにもぞもぞと器用に近寄ってくると、僕の膝の上にちょこんと小さな頭を横たえた。

「む？　なんじゃ？　お前随分足がかたくなったのぉ。まぁこっちの方が寝やすくてよいわ」

　誰か……助けて！

　カチャ、と扉の開く音がすると、メイドさんが「あらまぁ」といった具合でこちらを見つめていた。この状況をどうにかしてほしくて乞こうようにメイドさんを手招きする。

　メイドさんは人差し指を自分の唇くちびるに当て、しぃー、というジャスチャーをすると、ごそごそとポケットからケータイを取り出し、

　パシャ。パシャ。パシャ。

　撮とるな！

　パシャシャシャシャシャシャ。

　連写機能を使うな！

　メイドさんは一ひと頻しきり写真を撮り終えると、満足したように頷き、改めて進言した。

「魔女王様、進也さんが近くに来られました」

「む？　そうか。今どこじゃ？　謁えつ見けんの間には通しておるのか？」

「いえ、今魔女王様が枕まくらにしておられます」

「なるほどのぉ。わしが今枕にして……は？」

　ひょいっと顔を上げた魔女王と目が合うと、

「ぬわわわわわわわわっ！　お、お、お前、わしの部屋で何しとるんじゃ！」

「……すいません。ここに来るようにメモ書きがしてあったので……」

「なっ、なんじゃと？！　おい、これはどうなっとるんじゃ！」

　メイドさんはクスクスと笑って、

「申し訳ありません。おもしろいかなって」

「おぉぉぉぉ!?　お前正しよう真しん正しよう銘めいの阿あ呆ほうなのか!?　何楽しそうに笑っとるんじゃ！」

「まぁ、ご冗じよう談だんを」

「……なんじゃ？　言葉すら通じとらんのかお前は？　どうしてうちのメイドはこう阿呆ばかりが寄り集まっとるんじゃ！」

「それも全て、魔女王様の人徳のなせる業わざかと」

「よぉし！　表へ出ろ！　お前の性しよう根ねを叩たたきなおしてやるわい！」

　その後ひと悶もん着ちやくあり、魔女王はどうにか怒いかりを鎮しずめた。

　メイドさんは扉の外で待機しているように命じられ、またこの部屋には僕と魔女王の二人だけになった。

　それにしてもこの人、早音さんと違ちがって全然魔法を使わないんだな……。性格的にバンバン使いそうだけど……。

　魔女王は「ったく。どいつもこいつも」とぶつくさ文句を垂れながら、ゲームのポーズを解除すると、再び遊び始めてしまった。

　どうすればいいのか戸と惑まどっていると、魔女王がテレビ画面に目を向けたまま、おもむろに口を開いた。

「ここまでご苦労じゃった」

「い、いえ……。あの……この前食べてたメロンパン持ってきましたよ。食べますか？」

「情けをかけるな……。余計に辛つらくなる……。じゃがメロンパンはテーブルの上に置いておけ」

　言われた通りにすると魔女王は、

「うむ。とりあえず服を脱ぬげ」

「……はい？」

「いいから、さっさと上の服だけ脱いで背中を見せろ」

　いまいち腑ふに落ちなかったが、下手に魔女王をイライラさせると後が面めん倒どうくさそうなので仕方なく従った。

「……あのぉ、それでどうしたら？」

　魔女王が、バチン、と僕の背中を思い切り叩くと、痛みと共に、腰こしの辺りにもぞもぞとうごめくような違い和わ感かんを覚えた。

「いたた……。急に何を……？　は？」

　体を捻ひねり、違和感を覚えた腰の辺りを覗き込むと、拳こぶし大だいの巨きよ大だいな眼球がギョロギョロと絶え間なく視線を動かしていて、僕と目が合うや否いなや、驚おどろいたようにこちらを二度見した。そのままじぃっと見つめ合っていると、眼球の瞼まぶたが徐々に閉じ始めて、最終的にはポトリと床に落ちて動かなくなった。

　魔女王はそれを拾い上げると、ポイッと部屋の隅すみっこを独どく占せんしていたぬいぐるみの山に投げ込んだ。

「い、いやいやいや！　なんですかあれ！」

「大声を出すな、鬱うつ陶とうしい。あれは『パラサイト・シェア・アイ』という、わしが作った魔具じゃ。人体に寄生し、その間宿主が見聞きした事を全てわしに伝えるように設計しておる」

「……は!?　そんなものいつの間に!?」

「この前お前がここに来た時仕込んでおいた」

　この前来た時!?　そう言えば、帰かえり際、後ろから何かを投げつけられたような覚えが……。

「横暴だ！　こんなプライバシーの侵しん害がいが許されるわけない！」

「お前も阿呆じゃな。誰が許さんというんじゃ、このわしに。警察か？　軍隊か？　おい、忘れるなよ。わしは『魔女王六星』が一人、『時の魔女王』じゃ。わしらこそが、この世界の頂点なのじゃ」

　そんなことゲームしながら言われても……。

　魔女王の言葉は理り不ふ尽じんではあったが、紛まぎれもない事実だった。たとえ魔女王が人を殺したとしても、それを裁ける者などこの世に存在しない。

「……そんなもの僕に仕込んで、何が目的なんですか？」

「決まっておるじゃろう、監かん視しじゃ。お前らが変なことをしでかさんか探さぐっておったのじゃ」

　僕に『パラサイト・シェア・アイ』が取り付けられたのはここ一か月くらいか……。その間に僕を呼び出すようなことが起きたということか？　心当たりがあるとすれば……。

「お前ら、『戦の魔女王の血筋』と接せつ触しよくしおったな」

　やはり、その話か……。

「……はい。たしかに会って話をしました。だけど柚羽さんが持もち掛かけてきた話なら断りましたよ？」

　魔女王は僕の言葉には返答せず、代わりに「ほれ」と２Ｐのコントローラーを差し出してきた。

「お前もこのゲームが得意であろう？　ちょっと付き合え」

「……は、はぁ」

　魔女王は特に強くもなく、かといって弱いわけでもなく、まるでこちらの力量を探るようなプレイスタイルだった。そんな相手を徹てつ底てい的てきに追い込むのも気が引けたので、僕もそれなりに程ほど々ほどのプレイで返した。

　魔女王がコントローラーを操作しながらぼそりとたずねる。

「それで、どうして断った？」

「……見てたんですよね？　じゃあ、知ってるはずでは？」

「話の腰を折るな。いいから答えろ」

「……。柚羽さんを人殺しにする手伝いはできない。だから断りました」

「……ふむ。実に甘あまい考え方じゃ。本気で自分たちの願いを叶えたいのならば、ここは協力するフリをして、利用できるだけ利用すればいいものを。会ったばかりの他人の心配などする阿呆がどこにおる」

「……す、すいません」

「……しかしまぁ……そういう阿呆な考え方も、たまにはいいかもしれんな」

　ん？　どういう意味だ？

　魔女王はテレビ画面から目を逸らさずに、

「かつて、わしの知り合いにもそういう阿呆な人がおった。自分のことよりも他人のことを優先し、他人のことよりも自分の恋こい人びとのことを優先する。そういう自分勝手な人じゃった。お前はその人によく似ておる」

　かつての知り合い？　恋人？　まさか、『創造の魔女王』のことか？

「結局、その人が何を考えておったのか、わしは最後までわからんままじゃった……」

　魔女王はコントローラーを床に置くと、じっとこちらに視線を向けた。

「お前は早希が好きか？　愛しておるか？」

「……なっ!?」

「嘘うそ偽いつわりなく、わしの目を見て答えろ」

「……そりゃあ、もちろん」

「では聞く。愛とはなんじゃ？　何故、お前は早希のために動こうとするんじゃ？　あの人は……『創造の魔女王』はどうして、愛のためにわしらを捨てたんじゃ？」

　もしかしたら『時の魔女王』にとって、『創造の魔女王』は特別な存在だったのかもしれない。

　魔女王は、今まで見せたことのない、すがるような目をしていた。

「……僕には、愛とか、『創造の魔女王』の考えだとか、そういうことは全くわかりません」

『創造の魔女王』の心境を知れないとわかった『時の魔女王』は、落らく胆たんしたようにため息を吐いた。

「そうか……」

「……だけど、僕はこれからも早希さんと一緒にいたい。早希さんに叶えたいという願いがあるのなら、全力で力になりたい。そう、思います」

「そんなことをして何になる？　早希の願いを叶えたところで、お前には何の見返りもないであろう？」

「……そうですね。たしかに早希さんの願いを叶えたところで、僕が何か得をするわけではありません。だけど……早希さんが笑ってくれるなら、それで十分なんです」

　魔女王は少しの間何か言いたげに口を動かしたあと、「ふむ……」と一言だけ漏もらして、パチリとゲームの電源をオフにした。それから二回手を叩くと、扉からメイドさんが入ってきて、

「話は終わった。送ってやれ」

「はい。かしこまりました」

『時の魔女王』がどんな答えを期待していたのかは知る由よしもない。だけど去り際ぎわ、魔女王は、「じゃあのぉ、明日あした葉ば進也」と、初めて僕の名前を呼んだ。







　車の運転をしていたメイドさんに急な仕事が入ったということで、僕は都心に近い場所にある丸井駅の前で降ろされた。

「本当にすいません、進也さん……」

「いえ、大丈夫ですよ。ここからは電車で帰りますから」

　メイドさんは何度も平ひら謝あやまりをして、そのまま車で去って行った。

　さて、これからどうしよう。早希さんが家で待ってると思うし、早めに帰った方がいいか。

「進也くーんっ！　おーいっ！」

　声がした方向に視線を移すと、こちらに向かってブンブンと両手を振る桃乃さんの姿があった。

「あれ？　桃乃さん？　こんなところでどうしたんだ？」

　桃乃さんはじゃれついてくる犬のように駆かけ寄よってくると、

「いやー、実はねー、最近この辺りにスイーツのお店ができたって聞いてねー、柚羽ちゃんと一緒に行こうってなったんだけどー、柚羽ちゃんとはぐれちゃって困ってるのっ！」

　すごい。全然困ってる風に見えない……。

「……ケータイとか持ってないのか？」

「ないっ！　……それで？　進也くんはここで何してるの？　早希ちゃんとデート？」

　そう言えば早希さんもスイーツ専門店がどうのって言ってたな……。

「違う。今、ちょっとした用事を済ませたところで、これから電車に乗って帰るところだ」

　桃乃さんは、「あはっ」と目を輝かがやかせて両手を合わせた。

「だったらあたしと一緒にスイーツ食べに行こうよっ！　きっとその店にいれば柚羽ちゃんとも合流できると思うしっ！」

「いや、それはちょっと……」

　そんなことしたら早希さんの機き嫌げんがますます悪くなりそうだし……。

「えぇー、ダメなのー？」

「あぁ。悪いけど、その店にはいつか早希さんと一緒に行く約束をしてるんだ」

　桃乃さんの声のトーンが若じやつ干かん低くなったような気がした。

「……へぇー。でも大丈夫？　あの店ってたしか、注文するのすっごく難しいんだよ？」

「……何？」

「えっとねー。たしか、ケーキとか、パフェとか、何から何まで細かく注文できるようになってるの。昔一度だけ同じ系列のお店に行ったことがあるんだけど、柚羽ちゃんと一緒にてんやわんやだったよ？」

　……落ち着け。ここで安易に答えを出だしてしまってはだめだ。そのスイーツの店には早希さんと一緒に行く予定だろう？　だったらここは男らしく断るのがベスト。

　しかしだ……。

　そんな高難易度のスイーツ店に早希さんを連れて初来店してもいいものだろうか？　注文の仕方がわからなくなっててんやわんやしているところを早希さんに見られていいものだろうか？

　いいや、よくない。

　というか、早希さんの前でかっこつけたい！　できる男だって思われたい！　素す敵てきです進也さん、私のために下調べばっちりじゃないですか、尊敬します、って言われたい！

　ならば、僕が取る行動は一つ！

「よし、行こう。だけど早希さんには内ない緒しよだぞ」

「わーお、進也くんサイテーっ！」

「ち、違う！　僕はあくまで早希さんのために注文方法を事前に知っておきたいだけであって――」

「ふふふ。じょーだんじょーだんっ。じゃあ、レッツゴー！」







　噂うわさのスイーツ専門店の名前は『リーズンレーズン』。丸井駅から徒歩五分の場所にあり、夕方前の現時刻では、待ち時間は二〇分少々だった。しかし店内はかなり広く、席数も多い。そのほとんどが女子で、だらだらと喋しやべっていても追い出されるような雰ふん囲い気きはない。

　トイレは女子トイレ、男子トイレにわかれており、男子トイレの方がやや狭い。桃乃さんの調査によれば女子トイレには化け粧しよう台だいまで備わっているらしい。

　早希さんと来る時は混こむ時間を考えてもう少し遅おそめにした方がいいか……。いや、それだと晩ばん御ご飯はんの時間が近くなってよくないかもしれない。よし。やはり時間は少し早めにしよう。

「ねぇ、進也くん？　さっきから何キョロキョロしてるの？」

「いや、今度早希さんと来る時を想定して色々考え事を……」

『リーズンレーズン』店内。道路が見み渡わたせる大きな窓がある席に僕らは通された。机を挟んだ向かい側に座すわっている桃乃さんが、メニューを開きながら不機嫌そうに唇を尖とがらせている。迷子になっている柚羽さんのことでも心配しているのだろう。

「ふーん……。今はあたしと二人っきりなのに……」

「え？　何か言ったか？」

「べっつにー。なんでもないですよーだ」

　僕も桃乃さんに倣ならい、机の上に置かれたもう一つのメニューを手に取った。そこには、ケーキ、アイス、パフェの王道スイーツから始まり、ぜんざい、タルト、かき氷など、ありとあらゆるスイーツがズラリとひしめいていた。

　そして桃乃さんが言った通り、その全てに細かいトッピングなどが選せん択たくできるようになっている。

「ほんとにすごいな、これ……。ナッツ類のトッピングだけで十項こう目もく以上あるぞ。ひまわりの種ってなんだよ。ほんとに注文する人いるのか？」

「あっ！　あたしひまわりの種好きっ！」

　目の前にいた……。

　すごいな、今時の女子高生は……。

　メニューを熟読し、早希さんが喜びそうなものを探す。

　まずパフェは決定だ。味は……バニラかチョコだろうな。トッピングは……三つまで無料？　大丈夫かこの店。僕と早希さんが来る前に女子高生に全部食べられるんじゃないか。

　とにかくトッピングだ。えーっと……。チョコチップにシリアル、あとは……ん？

「なぁ、パフェのトッピングのところにあるケーキってどういう意味なんだ？」

「それを選ぶと、パフェの上にケーキがのってくるのっ！」

「……すごいな。発想がマリー・アントワネットじゃないか……。ちなみに桃乃さんは何を注文するんだ？」

「あたしはねー。このビッグトロピカルパフェっ。中のアイスはかぼちゃ味のやつに変えて、シリアル多め、生クリーム少なめ。キウイは嫌きらいだから抜ぬいてもらって、その代わりにバナナを増やして、トッピングにはチョコチップとかぼちゃケーキとひまわりの種かな」

「それ、ほんとに僕が見てるメニューと同じか？」

「同じだよ……。ここはいろいろカスタムできるんだってば。ちなみにひまわりの種は山盛りでっ！」

「なんだ？　ハムスターに恨うらみでもあるのか？」

「ないよっ！」

　その後、桃乃さんに手取り足取り教えてもらい、なんとかそれっぽいものを注文することができた。

「やはり先に下見しておいて正解だったな。僕と早希さんだけだったら途中で心が折れて帰ってたかもしれない」

「二人ともどんだけメンタル弱いの……」

　注文品が来るまでの間道路を眺ながめていると、桃乃さんはまたも不ふ機き嫌げんそうに頬ほおを膨ふくらませた。

「ねー、進也くんっ！　さっきからどうして外ばっかり見てるのっ！　せっかく来たんだからもっとお喋りしようよっ！　……それとも、やっぱり早希ちゃんとじゃないと嫌いや？」

「え？　いやいや、だって桃乃さん、今柚羽さんを待ってるんだろ？　だから近くまで来てないかって心配で……」

　桃乃さんは、どうしてだか目を逸らして嬉うれしそうに口元を緩ゆるませた。

「……ふ、ふーん。柚羽ちゃんのこと心配してくれてたんだ。なーんだ。……そ、それならまぁ、いいかなっ。許してあげる」

　最近の女子高生が考えていることはよくわからないな……。







　しばらくしてお互たがいが注文したパフェが届き、その巨大さにたじろぎながらもスプーンを持つと、桃乃さんが眉まゆをひそめて外を指差した。

「ね、ねぇ、進也くん。その子、知り合い？」

　促うながされた方に目線を向けると、ガラスにぴったり額をくっつけてこちらを覗き込んでいるカエデの姿があった。

「……なにしてるんだよ、カエデ」

　苦言を呈すと、カエデはトコトコと店の入り口の方へ消え、あっけらかんとした様子で入店し、我わが物もの顔がおで僕のすぐ横の席に腰かけた。

「うわきしてたことはだまっておいてやる。だからこれはくちどめりょうとしてカエデがもらう。いいな？」

　――こいつ！

「おい。冗談じゃないぞ。僕は浮うわ気きなんかしてない。この人は桃乃さんといって、今ここで迷子になっているお姉さんを待っている最中なんだ。断じて浮気なんてしていない。だから早希さんに余計なことは言うな。わかったか？」

「ほぉ。かぞくぐるみのおつきあいか。こんどらんなにもおしえてやろう。ありがたくおもえ」

「事をややこしくするんじゃない。そして僕のパフェを勝手に食べ始めるな」

「む？　なんだ、このうえにのってるのは。けっこうおいしいじゃないか」

「それはひまわりの種だ」

「……ひまわりのたね？　なぜそんなものがここに……」

「知らないのか？　今女子高生の間ではやってるんだぞ。そして僕にも食べさせろ」

「だめだ。これはぜんぶカエデがもらう。そうきまった」

　桃乃さんがクスクスと微笑ほほえみ、
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「進也くんって子供にも好かれるんだねー」

　桃乃さん、この子は同い年ですよ！

　カエデは子供扱いされたことが気に食わないのか、ブンブンと子供っぽくスプーンを振ふり回まわした。

「なんだおまえ！　カエデをこどもあつかいするんじゃない！　カエデはこれでも――」

「あっ、カエデちゃんっ！　こっちのパフェも一口食べてみる？　はい、あーん」

「あーん。……おいしい！」

　もう帰ってくれ……。

　その後も黙もく々もくと僕のパフェを食べ続けたカエデが、ふと、桃乃さんにこんなことをたずねた。

「ところでおまえ、もしかしてふたごか？」

「そうだよっ！　すごいね、よくわかったねっ！」

「じゃあ、あれ、おまえのあねか？」

　カエデがスプーンで指し示した大通りの方を見ると、道のど真ん中で泣なき叫さけんでいる女子高生の姿があった。

「桃乃ー！　どこ行っちゃったのー!?　ももちゃーん！　おぉーい！　お姉ちゃんはここよー！　うわぁーん！」

　店内に視線を戻し、

「桃乃さん、あなたのお姉さんを迎むかえに行ってきます」

「……う、うん。ありがとう」

　その後、なんとか泣き止やんだ柚羽さんは、桃乃さんの腕うでに抱だきついたまま仲良く帰って行った。そしてカエデはパフェをおかわりし、その代金まで僕が支し払はらう羽目になった。







　結局家に帰ってきたのは完全に日が沈しずんでからだった。

　今日はもう疲つかれた……。早めに寝てしまおう……。

　電気も付けずに階段を上がり、早希さんの部屋がある方向とは逆に廊下を進む。急激な睡すい魔まを感じながらトボトボと歩いていると、自室の扉が少しだけ開いていて、そこから光が漏れていることに気が付いた。

　あれ？　部屋の電気付けっぱなしだったっけ？　ミチルさんに見つかったらまた小言を言われそうだな……。

　ドアノブに手をかけ、中に入ろうとした時、室内から人の気配がして足を止めた。

「……ん？」

　恐る恐る隙間から中を覗くと、そこには何故なぜか早希さんの姿があった。何やら姿見の前でくるっと回ったり、可愛かわいらしいポーズを取ったりしている。

　まぁ、そこまでは百歩譲ゆずってよしとしよう。ここは元々早希さんの家だし、一人でいる時に姿見の前で多少格好つけてしまうなんてよくあることだ。

　……だけど早希さん……どうして、僕ぼくの服を着ているんですか……。

　見覚えのあるシャツに、見覚えのあるズボン。間ま違ちがいない。どちらも僕の服だ。早希さんが着ていたであろうワンピースは姿見の下に無造作に放ほうり投なげられている。

　早希さんは鏡の前でひとりごちた。

「まったくもうー、進也さんってば。こんな時間まで帰ってこないでどこに行ってるんでしょうか……。まさかほんとに桃乃さんと……。いえ、それはありませんよね。だって進也さんですし」

　おい。どういう意味だ。

　早希さんは、着ている僕のシャツの裾すそを引っ張って、スンスンと匂においを嗅かぎ始めた。

「ふふふ。こうしてればきっと、私の匂いがこのシャツに染しみこむはず……。桃乃さんの香こう水すいの匂いが付いちゃった時はどうしようかと思いましたけど、これで上書きは完かん璧ぺきです」

　桃乃さんの香水の匂い？　もしかして『エニグマ』から出た時に抱きつかれたあれか？　あの時来てた服なんてよく覚えてたな……。ていうか早希さん、ちょっと怖い……。

「ふふふ。進也さんは何も気付かずに私の匂いが付いた服を着てればいいんですよ。そうすればもう悪い虫だって寄ってきませんからね。あっ！　そうだ！　どうせだから進也さんの制服も着ちゃいましょう！」

　どうせだからってなんだよ……。というかこれ、僕は気付かないフリした方がいいよな……。一いつ旦たん外に出てどこかで時間を潰つぶしくるか。たぶん、それが早希さんにとって一番優やさしい選択だろう。

　不意に、後方から声が届く。

「どうしたんですか、こんなところで」

　見ると、エプロン姿におたまを持ったミチルさんが立っていた。慌あわてて、「静かに！」と小声で注意を促す。

「え？　何ですか？」

「いや、その……。僕の部屋で……早希さんがちょっと、おかしなことをしてまして……。見たらびっくりすると思うので、ここは一旦一階へ戻ってください」

「あはは。私は早希お嬢じよう様さまが小さい頃ころから一いつ緒しよにいるんですよ？　今さら何を驚くことがありましょうか」

　そう言いながら僕の部屋を覗き込んだミチルさんは、ぎょっと目を見開いて石のように固まって動かなくなってしまった。あぁ、人は絶句した時こんなにおもしろい顔になるんだなぁ、としみじみ感じた。

　室内では、早希さんが下着姿になり、その上に僕の制服のシャツを着て楽しそうにクルクル回っている最中だった。

　ミチルさんがわなわなと震えながら、

「……進也さん……あの……私……ちょっと、見なかったことにするので……一階へ戻ります」

「賢けん明めいです。僕も外で時間を潰してきます」

　ミチルさんは、見慣れない早希さんの姿にショックを受けたのか、フラフラとしていて足元がおぼつかない。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あ、だ、大丈夫です……あっ！」

　ミチルさんの手から、持っていたおたまがポロリとこぼれ落ち、甲かん高だかい音を立てて床にぶつかった。

　それまで楽しそうに鏡を見ていた早希さんが、はっと青ざめた表情でこちらを睨にらみつけている。扉の隙間から目が合うと、僕はあたふたとミチルさんを頼たよった。

「ミ、ミチルさん、大変です！　早希さんに気付かれ――って、もういない！　逃にげるの速いなあの人！」

　早希さんが顔を真っ赤にしながらズカズカと近寄ってきて、勢いよく部屋の扉を開け放った。

「し、し、進也さん！　覗のぞきなんて悪あく趣しゆ味みです！」

　早希さんが今してることは悪趣味ではないのか？

「ご、ごめん……。ちょっと、声がかけ辛くて……」

　そもそもここは僕の部屋ですよ……。

「もうー！　最悪です！　部屋に戻ります！　進也さんなんて知りません！」

　どうして僕が責められてるんだ……。

　それとその制服返してください……。

　早希さんがそそくさと僕の前を通り過ぎようとした時、不意にピタリと足を止めた。

「さ、早希さん？」

「……この香水の匂い……。まさか進也さん、桃乃さんと会ったりなんてしてないですよね？」

　なんて嗅きゆう覚かくしてるんだよ……。

　ここは嘘うそをつくとかえって墓ぼ穴けつを掘ほることになりそうだし、正直に話すべきか……。

「あ、あぁ。用事が終わった後、たまたま帰り道で会ったんだ。でも、カエデも一緒だったよ？　カエデも」

「……カエデさんもですか？」

「それで、二人に頼たのんで早希さんが行きたがってたスイーツ店の下見をしてきたんだ。ほら、今度、一緒に行くって約束してたからさ」

「……進也さん」

　若干事実とは異なる部分はあるが、概おおむね合ってるから良しとしよう。実際、早希さんと一緒に行きたくて下見したわけだし……。

「……そういうことなら、まぁ、仕方ないですねー」

　良かった……。早希さんを怒おこらせないで済んだ……。

「でも、一つだけ、私のお願い、聞いてくれますか？」

「お願い？」

　早希さんは、下着姿にシャツ一枚を羽織ったまま、恥はずかしそうにもじもじと指を遊ばせながら言った。

「…………ハグしてください」

「……はい？」

「だから、ハグしてください！」

「なんで!?」

「だ、だ、だって、桃乃さんとはしたじゃないですか！　ハグ！」

「あれは僕の意志じゃないだろ！　向こうが無理やり――」

「ハグハグハグハグハグ！」

　駄だ々だっ子こかよ……。

　でも今の早希さんの格好……ほとんど裸はだか同どう然ぜんなのに、このままハグって……。

　早希さんが、上うわ目め遣づかいでたずねてくる。

「……嫌、ですか？」

「そ、そういうわけでは！」

　耐たえられるのか!?　耐えられるのか自分!?　ハグなんてしたらそりゃあもうとんでもないことになるんじゃないのか!?　くそっ！　思春期が抑おさえられない！　早希さんの胸の谷間から目が離はなせない！

「…………じゃ、じゃあ、少しだけ……」

　心臓の鼓こ動どうで目がくらむ。沸ふつ騰とうしそうな血液が全身に回って体温が上じよう昇しようする。足が震ふるえて、息が止まりそうだ。

　早希さんの背中に手を回し、二つの柔やわらか丘きゆう陵りようが、僕の体にゆっくりと押おしつぶされていく。早希さんの髪かみの毛けが腕に触ふれるとくすぐったくて、気付かれないように指先でそっとなぞってみた。

　僕の腕の中にすっぽり納まった早希さんが息をするたびに、肺が膨らむのを感じた。早希さんの息いき遣づかいだけが聞こえて、自分の汗あせの臭においがしないか気になり始めた。

　すると、早希さんは突とつ然ぜん、

「あっ！　も、もういいです！」

　不意に早希さんに突つき飛とばされると、油断していた僕は思い切り床ゆかに尻しりもちをついてしまった。

「いたた……。急に何するんだ、早希さん……」

「え、えっと……すいません。で、でも、進也さんの気持ちはよく分かったと言いますか……その、えっと。と、とにかくもう大丈夫ですから！　わかりましたから！　私が間違ってました！　疑ってすいません！　もう部屋に戻もどります！」

　わかったって……何がわかったんだ？

　早希さんはそう言い残し、そそくさと部屋に戻ってしまった。僕の部屋に無造作に散らかっている早希さんのワンピースに興味を奪うばわれつつも、疲ひ労ろうがピークに達していた僕はとりあえずベッドに腰かけ、そのままゴロンと横になった。

　今日一日いろんなことがあったけれど、早希さんに突き飛ばされたショックだけが胸の中にポツリと残ってしまった。

　なんだろう……。何か怒らせるようなことでもしちゃったかな……。

　ポケットに入れていたケータイが震しん動どうし、確かく認にんするとどこかから着信がかかっていた。

「……ん？　知らない番号だ」

　なんとはなしに出てみると、スピーカーの向こうから、どんよりと薄うす気き味み悪わるい殺気のこもった声が流れてきた。

「早希に手を出したら、殺す」

　こ、言こと音ねさんじゃないですか……。僕の番号どこで手に入れたんですか……。

　それから日付が変わるまで、言音さんの説教は続いた。







第四章『その先にあるもの』







『関東城西鉄道杯はい』、二次予選当日。

　一次予選を突とつ破ぱした計四〇〇組。二次予選はその四〇〇組をそれぞれ一〇〇組ずつにわけた四つのブロックで行われる。前回の一次予選は上位五〇組が勝ち残れたが、今回はその半分、二五組しか決勝に進めない。

　居い心ごこ地ちの悪いロッカールームで、またいつものようにボソボソと陰かげ口ぐちが耳に届いた。

「おい、見ろよあいつ。『幸運の魔ま女じよ』のパートナーだ」「どうして一次予選を突破できたんだ？」「予選は映像に残ってないからわからんな。ま、どうせまた運で勝ち残ったんだろう」「……本当にそうなのか？」「やめとけよ、警けい戒かいするだけ無む駄だだ」「それより知ってるか？　今回の『関東城西鉄道杯』、魔ま女じよ騎き士しが三人も出場してるんだってよ！」「まじかよ！」「しかも、そのうち一人が俺おれたちと同じ二次予選のブロックにいるんだってさ」「……うわぁ、最悪。絶対勝てねぇじゃん」

　魔女騎士という単語を聞くと、こちらも否いや応おうなしに警けい戒かい心しんが高まった。

『魔女王六星』は、自分の魔ま法ほうを受うけ継つがせた魔女の中から、優ゆう秀しゆうな魔女を選えらび抜き、魔ま女じよ長おさ、そして魔女騎士という称しよう号ごうを与あたえる。

　魔女長は基本的にブルームレースには出場せず、魔女王の代わりに政治、軍事、経済など、国の中ちゆう枢すうとなるあらゆる分野の指揮を執とっている。聞いた話では、早音さんも魔女長と呼ばれる地位にある人物らしい。

　そして魔女騎士とは、魔女王の血を受け継いだ才ある者たちの中でも、特に選よりすぐりの能力を発揮できる魔女たちに与えられる称号だ。

　柚ゆず羽はさんは『戦いくさの魔女王の血筋』ではあるが、魔女騎士の称号までは持っていない。つまり、少なくとも柚羽さんよりも強力な魔法を使う『戦の魔女王の血筋』が出場しているということだ。

　ユニフォームに着き替かえ、鞄かばんをロッカーに入れようとした時、ケータイが震動していることに気が付いた。

　ちょうどさっきまで噂うわさ話ばなしをしていた他ほかの選手たちが外に出で払はらったので、そのままロッカールームに残り、ケータイを確認すると、画面中央に『蘭らん奈な』と表示されていた。

　出るかどうか少し悩なやみ、結局通話ボタンをタップした。

「……もしもし？　蘭奈か？」

『わー、進しん也や！　やっとあたしの電話に出てくれるようになったんだね！　これってすっごい進歩！　先生もきっと喜んでくれると思うよ！　あっ、先生は最近ヨガ教室に通い始めたんだってさー。でもどうして突然ヨガ？　って気になるでしょ？　それって実は――』

「で、何の用だよ」

『えぇー、もうー、つれないなー。ここからが盛り上がるところなのに……』

「悪いけど今からレースなんだ。用がないなら切るぞ」

『うそっ！　今からぁ？　せっかくこれから進也のアパートに行って一緒に遊ぼうとしてたのにー』

「ちなみにそのアパートにももう住んでない」

『えっ!?　聞いてない！　聞いてないよそんな話！　先生も言ってなかったし！』

　そう言えば伝えてなかったな……。なんて説明しよう……。

『ねぇねぇねぇねぇ、とにかく遊ぼうよー！　レースが終わった後でいいからさー！　ねぇねぇねぇねぇねぇねぇ！』

「あーもう。わかったよ。後でまた連れん絡らくするから。もう切るぞ。じゃあな」

　ケータイを切った後に、以前まで蘭奈に感じていた引け目が、綺き麗れいさっぱり消えているのに気が付いた。

「……帰りに駄だ菓が子しでも買っておくか。あいつ、そういうの好きだったし……」







　ロッカールームを後にし、廊ろう下かを歩きながら両手を上に伸のばしてユニフォームを馴な染じませる。そしてそのまま会場の外に出ると、眼前一いつ杯ぱいに広大な川が飛び込んできた。

『関東城西鉄道杯』の二次予選は、常に川の上を飛行するコースになっていて、毎回海がゴール地点になっている。今回の予選もマップの配布はされていないが、それはおそらく同じだろう。

　河か川せん敷しきを歩き、関係者以外立ち入り禁止の札がぶらさがっている紐ひもの手前まで来て、辺りを見渡した。すると、紐の向こうでこちらに手を振っている早さ希きさんの姿が目に留とまった。

「あっ、進也さんこっちです、こっち！」

　紐を潜くぐって、砂じや利り道みちを進む。早希さんの後方にはズラリとブルームが並んでいて、『赤せき雷らい』はすぐ目の前にとまっていた。

「早いな。もう来てたのか」

「もー。進也さんが遅いんですよ」

「今回は『赤雷』の調整も完璧だし、ようやくレースらしいレースができるな」

「ですが、このブロックには一組、『戦の魔女王』のところの魔女騎士が出場しています。それに、魔女騎士の称号は持っていませんが、柚羽さんと桃もも乃のさんを始めとした他の『戦の魔女王の血筋』も多くいます」

『関東城西鉄道杯』の決勝は『戦の魔女王』のホームで行われる。それゆえに、『戦の魔女王』はこのレースに多くの仲間を投入し、毎年優勝をもぎ取っていく。

「この前柚羽さんの申し出を断ったんだ。もしかするとその腹いせに真っ先に狙ねらってくるかもな」

　突とつ如じよ、背中をドスッと殴なぐられ、軽くせき込みながらそちらを確認した。

「そんなガキみたいなことしないわよ」

「ゆ、柚羽さん……」

　すぐ近くに桃乃さんも一緒にいて、にこにことしながら手を振っている。

「やっほー、二人とも。久しぶりー」

　二人はいつも通りに接してはいるが、緊きん張ちようしていることはその表情から容易に見て取れた。

　桃乃さんは『戦の魔女王』の血を受け継ぎながら、魔法を一いつ切さい使えない人間として生まれてきた。だからこそ、『戦の魔女王』に目を付けられ、このレースで好成績を収めなければ嫁とつがされてしまうと以前話していた。

　早希さんが心配そうに声をかける。

「大丈夫ですか？　顔色があまり優すぐれないみたいですが……」

　柚羽さんはツインテールを揺ゆらし、必死に笑え顔がおを作ってみせた。

「……だ、大丈夫よ。私たちの力だけで『全ぜん能のう水すい晶しよう杯はい』で優勝……までは難しいけど、この『関東城西鉄道杯』で好成績を収めるくらいならなんとかなるわ」

「あの……実はミチルさんに、いえ、東雲しののめ家のメイドさんに安全な隠かくれ家がを用意してもらっています。詳くわしい事情はまだ話していないんですが、もしもの時は――」

「ありがとう。でも、『戦の魔女王』はそこまで甘あまくはないわ。きっとあんたたちにも迷めい惑わくがかかる。だから気持ちだけ受け取っておくわ」

「……そうですか」

　僕と早希さんも、森もり宮みや姉妹をどうにかして助けられないか相談したのだが、結局妙みよう案あんは浮うかばず、今日を迎えてしまった。

　柚羽さんは申し訳なさそうに、

「……それと、この前は悪かったわ。あんたたちに八つ当たりなんかして……。あんたたちにもあんたたちの事情があるのにね」

「いえ、そんな……」

「とにかく、それだけ言いたかったのよ。じゃあ、次はレースで会いましょう」

　それだけを言い残し、柚羽さんは踵きびすを返した。

　桃乃さんはその後を追いながら、

「じゃあまたねっ。レース、お互い頑がん張ばろうねっ」

　僕らはただ、彼かの女じよたちの背中を見送ることしかできなかった。







　レース運営サイドの指示に従い、『赤雷』のコアを始動させ、川かわ面も直上に滞たい空くうする。周辺のブルームとの距きよ離りを保ちながら、列を乱さないように心こころ掛がけた。

　やがて、川の端はしから端まである巨きよ大だいなスタートリングの前で全車が待機すると、それぞれの下部に取り付けられた魔ま力りよく噴ふん射しや口こうの勢いで、川面のいたるところで波は紋もんができ、それらは入り乱れ、重なり合うようにどんどん大きくなっていった。

　僕らが一次予選を突破した時の順位は三三位。二次予選では他のブロックの上位五〇組と合流し、順位の高い組から交こう互ごに並べられる。そうして、僕らのスタート時の順位は六六位という位置になった。

　二次予選での通つう過か圏けん内は上位二五組。リングの総数はスタートリング、ゴールリングを合わせて二二個。ある程度早く仕し掛かけていかないと間に合わないだろう。

　ちらほらと、ブルームの外がい壁へきに『戦』の文字を刻んでいる組が見受けられる。

『戦の魔女王』が待つ三〇〇もの固有魔法は、そのほとんどに適合者が見つかっていない。しかし、それでも『戦の魔女王の血筋』は、他の魔女王の血筋とは比べ物にならないほど数が多い。逆に言えば、だからこそ結束力という点で他の血筋よりも劣おとっており、『戦の魔女王の血筋』の中にはお互いを敵視し、自分の功績を一番に考えているような奴やつもいる。

『戦の魔女王の血筋』全員で手を組まれたらかなり厄やつ介かいだが、そんなことはありえない。

　懸け念ねんすべきは、その法則に当てはまらない一部の者。利害の一いつ致ちか、上下関係か、固まって行動して敵を排はい除じよする『戦の魔女王の血筋』たちがいる。そのグループとの直接対決は可能な限り避さけることが得策だろう。

　ブルームの魔力噴射口の推進力が水を舞まい上げ、肌はだがじっとりと湿しめり始めると、スタートリングの上に五つの球体が出現した。

　コアの回転率を上昇させ、ハンドルを握にぎりなおす。

　球体が徐じよ々じよに数を減らし、五つから四つへ、三つから二つへ、そして最後の一つが消え去った瞬しゆん間かん、思い切りアクセルを踏ふみ込んだ。

　だだっ広い川の直上ということもあり、いつものレースに比べてブルームの列に歪ゆがみが生じ始めた。

　できる限り周囲のブルームと合わせるようにまっすぐ進み、前でスタンバイしていた集団に続くようスタートリングを潜った直後、聞こえてきたのは場ば違ちがいな轟ごう音おん。そして、遥はるか前方で、高々と水柱が空に向かって伸びていくのを視界に捉とらえた。

　なんだ……あれは？

　僕らを含ふくめた周囲の選手は、呆あつ気けに取られてその水柱が落ち着くのを眺めていた。

　状じよう況きようの整理が追いつかないまま、ガイドの横に表示されている順位に目を移すと、【六五／九九】と表示されていた。

　すでに一台減っているだと!?　まさか魔法が使用可能になっていないこのタイミングで攻こう撃げきを仕掛けてきたのか!?

　ブルームレースのセオリーを無視した超ちよう即そつ効こう攻こう撃げき。そんなことをすれば周囲の敵意を高めてしまい、通常、手を組むはずがなかった選手たちから一いつ斉せいに攻撃を食くらう危険性がある。

　選手たちは次の一手を警戒し、いつものようにまっすぐ進むのではなく、かく乱するようにそれぞれ右へ左へ入り乱れ、場は混乱に包まれた。いたるところでブルーム同士の接せつ触しよくが起こり、順位が目まぐるしく変動する。

　そんな中、散り散りになった人ごみの隙すき間まから、先さき程ほど上がった水しぶきの真下にいたであろうブルームの姿を捉えた。

　バランスタイプの『エアリアル・フォルム』。光こう沢たくが一切ない灰色のボディ。後方へ広がるように取り付けられた放射状の翼つばさに、鋭えい利りに尖った魔力噴射口。『デッド・オア・ポイズン』という機体名のすぐそばに、『戦』の文字が刻まれている。そしてその後席で、ブロンドの髪を靡なびかせた少女が、まるで人形のように無機質な表情を浮かべたまま、淡たん々たんと言葉を発していた。

「一人残らず――殲せん滅めつ。逃とう走そうする者――惨ざん殺さつ。立ち向かってくる輩やから――瞬殺」

　やばい奴がいる……。

　距離を取り、様子をうかがっていると、『デッド・オア・ポイズン』に一台のブルームが攻撃を加えようと接近した。

　だが次の間に、『デッド・オア・ポイズン』はその場で跳はねるように上昇すると、後部を高々と上げ、そのまま上から思い切りのしかかるようにアタックを仕掛けた。

　粗あら削けずりで攻こう撃げき的てきな操縦だが、相手の動きに対する反応は悪くない。

『戦の魔女王の血筋』は、通常特定のドライバーを雇こ用ようせず、ブルームレース協会に所属しているドライバーを派は遣けんさせ、自分たちのブルームを操縦させる。今のブルームレース業界では、ドライバーを単なる代だい替たい品ひん程度に考えている者も多く、ブルームレース協会にドライバーを要よう請せいすることはそう珍めずらしいことではない。

　協会から派遣された人間は名めい簿ぼに『協会所属』としか明記されず、誰だれが操縦しているのかまではわからない。おそらく、誰も知りたがらないから書いていないのだろう。

『デッド・オア・ポイズン』の運転席に目を向けるが、ここからだと死角になっていてよく見えない。

　とにかく今は一いつ旦たん距きよ離りを取るしかない。相手も魔法が使えない今なら打だ撃げきだけで勝利できる可能性もあるが、それは相手が『戦の魔女王の血筋』でなければ、の話だ。おそらく、相手がこのタイミングで攻撃を仕掛けてきたのは、自分の他にも協力者が存在するからだろう。

　この場で有う象ぞう無む象ぞうが即そく席せきで手を組み、攻撃を仕掛けたとしても、敵があらかじめ訓練されたグループであるなら勝てる見込みはゼロに等しい。

　ここは速度を上げて『デッド・オア・ポイズン』を抜かし、先に『１』番リングを潜りたいところだが、スタート位置の不利もあり、それは不可能だ。必ず敵機の方が早く『１』番リングに到とう達たつする。

　敵はそのままゴールを目指すだろうか？　いや、『１』番リングすら潜らずに攻撃してくるような奴だ。ここは念には念を入れて……。

「早希さん、『１』番リングは放ほう棄きして『２』番リングへ向かう！」

「本気ですか!?　そんなことをすれば『２』番リングを潜るまで魔法を使えませんよ！」

「……おそらく今はそれが最善の一手だ」

「最善……？　『１』番リングを放棄することが、ですか？」

「今はとりあえずどこか抜け道みちを探してくれ！　こんなにブルームがひしめき合っていたんじゃ、事故でやられかねない！」

「わ、わかりました！」

　リングライトを一つ消灯させ、ガイドの示す先を『２』番リングに切きり替かえる。川面から約五メートル上空には高度制限を示す半はん透とう明めいの壁かべが存在しており、上から飛び越こえることはできない。川を挟はさんだ両りよう端たんの陸地がある方へ行こうとすると、こちらにも侵しん入にゆう禁止と書かれた半透明の壁が作られている。つまり、このレースでは常に川の上にいないといけないということだ。

「進也さん！　左手の方を見てください！　あちらは比ひ較かく的てきブルームが前方へ流れています！　全員『１』番リングへ向かっているみたいですけど……」

「構わない！　その流れに乗って途と中ちゆうで離り脱だつする！」

「わかりました！　ナビします！」

　混乱するブルームの間を縫ぬうように走行し、『１』番リングへは向かわず、集団からやや遅おくれながら川かわ縁べりを進む。

　やがて先頭集団が『１』番リングを潜り、それに追つい随ずいして『デッド・オア・ポイズン』も『１』番リングを通過した。するとその直後、何台ものブルームがリングを潜っていく真っただ中で、『デッド・オア・ポイズン』はピタリと停止した。

　後席に乗っていたブロンドの少女が、ブルームの上に立ち上がり、後ろを振り返かえって祈いのるように両手の指を組んだ。

「『悪夢の両腕ナイトメア・アームズ』――圧殺」

『１』番リングを潜ったすぐの地点に、左右それぞれに百合ゆりの花を模した魔ま法ほう陣じんが出現し、直後、そこから鉄の鎧よろいでできた両腕が凄すさまじい勢いで突き出だしてきた。

『１』番リングを潜ったばかりのブルームが数台、左右から伸びた両腕に押しつぶされ、ゴリゴリと不気味な音を立てて小さくなっていく。

「五台撃げき破は――継けい続ぞく」

　ブロンドの少女が自分の右みぎ腕うでを上に掲かかげると、やや遅れて空中に現れた鎧の腕も上空へ引っ張られ、そして、少女の動きに呼応するように、水面を激しく叩たたきつけた。

　水が弾はじけ飛ぶ爆ばく音おんと、ブルームが破は壊かいされる金属音が同時に聞こえてくる。水しぶきの向こうで、『デッド・オア・ポイズン』に乗っているドライバーが、離れている僕たちの方をキッと睨みつけた。

　ボサボサの茶色い髪に、大きなクマができた両目。

　なんだ……？　あのドライバー、今こっちを見てたような……。それにあの顔、どこかで見た気が……。

『１』番リングを潜ろうとしていたブルームは次々と迂う回かいし、僕らと同じく、『２』番リングへと進路を変える。

　すでに僕らは少し離れた場所に陣じん取どっていたため、被ひ害がいを受けずに済んだ。

「危なかったですね、進也さん……。もしも私たちもあそこにいたら……」

「やはり待まち伏ぶせするタイプだったか。勘かんが当たってよかった」

「……今のだけで一二台のブルームが脱だつ落らくさせられたみたいです」

「驚きよう異い的てきな破は壊かい力りよくだな」

　あくまで破壊力は、だけど。







　その後、『１０』番リングまで潜り、【二二／七八】という順位を保って街中を流れる川の上を走っていた。両端には舗ほ装そうされた道路が壁となって立ちはだかっており、すぐ上空には高度制限がかかっていて川からは離れられない。

「早めに『１』番リングを落として『２』番リングに向かったおかげで、集団からかなり先行できた。おそらく今僕らの前方にいるのは『戦の魔女王の血筋』と、『デッド・オア・ポイズン』の待ち伏せをかいくぐった数台だろう。それにしても、空間から腕を生やす『戦の魔女王の血筋』がいるなんて集めたデータにはなかったぞ……」

「……噂うわさ程度でいいなら、心当たりがあります」

「噂？」

「はい。たしか三か月くらい前に、『戦の魔女王』が直々に血を飲ませた魔女がいる、と。そしてその魔女は類たぐい稀まれなる才能を発揮させ、このたった三か月の間に二つ名を冠かんしただけでなく、魔女騎士の称号まで手に入れた。そう聞いたことがあります」

　たった三か月か……。なら出場したレースは限られているだろうし、情報量が少ないのも納なつ得とくだな。

「彼女の名前は曽そ根ね崎ざき禊みそぎ。二つ名は『黒くろ鉄がねの魔女』。鉄を自在に生み出し、操あやつれるそうです。どんな魔法を使ってくるかまでは知りませんが、さっき鉄の鎧の腕を出現させた魔法はおそらくその魔女の仕し業わざではないかと」

「鉄か……。だったらさっきの腕以外にも様々な形の物を作れるだろうし、応用力がある分厄介だな……」

「それだけではありません。本当か嘘かはわかりませんが、『黒鉄の魔女』は全すべての魔法使用時のインターバルがたった五秒しかないらしいです」

「五秒？」

　凄まじい速さだな……。しかもインターバルの長さが魔法の威い力りよくに無関係となれば相当手こずりそうだ……。

「……わかった。今はとりあえず先を急ごう」

『関東城西鉄道杯』の二次予選では、上位二五組が最終レースへ勝ち進めることになっている。現在の順位は【二二／七八】。予選突とつ破ぱ圏けん内ないではあるが、後方にはまだ『黒鉄の魔女』が控ひかえている。ゆっくりしている暇ひまはない。

　早希さんが緊張した声こわ色いろで、

「それも簡単ではなさそうですよ」

　視線の先、『１１』番リングを潜った向こうで、三台のブルームが固まるように走っていた。

　お互たがいに魔法を出し合っていない……。まさか手を組んでいる『戦の魔女王の血筋』か？　……いや、機体に『戦』の文字はない。ということは、すでに合格圏内に入っているため、無駄な消しよう耗もうを避けているという状況か。

　前方の集団と一定の距離を保ち、様子をうかがう。

　ここは相手の出方次し第だいだな……。攻撃してくるか、それとも傍ぼう観かんか……。

　三台の中の一台、『子こ烏がらす丸まる』という機体名で、スピード重視の『アルミラージ・フォルム』に乗っている魔女が、じっとこちらを見つめている。

　日本人形のように毛先の整ったショートヘアー。場違いな鎖くさり帷子かたびらをまとい、口元を覆おおい隠すように長いスカーフを巻いている。そのいで立ちはまるで忍にん者じやのような雰ふん囲い気きだった。

　忍者の姿をした魔女はこちらを見やると、ぼそりと呟つぶやいた。

「今年の『大だい如月きさらぎ祭さい』での優勝者か……」

　あの魔女、僕らのことを知っているのか……。他の奴らと同じように僕らを侮あなどってくれていれば、ここはリスクを冒おかしてまで戦せん闘とうはしてこないはず……。

　しかし、『子烏丸』の魔女はこう続けた。

「そして、一次予選で我の魔法から逃げ切った、唯ゆい一いつの者……」

　一次予選？　逃げ切った？

　まずい！　この魔女は――。

『子烏丸』の魔女は、右手の中指と人差し指をピンと立てると、魔法名を詠えい唱しようした。

「『鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画が《鮫さめ》』！」

　魔女が立てた指から煙けむりのような青白い魔ま力りよくが立ち込め、それがみるみる巨大な鮫の形に変化していく。

　やはりこの魔女、あの時の魔ま獣じゆう使いか！

　前回の狼おおかみと同じく、輪りん郭かくは煙のようにぼやけ、鋭するどい牙きばが何本か生えている。瞳ひとみの無い真っ白な目が、不気味な眼光を宿していた。

　それはボトン、と音を立てて川の中へ落下すると、魚ぎよ影えいとなり、ぴったりと『赤雷』の速度に合わせて並走し始めた。

　一次予選で狼を出現させた際に顔を確認できていれば先手が打てたかもしれないのに……。

　川の中、すぐ真下には五メートルを超こす巨大な魚影がつきまとい、いつ攻撃されるかわからない恐きよう怖ふがその場を支配した。

　前方を走っていた三台のブルーム、そのうち『子烏丸』を除いた二台のブルームが、魔獣使いの放った鮫型魔獣を警戒し、慌あわててアクセルを踏み込んだ。『子烏丸』はその二台を追いかけていくわけでもなく、身じろぎ一つせずじっと速度を一定に保っている。

　真下に見える魚影がピクリと反応し、『子烏丸』を追おい抜ぬかした二台のブルームにグングン近付いていく。

　そして、大きな水しぶきを上げながら片方のブルームにかぶりつくと、そのまま一気に川の中へ引きずり込んでしまった。

　残されたもう一台のブルームは、咄とつ嗟さにブレーキを踏み、再び川の中に消えた鮫型魔獣を警戒し始めた。すると、川の中の魚影はまたも、僕ぼくらを観察するように同じ速度で並走した。

　ここで鮫型魔獣についての考察を誤れば、次の餌え食じきは僕らだ。

　先程二台のブルームは同時に速度を上げ、『子烏丸』を抜かした。その瞬間、鮫型魔獣は抜かしていったブルームを追いかけ、片方を川の中に引きずり込んだ。

　最初は『子烏丸』を追い抜かした者を自動攻撃するようになっているのかと思ったが、今も『子烏丸』の前を走っているもう一台のブルームは無事だ。つまり、抜かされたから攻撃したわけではないということだ。

　だからおそらく、あの鮫型魔獣は速度に反応して攻撃しているのだろう。現に、今生き残っているブルームは、最初のブルームが川の中に引きずり込まれた際にブレーキを踏んだおかげで、鮫型魔獣が攻撃を加えるボーダーラインの速度を下回ったに違ちがいない。

　つまりここは、速度を維い持じしたまま走行するのが正解ということだ。

　だが、まだこちらが魔法を発動した時の鮫型魔獣の反応が定かではない。先に走った二台も、鮫型魔獣を警戒して魔法を使用していなかった。魔法使用にも反応して攻撃してくる可能性が拭ぬぐえない以上、『三さん秒びよう視し』の使用は控えた方がいいだろう。

　後席に座すわった早希さんが、早口で耳打ちする。

「進也さん、このままだとまずいです！」

「わかってる……。だけどあの鮫型魔獣がいる限り、これ以上速度を上げることはできない。召しよう喚かん型魔法は、目的を満たすか、一定時間経過するまで消しよう滅めつしない。さっきブルームを一台撃破したにもかかわらず、まだ消えずに残っているから、何か他に目的があるのかもしれないが、今は情報が少なすぎて予測が立たない。それがわからない以上、ここは時間経過による消滅を期待して速度を保ち続けるしかない」

「……ですが、ここであまり時間を使っていると……」

　早希さんの言いたいことはわかっている。今この場で停てい滞たいし続けるのは得策ではない。何故なぜなら――。

　早希さんが、ごくりと喉のどを鳴らした。

「……駄だ目めです、進也さん。追いつかれました……」

　振ふり返ると、後方から四台のブルームがこぞって姿を現した。その中に、『黒鉄の魔女』と、森宮姉妹の姿もある。

　柚羽さんたち、『黒鉄の魔女』と手を組んだのか？　あの二人はこのレースで好成績を収めないと、桃乃さんが無理やり嫁がされることが決まっている。だったらどんな手を使ってでも勝ちに行くのは当然か。

　こちらは鮫型魔獣のせいで速度も上げられず、後方からやってきた四台のブルームはすぐに僕らに追いついた。

　その四台の速度に鮫型魔獣が敏びん感かんに反応し、そちらへグングン接近し始めた。『黒鉄の魔女』はその魚影を一いち瞥べつすると、影かげに向かって片手を突き出した。

「『断罪の槍コンヴイクシヨン・スピア』――刺し殺さつ」

『黒鉄の魔女』の頭上に百合の花の魔法陣が出現し、そこから鉄製の巨大な槍が、鮫型魔獣に向かって放出された。槍はまっすぐ影に命中し、まるで血液がにじみ出すように、青白い魔力光が川の中を漂ただよった。

　それから鮫型魔獣は苦しそうに一度大きく体をエビ反りにすると、そのまま水に溶とけるように消えてしまった。

　一連の様子を見た魔獣使いがすかさずドライバーに何かを伝えると、『子烏丸』は即そく座ざに川の中に姿を隠した。

　不利と見てすぐ逃にげ出したか……。

　僕らも後に続きたかったが、『黒鉄の魔女』のお供の中の一台がぴったりと『赤雷』をマークしてきて、隙すきを見せるわけにはいかなかった。

『黒鉄の魔女』はほとんど間を置かず、『子烏丸』がいるであろう位置を予測し、川面に向かって手を伸ばした。

「『断罪の槍コンヴイクシヨン・スピア』――刺殺」

　インターバルが異様に短い。やはり早希さんが言っていた、『黒鉄の魔女』はどんな魔法を使ってもインターバルが五秒しかないという噂は本当だったのか……。

　百合の花の魔法陣から巨大な槍が川に向かって放たれると、『黒鉄の魔女』は残念そうに眉まゆをひそめた。

「手ごたえなし――失敗」

　他のブルームに乗った仲間の魔女がたずねる。

「私が追つい撃げきしますか？」

「……いらない――不要」

　その後、『子烏丸』は僕らの遥か後方で水面から浮ふ上じようした。水圧で外装がわずかに歪んでいるものの、出力は落ちていないようで、一定の距離を保ったまま沈ちん黙もくを続けている。おそらく、このまま戦闘を避けてゴールまで行きたいのだろう。現在の僕らの順位は【二〇／七七】。今追いついてきた四台を含めても、『子烏丸』の順位は二五位。つまり、二次予選通過圏内というわけだ。

『子烏丸』が攻撃してこないとわかると、鮫型魔獣を警戒して速度を落としていた先頭のブルームが、一気に速度を上昇させた。魔力噴射口から生じる急激な推進力で、川の水が空へ舞い上あがる。

『黒鉄の魔女』はすっと手を伸ばし、そのブルームに照準を合わせるようにゆっくりと手の向きを調整した。

「『罪人の鎖クリミナル・チエーン』――絞こう殺さつ」

『黒鉄の魔女』の前方に百合の花の魔法陣ができると、そこから足元を流れる川に向かってジャラジャラと太い鉄の鎖が伸び始めた。鎖の先がどうなっているのかは川の水に隠れていて見えない。『黒鉄の魔女』が指先を動かす度、鎖がジャラジャラと音を立てている。

　直後、遥か前方、先程速度を上げて走り去っていったブルームの直下から鎖が飛び出し、機体全体にグルグルと巻きついていった。そして、『黒鉄の魔女』が指をくいっと手前に引っ張ると、鎖がブルームを捕とらえたまま水中へ消えてしまった。

　視界の端に表示されている順位が、【二〇／七七】から、【一九／七六】に更こう新しんされる。おそらく今のブルームが脱落したということだろう。

　役割を終えた鎖は煙のように消え、僕らはじっとにらみ合ったまま動けなくなった。

　ここまでのレースで、すでに『黒鉄の魔女』の魔法を三つ確認した。腕うで、槍、鎖、どれも攻こう撃げき力りよくと応用力に特化しているが、発動から攻撃へ移る際の速度はやや遅おそい。

　今まで一度でも見たことのある魔法であれば、避けることは容易たやすい。だが怖こわいのは未知の魔法だ。鉄は応用力があり、次にどんな魔法が来るのか予想がつかない。

『黒鉄の魔女』は早希さんの顔を見ると、納得したように頷うなずいた。

「東雲早希――『時の魔女王の血筋』」

　柚羽さんたちと同じく、早希さんが『時の魔女王の血筋』だと知っているのか……。だとすれば後々邪じや魔まにならないようにここで潰つぶしに来るか……？

「森宮姉妹――密会」

　……なっ!?

『黒鉄の魔女』のやや後ろを走っていた柚羽さんが、動どう揺ようして声を荒あらげた。

「あ、あんた、どこでそれを！」

「『戦の魔女王』――既き知ち」

「『戦の魔女王』!?　はっ……。最初からこっちの行動はバレバレだったってわけね……」

『黒鉄の魔女』は、ピンと伸ばした指を柚羽さんたちに向けた。

「森宮姉妹――命令。東雲早希を脱落させろ――絶対。失敗すれば――解散。森宮桃乃――不要」

「な、なによそれ！　私たちは『関東城西鉄道杯』で好成績を収めればいいって話だったじゃない！　それがどうして――」

「密会による――罰ばつ。反対すれば――最後。森宮桃乃――不要」

「……人の妹を不要、不要言いやがって！　ふざけんな！」

「やるかやらないか――否いな。やれ――命令。でなければ今この場で――不要」

　柚羽さんは悔くやしそうに唇くちびるを噛かむと、少ししてふっと口角を緩ゆるめた。

「なるほどね……。ここまで何もされなかったのはそういうことね……。私とあいつらをぶつけることによって、今後手を結ばせることを防ぎ、そのうえ、桃乃まで自分の思い通りにできる……。『戦の魔ま女じよ王』が考えそうなことね……。反へ吐どが出るわ」

　柚羽さんの言葉に、『黒鉄の魔女』は苛いら立だったように声を荒げた。

「魔女王様の侮ぶ辱じよく――死！」

「……うっさいわね。わかったわよ、やってやるわよ！　ここで私たちが『赤雷』を沈しずめてやるわ！　桃乃のためなら、私はなんだってする！」

　それまで黙だまっていた桃乃さんが、乗っている『パンプキン・クライ』のハンドルを握り返した。

「……ごめんね、進也くん、早希ちゃん……」

　柚羽さんは、手のひらがこちらに見えるように右手を突つき出し、狙いを定めるように距離を測りながら、『黒鉄の魔女』たちに言った。

「ちょっと、巻き込まれたくなかったら先に行ってなさいよ！」

　言われて、残りの三台は顔を見合わせた後、徐々に速度を上げて僕らの前に踊おどり出た。

　これで『黒鉄の魔女』が先に行ってくれれば、こちらの魔法がこれ以上見られる心配はない。相手が『三秒視』の能力についてどこまで正確に理解しているのかはわからないが、情報は与えないに越こしたことはない。

『黒鉄の魔女』たちは僕らを敵と認にん識しきしていないのだろう。ただの有象無象。早希さんが『時の魔女王の血筋』であっても、数で押おせば問題ないと考えている。だからこそ、『黒鉄の魔女』たちはこちらを一瞥もせず、警けい戒かい心しんもなく、ただ横を通り過ぎて距離を取り始めた。

　好都合だ、そう思った時、安あん全ぜん圏けんまで離はなれた『黒鉄の魔女』が乗る『デッド・オア・ポイズン』がピタリと静止した。そしてそのドライバーが、あろうことか『黒鉄の魔女』に注意を促うながし始めた。

「……そうやって侮っていると、あの二人に足元をすくわれるわよ。現に、私がそうだった」

　ボサボサの茶色い髪かみが風に靡き、クマのできた鋭い目がこちらを恨うらめしそうに振り返る。

　その様子を見て、早希さんがぼそりと言葉を漏もらした。

「まさか……野の乃の寝ねさん？」

　もう一度『デッド・オア・ポイズン』のドライバーを見てみると、それはたしかに野乃寝さんだった。しかし、足あし摺づりさんのパートナーだった頃ころの大人しそうな印象はなく、まるで飢えた獣けもののような目つきでこちらを睨にらんでいる。

　どうして野乃寝さんがこんなところに……。そう言えば、前に足摺さんと会った時、野乃寝さんが行方ゆくえ不明とか言ってたな……。まさかブルームレース協会所属のドライバーとしてレースに参加していたとは……。

『黒鉄の魔女』が、野乃寝さんの言葉を鼻で笑い飛ばした。

「おもしろいことを言う――戯ざれ言ごと。東雲早希の力など取るに足らない――『幸運の魔女』。『大如月祭』での優勝――偶ぐう然ぜん」

「戯言なんかじゃない！　足摺先輩はあいつらのせいで負けたのよ！　あいつらの魔ま法ほうに翻ほん弄ろうされて、本来の力が発揮できなかったから負けたの！　しかも！　あの試合が足摺先輩にとっての引退試合になった！　ずっと勝ってたのに！　ずっと強かったのに！　あいつらのせいで、最後の最後に負けて終わらされた！　……今度こそ、私はあいつらに勝つ。そのために、今必要なのは情報なのよ！」

「……たかが人間の妄もう言げん――無意味。しかし、興味がわいた――関心。距離を保て――観察」

『黒鉄の魔女』は十分に安全な距離を保ったまま、じっとこちらを注視し始めた。

　最悪だ……。早希さんの魔力を解放して『パンプキン・クライ』を振り切ろうと思っていたのに、あんなところに陣じん取どられたら逃げるのは不可能だ。かといって後方に行けば『子烏丸』に攻撃される恐おそれが出てくるし……。

　しかもこの状況で『三秒視』を使用し続ければ、その分相手に情報を与えてしまうことになる。特に、『三秒視』を敵に使用する時の情報はできる限り渡したくない……。もしかすると、柚羽さんはそれを懸念して『黒鉄の魔女』を遠ざけるようなことを言ってくれたのか？

　川の先に『１２』番リングが出現し、こちらへ近付いてくる。後ろで手のひらをかざしたままの柚羽さんとリングとを交互に見比べる。

　そして、リングを潜くぐる直前、柚羽さんが動いた。

「『脆弱なる円盾フラジール・シールド』！」

　突如、前方に出現する小さな円形の盾。盾自体が飛んでくるようなことはないが、それはちょうど僕の顔を狙った位置に固定されている。

　なるほど。直接盾を体にぶつけて『搭とう乗じよう者しや生命維い持じ機構』を発動させようとしているのか。だが……。

　一度軽くブレーキを踏んでから、『赤雷』を捻るように操縦し、機体の側面で盾を弾き飛ばした。盾はくるくると回転しながら粉々に砕け散り、そのまま『赤雷』は難なく『１２』番リングを通過した。

　柚羽さんの防ぼう御ぎよ型がた魔ま法ほうは強力だが、それはあくまで守りに入っている時だけ。ただの盾では攻撃力に乏しく、回かい避ひも容易だ。

　柚羽さんが舌打ちをすると、今度は桃乃さんが『パンプキン・クライ』のスピードを上じよう昇しようさせ、直接アタックを仕掛けに来た。『パンプキン・クライ』はパワー重視の『フギンムニン・フォルム』。加速は弱いが直接ぶつけられると当たり負けしてしまう。

　ハンドルを手前に引き、後ろから追つい突とつして来ようとしている『パンプキン・クライ』を直上からやり過ごし、その後方にピタリとつける。

　柚羽さんたちには悪いが、これはレースだ。無理をして相手とぶつかりあう必要はない。このままこの順位を保っていれば、僕たちは二次予選を勝ち残ることができる。

　前方に躍り出た柚羽さんが、体を捻ってこちらに手を伸のばした。

「『束の間の棺桶ハーフタイム・コフイン』！」

『パンプキン・クライ』の後方から、蓋ふたの開いた巨大な棺が出現した。万が一この棺に閉じ込められれば、中に入った機体はコアを強制的に停止させられ、一〇秒後に棺の蓋が開くのを待つしかない。つまり、足止めの魔法だ。

　だがこの魔法は自機の真後ろにしか出現させられず、捕ほ捉そく力も弱い。即座にハンドルを左へ切り、壁沿いに上昇して、今度は『パンプキン・クライ』の前方へ回避する。

　ちょうど緩やかなカーブの終わりにあった『１３』番リングを潜り、前方で陣取る『黒鉄の魔女』たちに追いつかないよう、またも速度を一定にする。

『束の間の棺桶ハーフタイム・コフイン』の蓋が自動的に締まると、棺桶はそのまま川の中へ落下し、すぐに見えなくなった。もしも、この川の上を走るコースで棺桶に閉じ込められていたなら、僕らは水圧で二度と浮上できなくなっていたかもしれない。

　それでも、柚羽さんの魔法は僕たちには届かない。柚羽さんたちはレースに出場した経験が多く、最新の情報まで簡単に手に入れることができた。そして、柚羽さんの魔法は全て対策済みだ。どうやっても敗北はありえない。

　逃げ回ってばかりで攻撃を仕掛けてこない僕らを見かねて、柚羽さんは苛立ちをぶつけた。

「ちょこまかちょこまかと……。そんなとこでじっとしてないで攻撃してきなさいよ！　私たちに勝ちたくないの!?」

「……悪いけど、僕たちはこのまま逃げていればいいだけなんだ。無理して戦闘をする必要はない」

　森宮姉妹の境きよう遇ぐうを考えると胸が痛んだ。だが、僕らにだって負けられない理由がある。

「そんなこと言ったって……そんなこと言ったって！　戦ってくれなきゃ桃乃が……」

「……わかってる。わかってるよ……。だからきっと、このレースが終わったら――」

『パンプキン・クライ』が速度を上げてまっすぐこちらに突進してきたので、右翼を水面へ近付けるように『赤雷』を横に倒して回避行動を取る。

　しかし、『赤雷』の下を潜った『パンプキン・クライ』が、眼前でわざと水面に突っ込み、通常のブレーキではありえない急制動を取ったため、こちらの反応が一いつ瞬しゆん遅おくれてしまった。

「『三秒視』！」

　視界全体が赤く染まり、時間がゆっくり流れていく。『赤雷』は目の前に迫せまった『パンプキン・クライ』に突っ込んでしまい、機体前部の外装がはがされ、内部の基き盤ばんが露あらわになってしまう。

　そして、景色の色が戻もどり、今見た光景の直前に舞い戻った。

　すぐさまハンドルを引いて上空へ回避すると、『赤雷』の下部が『パンプキン・クライ』の後部をかすめるが、未来で見た景色よりもずっと軽微なダメージで済んだ。

　小声で早希さんに、

「ナイスタイミングだ、早希さん。それと念のため言っておくが、『三秒視』を相手に使用するのはできる限り控えてくれ」

「わかっています。『黒鉄の魔女』たちに情報を与あたえないため、ですよね」

『パンプキン・クライ』は水に突っ込んで急制動をした代だい償しように、前部に多大なるダメージを負っている。外装が剥がれ、そこから時々バチバチと火花が散っているのが見えた。

　あれは致命傷だ。このまま走っていればいずれ必ず失速する。

『１４』番リングを通過すると、コースは再び大きな川へ入り込んだ。海が近い。例年通り、ゴールリングがもうすぐそこにあるということだ。

　ボン、と『パンプキン・クライ』の損傷箇所から爆ばく発はつ音が轟とどろくと、灰色の煙が勢いよく噴き出してきた。

　もう無理だ。『パンプキン・クライ』はゴールまでもたない。

　柚羽さんは背中を丸め、わなわなと肩かたを震ふるわせた。

「ど、どうして……私たちがこんな目に遭わないといけないのよ……。そうでしょ？　ただ、『戦の魔女王の血筋』として生まれたからって……どうして『戦の魔女王』の言う通りに生きなきゃいけないのよ……。私が何か悪いことした？　桃乃が、何か悪いことした？　してないでしょ？　ただ生まれてきただけで、どうしてあんな奴やつの言いなりにならなきゃいけないの？」

　柚羽さんは涙なみだをにじませた目を見開き、唾つばを飛ばしながら叫さけんだ。

「私たちは必ず自由になる！　『全能水晶杯』までたどり着いて、魔女王たちを殺して自由になってやる！　だからこんなところで負けるわけにはいかないのよ！」

『１５』番リングを潜ると、『パンプキン・クライ』の魔ま力りよく噴ふん射しや口こうの出力が急激に上昇し、前部から激しい煙を噴き出しながら『赤雷』に向かって突っ込んできた。リングを潜る気など一いつ切さいなく、真正面から突っ込んでくる。

　柚羽さんが手のひらをこちらに向けた。

　だが、ここでどんな魔法を放とうと、僕たちには当たらない。柚羽さんの魔法は防御型魔法が主体で、この状じよう況きようで前にいる『赤雷』に大きなダメージを与える魔法は一つも持っていない。

　柚羽さんの涙が風で舞まい上がり、鼓こ膜まくを激しく震わせるほどの雄叫びが耳に届いた。その直後、『パンプキン・クライ』の眼前に、歪いびつな形をした盾が構築され始めた。

　……なんだ、あれは？

　その盾の形は釈然とせず、魔力の霧が集合したようなおぼろげな輪郭が、かろうじて平たい円形を保っていた。その物体が『パンプキン・クライ』を中心に、高速で回転しながら風を切る。

　あれは……攻こう撃げき型がた魔ま法ほう!?

　馬ば鹿かな！　柚羽さんは防御型魔法しか使えないはず！　まさか今日まで一度も使用せずに取っておいた？　いや、考えられない……。ありえない……。だったらなんだ……。どうして柚羽さんが攻撃型魔法を使っているんだ？

　柚羽さんは魔法名を詠唱していなかった。そのせいか、盾の形は歪で、回転するたびに自身の遠心力に耐たえ切れず、少しずつ分解してしまっている。それは、奥おくの手と呼ぶにはあまりにも拙つたないものだった。

　まさか……柚羽さん……君は……この場で作り出したのか。まったく新しい、攻撃型魔法を。

　新しい魔法を習得するには、その魔法に対する確固たるイメージが必要となる。しかし、いくらイメージを重ねたからといって、一朝一夕でできるようなものではない。新しい魔法を習得できず、一種類の魔法しか使えない魔女なんてざらにいる。

　なのに柚羽さんは今この場で、僕たちを倒たおすためだけに、まったく新しい魔法を作り出した。

　ただ、大切な妹を守りたい一心で。

　柚羽さんのことは調べていた。調べつくしていた。だからこそ、目の前に迫った未知の魔法に対して僕が選せん択たくできた行動はただ一つ――驚きよう愕がくすることだけだった。

　体が硬直したように動かない。柚羽さんの気迫に気圧され、次に何をしていいのかわからない。恐怖すら感じない。ただただ自分の体だけが、まるで他人のもののように言うことを聞かなくなった。

　すごい……。こんな魔女を、僕は今まで見たことがない。

「『三秒視』！」

　早希さんの声がする。

　だが、視界は赤く染まらない。

　こちらに突撃してきた『パンプキン・クライ』が『赤雷』の横をかすめ、小さく火花が飛び散った。しかし、僕たちに振り下ろされるはずだった高速回転した盾は、『パンプキン・クライ』の近くに浮うかんでいただけで、襲ってはこなかった。

『パンプキン・クライ』と『赤雷』が交差した直後、柚羽さんは興奮気味に声を漏らした。

「……やった。やったよ、桃乃！　私たち、勝ったんだ！　あの二人を倒したんだ！」

　これは……『三秒視』による未来を見たのか。

　振り返ると、早希さんが小さく頷いた。

「……柚羽さんに『三秒視』を使いました。ただ……」

　視界の先。すでにゴールリングを潜った向こう側で、『黒鉄の魔女』が無感情にこちらを観察していた。

「見識を改める――反省。東雲早希は厄やつ介かい――確信。油断大敵――『時の魔女王の血筋』」

　やはり警戒心を高めてしまったか……。油断してくれていれば簡単に隙をつけたかもしれないのに……。

　桃乃さんは唇を噛み締めながら、柚羽さんに視線を向けた。

「柚羽ちゃん……だめ、だったよ」

「えっ？　何？　どうしてそんな顔してるのよ！　もっと喜びなさいよ、桃乃！　私たち、勝ったんだから！」

「……勝ってない。柚羽ちゃんの魔法……当たらなかった……。ごめん。ごめんね。あたしのせいで……柚羽ちゃんを、悲しくさせちゃって……。ほんとに、ごめん」

　柚羽さんはこちらを見ると、力なく肩を落とした。

「……嘘うそ。……どうして？　……ねぇ、どうして、無傷なの？　たしかに墜つい落らくさせたはずなのに……。…………まさか、東雲早希の魔法の正体は……」

　その言葉を、『黒鉄の魔女』が敏感に聞き取った。

「……何かに気付いた？　――不明」

『パンプキン・クライ』の出力が下がり、速度がグングン落ちていく。その間にアクセルを踏ふみ、『赤雷』はゴールリングを潜った。







『関東城西鉄道杯はい』の二次予選を通過した僕たちは、海上に浮かんでいたゴールリングの近くに用意されていた埋立地の一角で『赤雷』を停止させた。海岸沿いは舗装されていて、広大な駐車場にはすでに数台のブルームが点々と佇んでいた。

『パンプキン・クライ』は僕の予想に反し、最後まで飛び続け、ゴールリングを潜った。その順位は二〇位。二次予選の通つう過か圏けん内ないではあるが……。

『パンプキン・クライ』は、半ば墜落するように『赤雷』の横へ来ると、アスファルトにぶつかって大きく跳ねた。その搭乗席から、柚羽さんと桃乃さんが満まん身しん創そう痍いでゆっくりと降りてくる。

　僕らもアスファルトに立ち、二人のもとへ駆かけ寄よった。

「大だい丈じよう夫ぶか、二人とも」

　桃乃さんが、柚羽さんに肩を貸したまま、ぎこちない笑えみを浮かべた。

「えへへ。負けちゃった」

「……悪い」

「進也くんが謝る必要なんてどこにもないよ。これはブルームレースだもん。しかたないよ……」

　柚羽さんの目からポロポロと涙がこぼれ落ち、アスファルトの黒い染みになっていく。

「ごめん……。ごめんねぇ、桃乃……。私……弱くて、ごめん……」

　すかさず、早希さんが柚羽さんの手を取った。

「二人とも、早く『赤雷』に乗ってください！　今すぐ安全な場所まで連れて――」

　早希さんと柚羽さんの間を、まるで生き物のようにうごめく鉄の鎖が割り込んできた。鎖が伸びてきた先には、『黒鉄の魔女』とその取り巻きの魔女二人が立っている。

「森宮姉妹はここまで――棄き権けん。ただちに魔女王様のもとへ連れて帰る――連行。邪魔をする奴には容赦しない――排はい除じよ」

　取り巻きの魔女二人が、桃乃さんと柚羽さんの腕を捻ひねり、強引に僕らから引き離した。どうにか二人を取り戻そうと手を伸ばすが、『黒鉄の魔女』の鎖がそれを阻む。

「……自分が何をしてるのかわかってるのか！　そのまま連れて帰ったら、桃乃さんは――」

「それはお前の知ったことではない――無関係。どうしてもというのなら止めてみろ――余興」

『黒鉄の魔女』に一歩にじり寄ると、早希さんが僕の腕を掴つかんでそれを止めた。

「いけません、進也さん！　真正面からいってどうにかなる相手ではありません！」

「でも、このままじゃ……」

「わかってます。だからここは一いつ旦たん引いて態勢を立て直しましょう」
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「……くそっ」

　僕らが足を止めると、『黒鉄の魔女』は鎖の魔法を消し、鼻で笑った。

「所しよ詮せんは人間――無力」

　そう言い残し、柚羽さんたちを連れ、『黒鉄の魔女』は去って行った。

　自分の不甲斐なさに嫌いや気けが差す。あんな魔法一つで、立ち向かうことすらできやしない。

　だけど……。

「……早希さん、僕に考えがある」

　だけど、人間にだってあがく権利はあるんだ。







第五章『背負っているものは違えども』







『時の塔とう』前。

　誰だれにも気付かれないように塔周辺の森の中に『赤せき雷らい』を停め、できるだけ足音を立てないように地面へ降りた。僕の後をついて来ようとしていた早さ希きさんを慌てて小声で制止する。

「早希さんはここで待っててくれ。目的の物を借りたらすぐに戻ってくるから」

「いえ、私も行きます」

　相変わらず強情な人だな……。

「……だめだって。早希さんはさっきのレースで消耗してる。まだこれから『赤雷』を何度か飛ばしてもらわなくちゃいけないんだ。だからそこで休憩して力を温存しておいてくれ」

「でも、進しん也やさん一人で『時の塔』に侵しん入にゆうするなんて危険すぎます！」

「早希さんが付いてきても危険が倍に増えるだけだ」

　早希さんは心配そうに「でも……」と眉をひそめた後、「……わかりました」としぶしぶ納なつ得とくして『赤雷』の後席に留とどまった。

　周囲に人の気配がないことをたしかめながら、足音を立てないように『時の塔』の門前に向かう。

『時の塔』はこれまでに二度訪れたことがあるが、いつもシンと静まり返っていて、今回も例に漏れず、和なごやかな鳥の鳴き声だけが聞こえてきた。

　門前に立つが、門は開かない。

「……やっぱり駄目か。じゃあこっちは……」

　この前扉とびらが開かなかった時に、メイドさんは扉の横にある小さな溝みぞに手を入れていた。それに倣ならい、溝に指を突っ込んで手て探さぐりで感かん触しよくを確かめた。すると、溝の奥にレバーのような突起を発見し、それを指先に引っかけて手前に引いた。

　ガコン、と音がして、ゆっくりと門が開いていく。

「もっとセキュリティーに気を使った方がいいな、ここは」

　まぁ、わざわざ侵入するような馬鹿はいないってことかな……。

　中にも人ひと影かげは見えず、そのまま足早に、かつ慎しん重ちように階段を上り、以前入ったことがある青い扉までたどり着いた。

　押し開き、中に入ると、埃ほこりっぽい空気が流れてきて咄とつ嗟さに口を押えた。

　鍵かぎがかかってなくてよかった……。よし。このまま目的の物を……。

「おい。お前、ここで何をしておる」

　聞き慣れた偉そうな幼女の声。焦あせりで額に汗あせがにじみ、目が泳ぐのを必死で抑えた。

　顔を上げ、正面に立つ『時の魔女王』に視線を向ける。

「……あ、あの……」

『時の魔女王』はパジャマ姿ではなく、最初に会った時のようにフリルのついた真っ赤な衣装を身にまとい、頭の上には手のひらサイズほどの小さな帽子をのせていた。

「答えろ。お前を招待した覚えはないぞ」

　焦るな……。ここで目的がバレたら柚ゆず羽はさんたちを助けに行けなくなる。

「えっと……じ、実は、あなたにこれを差し入れに……」

　念のためにここへ来る前にコンビニに立ち寄り、高級メロンパンの二倍の値段もする超高級メロンパンを購入しておいた。それを魔女王の前にかかげると、魔女王の視線がスーっとそれを追い始めた。

「……むっ。それは前のやつとは少し違うではないか」

「そうです。これは前のやつとは一味も二味も違う、ものすごくおいしいメロンパンなのです」

「ほぉ……。よし。それをわしによこせ」

　魔ま女じよ王がメロンパンに手を伸ばすが、ここで渡してしまっては目的を果たせない。魔女王の手がギリギリ届かない位置までメロンパンを上げ、身を翻して後退りするように少しずつ奥へ進む。

「むっ！　おい、とどかんぞ！」

　魔女王が小さな体を何度も跳ねさせ、メロンパンをもぎ取ろうとするが、それをすんでのところでかわして奥へ行く。

「舐なめとるのか小こ僧ぞう！　お前わしに差し入れに来たんじゃろうが！　さっさと渡さんか！」

「あっはっは。魔女王様、あいかわらず可愛かわいいですね～。ほーら、こっちですよー」

「おい。殺すぞ」

「ひっ！」

　怯ひるんだ隙に魔女王にメロンパンを奪うばわれたが、ちょうどとなりに銀のバングルを発見した。

　よし！　見つけた！　『インビジブル・バングル』！　この魔具を装着した者は姿を消せるらしい。これを使って『戦の魔女王』が住む『戦の塔』に侵入し、隙を見て柚羽さんたちを救い出す。

『インビジブル・バングル』を取ろうとするが、それについているメモ書きが、他の魔具についているメモ書きと絡まってしまって解けない。魔女王は手に入れたメロンパンの袋ふくろを一いつ生しよう懸けん命めい左右に引っ張って開こうとしている。

　魔女王の目を盗み、絡まっている魔具を確かく認にんした。

　なんだこの小さい球体みたいな魔具は……。えぇい、もう面めん倒どうだ！　こっちも一いつ緒しよに借りてしまえ！

「おい。開けろ」

「はい!?」

　魔女王に見つからないように、さっと魔具をポケットの中にしまった。

「開けろと言うとるじゃろ」

「は、はい。今すぐ」

　メロンパンを受け取りながら、必死で愛想笑いを作った。

「そ、それにしても、今日は帽子までかぶってどうしたんですか？」

「……いや、なに。これからちょっと、うちの阿あ呆ほうの尻ぬぐいにいかねばならんのじゃ」

「尻ぬぐい？」

「うむ。うちの奴らは皆阿呆ばかりで困るわい」

『時の魔女王』はもうずっとこの塔から出てないって話を聞いたことがあるけど……。外に出るってことはそれだけ大切な用事ってことか？

　詳くわしいことはわからなかったが、メロンパンの袋を開いた途と端たん、それを魔女王がぶんどり、吐はき捨すてるように「出ていけ」と言われ追い出だされてしまった。

『時の塔』から逃げるように退避し、早希さんのもとへ戻る。

「進也さん、大丈夫ですか？」

「あ、あぁ……。魔女王とばったり鉢合わせてしまったけど、あの人が抜けてて助かったよ」

「……魔女王に聞かれたら怒おこられますよ。それで目的の物は……」

「あぁ、ここに」

『インビジブル・バングル』を取り出すと、一緒に借りてきた球体型の魔具がポトリと地面に落ちた。そのメモに目を通すと、こう書かれていた。

【『起き爆ばく白はく煙えん』　上部に取り付けられた輪っかを抜くと白煙が噴き出す】

「『起爆白煙』？　これ、逃げる時に使えそうだな」

　……だけど、この前来た時こんな物あったっけ？

「進也さん？　どうかしましたか？」

「え？　い、いや、なんでもない……」

「では、行きましょう、『戦の塔』へ。柚羽さんと桃もも乃のさんを助けに」

「あぁ。急ごう」







『戦の塔』の近くに到とう着ちやくした頃、すでに辺りは夕焼けに染まっていた。『戦の塔』も『時の塔』と同じく、山中に建設されていたため、その周辺の森の中へ『赤雷』を隠すように停めた。

　早希さんが『赤雷』の後席からガヤガヤと騒ぎ立てる。

「ダメです！　今度こそ私も一緒に行きます！」

「無理だ。このバングルは使用している一人にしか効果がない。だから早希さんはここで待機だ。一緒に来られても足手まといになる」

「なっ!?　一人しかダメなんて聞いてませんよ！」

　……だって言ってないし。

「それに早希さんにはまだ、ここから逃にげ出す時のために魔ま力りよくを温存してもらわないといけないんだ。だからここで待っててくれ。僕ぼくが姿を消して『戦の塔』に潜入して、どうにか柚羽さんたちを連れ出し、ここまで戻る。重量オーバーだが二人くらいなら運べるはずだ」

「でも……」

「いいから待っててくれ。大丈夫。心配するな。すぐに戻るから」

　早希さんは返事を渋ったが、僕はそのまま一人で『戦の塔』に向かった。







『戦の塔』の真下に着く前に、『インビジブル・バングル』を手首に装着する。すると、みるみる体が透けていき、自分自身でもその姿を視し認にんすることができなくなった。

　うわっ……。なんだこれ……。足が見えないから躓つまずきそうだ……。でも服も一緒に消えてくれてよかった。もしも服が消えてくれなければ、素っ裸で『戦の塔』に潜入しないといけなかったからな……。

　腰こしをかがめ、足音を殺しながらゆっくりと歩く。草をかき分けると目立ってしまうので、可能な限り平地を通っていき、目的地へ急いだ。

『戦の塔』に到着すると、『時の塔』との違ちがいに思わず声を呑のんだ。というのも、『時の塔』は人気がなく、シンと静まり返っていたのに対し、『戦の塔』は常時門が開かれていて、たくさんの人が行き来していたからだ。

　すごいな……。あれ、皆魔女か？　もしかして全員『戦の魔女王の血筋』なのか？

　……こんなところで潜入してるのがバレたらひとたまりもないな……。

　門のすぐそばで、門番を務めているらしい女性が、キョロキョロと周囲に視線を配っている。そこへ恐る恐る近付き、わざと視界の中に入ってみるが、僕の姿を捉とらえた様子はない。

　よし。見えてないみたいだ。

『戦の塔』に入ると、遥はるか頭上、塔の最上階まで全部が吹ふき抜けになっていて、顔を上げると遠くの方にオレンジ色に染まった空が見えた。そしてその塔の内部には、何百枚もの障子がズラリと並んでいて、たくさんの人がそこを往来していた。まるで入り組んだ蜘蛛の巣が上に向かって連なるように階段が設置されていて、この塔が何階まであるのか釈然としなかった。

　監かん獄ごくみたいだった『時の塔』とはえらい違いだな……。日本の城みたいな雰ふん囲い気きだけど、規模が大きすぎて比べ物にならない……。

　あまりに予想外だった塔の内部を、間抜けにポカンと口を半開きにして眺ながめていると、すぐそばで三人の少女が楽しそうに談笑しているのが目に留まった。

　あれは……二次予選で『黒鉄の魔ま女じよ』と一緒にいた二人だ。だけど、真ん中の人は見たことないな……。

『黒鉄の魔女』の取り巻き二人に囲まれて、綺き麗れいな黒い着物を着て、その上から袴をはいている女性がいる。年ねん齢れいは僕と同じくらいで、群青色の髪をポニーテールに結んでいる。腰には一本の日本刀がぶら下がっているが、それが本物かどうかは確認のしようがなかった。三人とも僕には気が付いていないようで、こちらを見る素そ振ぶりすらない。

　とにかく今は柚羽さんたちを助けに行かないと……。でも、見み渡わたす限り部屋だらけだ……。『黒鉄の魔女』は『戦の魔女王』のもとへ連れて帰るって言ってたけど、本当にここのどこかにいるんだろうな……。

　疑問に思いながらも、腹をくくり、階段に向かって一歩踏み出した。するとその瞬しゆん間かん、ずっと上の方で、何かが壊れるような鈍にぶい音がして足を止めた。見上げると数枚の半壊した障子がヒラヒラと舞っていて、そのやや上空に人の影かげを確認した。

　あれは……柚羽さんと桃乃さん!?

　柚羽さんは、自分の魔法で出現させた盾に座すわるような形をとりながら、こちらに向かって急降下している最中だった。その脇には青ざめた顔で下を見下ろす桃乃さんの姿もある。

　そしてそのすぐ後を、蛇のようにウネウネとうごめく鎖くさりをまとった『黒鉄の魔女』が追ってきた。

　二人がそのまま塔の玄げん関かん先、僕のすぐ目の前に落ちてくると、落下の衝しよう撃げきを保護魔法の膜まくが緩和し、そのまま向かい合うようにお互たがいの武器を構え合った。

『黒鉄の魔女』が言う。

「何をしている――森もり宮みや柚羽」

　柚羽さんは勝ち気な笑みを浮かべ、桃乃さんを抱き寄せた。

「はっ！　自分の妹を守るのに理由なんているのかしら！」

「……馬鹿なことを――無謀。お前が私に勝てる可能性――〇パーセント」

「勝てなくてもいい。逃げ切れば……桃乃を守り切れば、私の勝ち」

『黒鉄の魔女』は呆あきれたように頭を振ふる。

「何故なぜわからない――森宮柚羽。私とお前の力の差は歴然――雲泥の差。諦あきらめろ――賢けん明めい」

「嫌よ！　こんなところで桃乃を諦めてたまるもんですか！」

『黒鉄の魔女』は少し考える素振りを見せると、

「……できれば塔を傷つけたくない――提案」

「……提案？　何よ？」

「東雲しののめ早希の魔法について教えろ――全部。二次予選の最後、お前は何かに気付いた――疑問。それについて話せば、お前の処遇については便宜をはかろう――不問」

　柚羽さんは、『黒鉄の魔女』の言葉を探さぐるように疑問を呈ていした。

「……私の処遇については？　……桃乃は？　桃乃はどうなるの？」

「無論、森宮桃乃に関しては、明日先方に引き渡す――当然。そして魔女王様のために新たな魔女を作れ――命令」

　柚羽さんが持っていた盾を消しよう滅めつさせると、『黒鉄の魔女』ににじり寄り、すかさず手のひらをかざした。

「『断頭盾クビキリ・シールド』！」

　柚羽さんの眼前に、のこぎりのような凹おう凸とつがついた盾が出現すると、それは空中に留まったまま高速で回転し始めた。

　あれは二次予選の最後で使った攻撃型魔法！　すでに完全な形で形成されている……。

　高速回転する盾は、柚羽さんが一歩横に動くと、それに伴ともなって同じ方向へ進行した。

　あの魔法、遠くに飛ばせたりはしないのか。近きん距きよ離り攻こう撃げき型がたの魔法みたいだな。

　柚羽さんは『黒鉄の魔女』との距きよ離りを縮めるために走り出すが、それをムチのようにしなる鎖が邪じや魔まをする。鎖が回転する盾にぶつかるたび、オレンジ色の火花が飛び散った。

　だめだ。このままだと防戦一方。普ふ通つうの盾でガードに専念した方がまだ逃げ出すチャンスがあったかもしれないのに……。

『黒鉄の魔女』と柚羽さんの距離が、徐じよ々じよに狭まり始める。絶え間なく続く鎖の猛攻に押おされ、とうとう柚羽さんは片かた膝ひざを床ゆかについてしまった。

『インビジブル・バングル』は装着した者の姿を消すだけ……。こんな大衆の面前で柚羽さんにバングルを装着させても、姿を消したことがすぐばれてしまう……。迂う闊かつだった。『時の塔』に人がいないから、こっちも同じようなものだと思い込んで甘あまい作戦を立ててしまった……。一人ずつだったらまだ助けられたかもしれないのに……。何か他にこの状況を打開する方法はないのか……。

　ポケットに手が触ふれると、ようやくそれの存在を思い出した。

　そうだ！　この『起爆白煙』なら！　目くらましをしている間に、混乱に乗じて抜け出せるかもしれない！

　人が多いからこそ、突とつ然ぜんの煙に動どう揺ようし、混乱は波は紋もんのように拡大するはず。

『インビジブル・バングル』の効果でポケットに入っている『起爆白煙』を直接見ることはできないが、手で触り、輪っかの位置を確認した。それを思い切り引き抜き、『起爆白煙』を柚羽さんと『黒鉄の魔女』の間に放り込んだ。

　だが、『起爆白煙』はいつまで経っても二人の間に転がったりはしなかった。何故なら、僕が『起爆白煙』を投げた瞬間、一人の少女の手によって受け止められてしまったからだ。

　……は？

　その少女は、さっき『黒鉄の魔女』の取り巻き二人に挟はさまれていた人物。黒い着物に袴姿の女の子。その子が、物凄い速度で僕の目の前に走ってきて、『起爆白煙』を片手でキャッチしたのだ。

　まさか……僕の手から離はなれた瞬間に可視化された『起爆白煙』を見て反応したというのか。

　その少女は、群青色のポニーテールを揺ゆらし、体を捻って『起爆白煙』を上空に向かって放ほうり投なげた。一いつ切さい弧こを描えがかずにまっすぐと進む『起爆白煙』は、蜘蛛の巣状に連なる階段にはかすりもせず、そのまま『戦の塔』の上まで突き抜ぬけた。そこまで来るとようやく、『起爆白煙』は爆ばく音おんを立てて爆発し、白煙が無情にも空一面に広がった。

　ポニーテールの少女の瞳ひとみは暗く、姿を消しているはずの僕の手を掴むと、装着していた『インビジブル・バングル』を優やさしく奪い取った。

「ふむ。なるほど。よい魔具である。これほどの上物には中々お目にかかれまい」

　僕の姿が露わになると、桃乃さんが驚おどろいた表情でこちらを見つめた。

「し、進也くん!?」

『黒鉄の魔女』たちは戦せん闘とうをやめ、柚羽さんも目を白黒させている。

「なっ!?　あ、あんた、こんなとこで何してんのよ！」

　ポニーテールの少女がふんと鼻を鳴らす。

「なんだ柚羽、この人間、お前の知り合いか？」

　柚羽さんは、それまでの攻こう撃げき的てきな態度を一変させ、緊きん張ちようした面持ちで返答した。

「……はい。少し」

　そこに、『黒鉄の魔女』がすかさず口をはさむ。

「例の、森宮姉妹と密会していた東雲早希のパートナー――人間。魔女王様がお気になさるような者ではありません――断言」

　魔女王？　まさか、この子が『戦の魔女王』なのか！

『戦の魔女王』との遭そう遇ぐうは考えられる中でも最悪のパターン……。ここから無事に逃げ出す方法なんて……。

『戦の魔女王』は、『インビジブル・バングル』を興味深そうに一ひと撫なでした。

「ふむ。ということは、『時の魔女王』の関係者か。まぁ、あやつが余相手に人間など差し向けるはずもないであろう。おそらく、目的は桃乃の確保、といったところか。さっきの爆弾もただの目つぶしであったからな」

『戦いくさの魔女王』は低く唸って頭をひねり、呆れたように柚羽に視線を送った。

「うーむ。随ずい分ぶんとっちらかっておる状況であるな……。とりあえずこの人間は後で殺して亡なき骸がらを『時の魔女王』に送りつけるとして……」

　どうして皆そんなに僕を殺したがるんだよ……。

「まずは柚羽、お前は余と約束したであろう？　『関東城西鉄道杯』で功績を収めなければ桃乃を嫁とつがせると。お前もそれで納得しておったではないか」

　柚羽さんは出現させていた盾たてを消失させると、『戦の魔女王』に向き直った。

「……納得なんてしていません。魔女王様が無理やりお決めになったことです」

「無理やりであろうとなかろうと、余が決めたことである。お前は納得する以外に選せん択たく肢しなどなかろうが」

「で、ですが！」

『戦の魔女王』は口調を穏おだやかに、目は笑わずにとうとうとまくしたてた。

「それに桃乃と番つがいになる相手の男も、余が直々に見み極きわめた、人間にしては存外マシな男であるぞ？　年齢の程は三〇過ぎ、日ひ頃ごろから運動を欠かさず、頭も切れ、容姿も端たん麗れい。人望も厚く、人柄も良い。肉体的、精神的に全く問題ない優ゆう秀しゆうな個体じゃ。……まぁ、それだけ優秀な個体ゆえ、すでに番となる女と生まれたばかりの赤子がいたことは仕方のないことではあるがな」

『戦の魔女王』の言葉で、一いつ瞬しゆんの静寂が場を包つつんだ。

「……はい？　い、今、なんて……？」

「おや？　話しておらんかったか？　その男、すでに妻子を持っておったのだ。男は育児にも長けておってな、毎日仕事を早くに終わらせ、寄り道もせず家に帰り、疲つかれなど一切見せずに妻と子を大切に育てておった。どうだ？　そういう優秀な男を、桃乃のために余が探し当てたのだ。それでもお前は納得できぬと申すのか？」

　恐おそる恐る、柚羽さんがたずねた。

「…………あ、あの……その……奥さんと、子供は……」

「なんだ？　顔が真っ青ではないか。あっはっは。お前、余がその二人を殺したと思っておるのか？　安心せい。まだ殺してはおらん」

「……え？　ま、まだ？」

「せっかく見つけた優秀な個体に逃げられたりすれば面倒であるからのぉ。妻と子はこちらで監禁し、言うことを聞かなければ殺すと脅して男を大人しくさせておる。まぁ、なに。桃乃との間に女児が生まれれば、そいつの役目もそれまでだ。三人まとめて余がきちんと殺しておく。だから何も心配することはないぞ、柚羽、桃乃」

　会話が成立していない。価値観が違い過ぎて、柚羽さんと桃乃さんの考えを全く理解できていない。

　これが王？　これが、世界を束ねる『魔女王六星』の一人なのか？

　……冗じよう談だんじゃない。

　……誰だ、こんな奴やつを最初に王と名乗らせたのは。

「…………人間を、なんだと思ってる」

　柚羽さんが真っ青な顔でこちらを見ている。

「ば、馬鹿！　あんた、何言って――」

『戦の魔女王』が、ゆっくりとこちらを振り返かえり、新しいおもちゃを見つけた子供のように目を細めた。

「ほぉ。今の言葉、まさか余に言ったのか？」

　このままじっとしていたら、僕は確実に殺される。だからほんの一瞬、隙すきを見て、『戦の魔女王』が持っている『インビジブル・バングル』を取り戻もどす。あの魔具の効果で姿を消していた時、『戦の魔女王』は僕の存在を感知できていなかった。見つかったのは『起爆白煙』が僕の手から離れて実体化し、居場所がバレてしまったからだ。次に姿を消したらすぐさまこの場を離れ、また別の機会をうかがって桃乃さんたちを救出する。

　それが、僕に残された、生存へ繋つながる唯ゆい一いつの道。

　会話を聞いていた限りでは、『戦の魔女王』は二人に危害を加えるつもりはないようだし、身の安全は保障されているはず。

　だから今は、自分のことに集中しろ。

「あぁ、そうだ。それ以外に誰がいるんだ、『戦の魔女王』」

　僕にできるのは、相手の動きを見極めることだけ。さっき『戦の魔女王』が『起爆白煙』を受け取った時の高速移動も、僕の目にはギリギリ見えていた。だが一気に接近されてしまってはバングルを取り返している暇ひまはない。

　だから話す。言葉を繋げる。『戦の魔女王』の意識を逸らす。そしてその間に、僕の手がバングルに届く距離までゆっくりと詰つめていく。

　大丈夫だ。さっき柚羽さんがここへ飛び降りてきた時、その衝撃が保護魔ま法ほうによって相殺されていた。つまりこの場にいる限り、僕は殺されたりはしないということだ。

『戦の魔女王』はその場から動かず、代わりに、バングルを持っていない方の手で腰にさしていた日本刀を掴んだ。

『戦の魔女王』は、鞘に収まったままの日本刀を高々と振り上げた。

「お前、よもや自分の体は保護魔法で守られるから安心、などと考えておるのではなかろうな？」

『戦の魔女王』が掲かかげていた日本刀を床に叩たたきつけると、保護魔法の障しよう壁へきが床を衝撃から守ろうと出現したが、それはまるでガラスのように粉々に砕け、床には大きな穴が空いてしまった。

「……ま、まさか！」

「王にこんなものが通用すると思っておったのか、人間」

　保護魔法は魔女王には効果がないのか!?

　……だが、ここで引いたところで見み逃のがしてくれるような相手じゃない。

「まぁ、久々の余興だ。すぐに終わってもつまらん。わしは魔法を使わず、この鞘に入った刀一本で勝負してやろう。こっちの方が余の素手よりも柔いのでな」

　相手の言葉を鵜呑みにするな。突とつ然ぜん魔ま法ほうを使ってくることも考えろ。相手はそういう人種だ。僕のことを対等だなんて思っていない。欺いたところでそれも余興と笑うだけだ。

　だったら……一発勝負だ。一気に走り抜けて『戦の魔女王』からバングルを取り戻す。怖こわいのはバングルを取とり戻した後、僕を見失った『戦の魔女王』が闇雲に攻こう撃げきを放つことだ。そうなれば姿は見えていなくても、僕の体にぶつかり、それで居場所がバレてしまうか、そのまま死んでしまう恐れがある。

　そうなることを避さけるため、バングルで姿を消した直後にすぐさま、近くにいる『戦の魔女王の血筋』の背後に隠れる。『戦の魔女王』は身内に危害を加えるつもりはないようだし、間違ってもそこに攻撃が飛んでくるようなことはないはず。

「どうした？　何を固まっておるのだ。そっちから来ないのであれば、こちらから――」

　言葉を言い終わられる前に、床を蹴り、前へ進む。

「ほぉ。正面からとは、愚おろかな」

『戦の魔女王』はさっき自分で言った通り、持っていた日本刀を軽く右手で握にぎり返した。そしてそれは、ちょうど僕が真正面に来た時、僕の頭を狙ねらって薙なぎ払はらわれた。

　振り出された刀は、あまりの速さに輪りん郭かくを歪ゆがませ、甲かん高だかい風を切る音だけが無情に響いた。

　だが、僕には見えていた。

『戦の魔女王』が僕の頭に視線を移したことも、指先に力を入れたことも、刀を振りぬくためにやや右足に体重をのせたことも、振った後に左手がぶつからないように手を腰に引き寄せたことも、僕の頭を飛ばす想像をして舌なめずりをしたことも、全すべて見えていた。

　だから、避けられた。

『戦の魔女王』が放つ一いち撃げきを、腰をかがめて避けることができた。

　すぐさま『戦の魔女王』が左手に持っていたバングルを指に引っかける。

　よし！　このままこれを装着すれば……。……え？

　甘かった。自分の目を信しん頼らいしすぎるあまり、盲もう目もく的になっていた。

　バングルは、まるで岩のようにビクともしなかった。『戦の魔女王』の尋常ならざる握力が、バングルをしっかりと握りしめていて動かなかったのだ。

　僕はバングルに引き寄せられるように『戦の魔女王』の胸にぶつかってしまい、死を覚かく悟ごして目を瞑つぶった。

　しかし、いつまで経っても、日本刀がもう一度振ふり下ろされることはなかった。

　日本刀を振りぬいたまま、『戦の魔女王』は目を見開いて硬直している。周りにいる『戦の魔女王の血筋』も、まるで悲鳴を上げるように話し始めた。

「まさか、避けられた!?」「信じられない……」「魔女王様がわざと外したんじゃないのか？」「あの男、まだ生きてる……」「どうして？」「何をした？」「何がどうなってるの？」

『戦の魔女王』が、ぎょろりとこちらを睨む。

「何故、人間ごときに、余の攻撃がかわされたのだ？　魔具を使った気配もなく、ただ、避けられた……。ありえん……。なんだこれは？　どうなっておる。お前は……いったい何者だ」

　その時だった。『戦の塔』の開け放たれた門から、ぞろぞろと人だかりが入ってきて、その一番前に立っている、真っ赤な服を着て、クマのぬいぐるみを抱かかえたあどけない幼女が、可愛らしい声で言い放った。

「そいつはわしらの身内じゃ」

　その人は、ずっと塔に引きこもっていて、身内にすらその顔を明かさず生きてきた幼女。そして、僕の好きな人を追いやった張本人、『時の魔女王』だった。

『戦の魔女王』は少し驚いた表情を浮うかべた後、嬉うれしそうに笑えみを作った。

「久しいな、『時の』。いったいいつぶりか」

「知るか。そんなものいちいち数えておらん」

　門の入り口には、大量の魔具を抱えた四人のメイドさんと、『時の魔女王』。それに早はや音ねさんとミチルさん、早希さんの姿まであった。

　早希さんが僕のもとに駆かけ寄よってきて、

「進也さん！　無事ですか！」

「……あ、あぁ。というか、早希さん、何がどうなって……」

「……わかりません。『赤雷』で待機していたら、急に……」

　ポカンとしているところに、早音さんがヒラヒラと手を振りながらこちらへ歩いてきた。

「やぁ、進也くん。君、もう少しで殺されるところだったね」

「……あの……どうして、ここに？」

「ん？　そんなの決まってるじゃない」

　早音さんは僕の手を握ると、それを一気に引き寄せた。

「君を助けるためだよ」

　ありえない……。そんなことをする理由がどこにある……。

『戦の魔女王』が、早音さんに殺気のこもった視線を向けた。

「おい。誰がそいつを連れて行っていいと言った？」

　その言葉に、『時の魔女王』があっけらかんと返答する。

「わしじゃ。阿呆め」

　何が起こってるんだ？　『時の魔女王』が僕を助けにきた？　どうして？

　僕らの横をミチルさんがさっと走り抜け、後ろで呆けていた森宮姉妹に手を差し伸べた。

「さぁ、お二人もこちらへ」
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　柚羽さんがどうしていいのかわからずにためらっていると、ミチルさんは待っていられないと言わんばかりに、柚羽さんと桃乃さんを両りよう肩かたに抱え、そのまま僕らと一緒に『時の魔女王』の背後まで退避した。

「あの、早音さん、教えてください……。どうして、僕を助けに来てくれたんですか？」

　早音さんは夕暮れに染まった空を見上げながら、

「う～ん……。話せば長くなるんだけど……。事の始まりはそう、私と進也くんが初めて出会う一週間くらい前。うちの言こと音ねがね、慌あわてた様子で私と『時の魔女王』にこう言ったのさ、『近いうち、明日あした葉ば進也が『戦の魔女王』の手で殺される。だからそれを阻止するために動いてくれ』ってね。いやぁ驚いたねー。言音が私たちに頼みごとをしてきたのなんて早希の時以来だったからさー。まぁ、あの時は叶かなえてあげられなかったんだけどね……。もちろん、私と『時の魔女王』は反対したよ？　そんな奴は知らん、放っておけ、勝手に死んでいればいいってね。だけど話を聞くと、その男がなんと早希の彼かれ氏しだっていうじゃないか。しかも一緒になって『大だい如月きさらぎ祭さい』で優勝しちゃったらしい。さぁ、困った。東雲家は昔、早希を追放する時も揉めに揉めてね、内部ではそれなりにぎくしゃくしたもんさ。その早希がせっかく手に入れた些細な幸せを守らないなんて許さないぞー、っていう勢力が大勢いてね……。それでも私と魔女王は、早希をこれ以上目立たせたくはなかったから、進也くんには死んでもらって、早希は誰の目にも触れない安全な場所で保護したかったのさ」

　ぞっとすることをさらっと言った早音さんは、僕の頭をグシグシと撫でた。

「だけど、やめた」

「……ど、どうしてですか？」

「……早希が、笑っていたからだよ」

「…………」

「目立つな、名乗るな、死んだように生きろ。……生きてさえいてくれれば、それでいい。昔はそう思ってたんだけどね。君といる時、早希は笑っていた。あぁ、そんな顔もできるんだって思ってさ、私は君を助けたくなった。早希の笑え顔がおを守りたくなった。それだけさ」

　早音さんは少しためらいながら、今度は早希さんの頭にポンと手をのせた。

「……悪かったね、早希。私が間違ってたよ」

　僕らをよそに、対たい峙じした二人の魔女王はにらみ合いを続けていた。『戦の魔女王』は刀を腰に差し直し、持っていた『インビジブル・バングル』を粉々に握りつぶして四人のメイドを見み渡わたした。

「余の塔とうにぞろぞろと人間を連れ込みおって。『時の』、お前も人間嫌ぎらいであったろう？」

「嫌いじゃ。嫌いに決まっとるじゃろ。じゃがこやつらはみな、わしのために命をかける覚悟を持った者じゃ。そこに人間と魔女との隔たりなど存在せん」

　こっそりと早音さんが耳打ちする。

「うちの魔女王はね、養護施設で引き取り手のなかった子供たちを受け入れるように命じているのさ。それが人間だろうと、魔女だろうとね。あの人は昔からそういう人なんだ」

『戦の魔女王』は長い溜ため息いきを吐いた後、『黒くろ鉄がねの魔女』たちに向かって言った。

「全員、今すぐ『戦の塔』から退避せよ」

「わかりました――早急」

　その号令を聞き、次々と塔内部の者が我先にと逃げ出し始めると、退避が完かん了りようしていないまま、『戦の魔女王』は動き出した。

　一瞬で『時の魔女王』との距離を詰め、一息に拳を振り下ろす。それを『時の魔女王』がひらりとかわすと、『戦の魔女王』の拳は床にめり込み、その衝撃で周囲が円を描くように陥没した。

『時の魔女王』はやや離れたところで、準備運動をするようにぴょんぴょんと飛とび跳はねている。

「まぁ、待て。わしはお前に話があってここまで来たんじゃ」

『戦の魔女王』は体勢を立て直しながら、

「そうか。余はお前に話などない。ここで殺してやる。お前の師匠、『創造の魔ま女じよ王』のようにな」

　師匠だって？　この前『時の魔女王』と会った時、『創造の魔女王』のことを知り合いだと言っていたけれど、師弟関係にあったのか……。しかもその師匠である『創造の魔女王』を殺したのは、今目の前にいる『戦の魔女王』……。

『時の魔女王』は足を止めると、さっきまでの穏やかな雰囲気を一変させ、怒気を孕はらんだ口調で述べた。

「やれるものならやってみろ。返り討ちにしてくれるわ」

『戦の魔女王』が立っていた床が、爆ばく発はつしたように後方へ吹き飛び、次の間には『時の魔女王』の眼前で右拳を高々と振り上げていた。

　そこへ、何を思ったのか『時の魔女王』は、「ほれ」と持っていたクマのぬいぐるみを『戦の魔女王』に優しく投げ渡した。『戦の魔女王』は面めん食くらったように動きを止め、咄とつ嗟さにそれをキャッチしてしまった。

　そしてその隙を突くように、『時の魔女王』はひょいと逆立ちをすると、そのまま腕うでのバネで体全体を空中へ押し上げ、『戦の魔女王』の顎あごを蹴りぬいた。

　不意を突かれた『戦の魔女王』はエビ反りになり、口内からは大量の血液が噴出した。それは通常人の体内に流れている血液の色をしておらず、紫むらさき色いろの魔力光でぼんやりと光っている。

『時の魔女王』はそのまま手でクルリと体を回転させると、相手の腹に蹴りを加え、『戦の魔女王』を吹き飛ばした。『戦の魔女王』は床に三度跳ねて、そのまま壁に激突した。

『時の魔女王』は逆立ちをやめ、手のひらについた埃を叩き落とした。

「相手が実力者であるほど、些細なことで隙がうまれるものじゃ。よぉ覚えておけ」

　誰だれに言うでもなくそんなことをつぶやくと『時の魔女王』は、『戦の魔女王』が落としたクマのぬいぐるみを抱え、それを僕に向かって投げてきた。

「持っとれ。なくすでないぞ」

　それから『時の魔女王』は、大量の魔具を持っているメイドさんに手を差し出した。

「一六番、『焔ほむら落おとし』」

「かしこまりました」

　メイドさんが手て渡わたしたのは、一本の巨きよ大だいなハンマーだった。いくつもの魔ま法ほう陣じんが刻まれていて、『時の魔女王』が持った途端、表面に刻まれたルーン文字共々真しん紅くの光を帯び始める。

『時の魔女王』はそれを軽々と片手で構えると、崩れた壁の瓦が礫れきから這はい出たばかりの『戦の魔女王』に向かって思い切りぶん投げた。

　一直線に放たれたハンマーは、空中で赤く染まり始め、最後にはマグマのように沸ふつ騰とうしながら『戦の魔女王』の全身に降ふり注いだ。

『戦の魔女王』の悲痛な叫さけびが塔内部に響き渡り、熱気で発生した蒸気と、肉の焼ける臭においが充満する。

「三番、『アイスバウンド・ランタン』」

「かしこまりました」

　次に受け取ったのは、やや細長い台形をしたランタンで、四方をガラスで覆われた内部に、真っ青に輝かがやく光の粒が見える。

　ランタンの上部、取っ手の部分に照準が取り付けられており、『時の魔女王』はそこに片目を近付けると、融解したハンマーの熱で悶もだえ苦しんでいる『戦の魔女王』にじっくりと狙いを付けた。そして、ランタンの横にある突起を捻ひねると、カシャン、と音がして、『戦の魔女王』の方向を向いていたランタンのガラスが一枚だけせりあがった。

　開かれたランタンの内部から氷の渦が飛び出すと、『戦の魔女王』の体に絡みつき、全てを氷漬けにしてしまった。

　その後、ランタン自身も氷に覆われてしまい、ガチャンと床に投げ捨てられた。その衝撃に呼応するように、凍っていた『戦の魔女王』がバラバラと崩れ去る。

　まるで次元の違う戦いに、僕も早希さんも圧倒されるばかりだった。

「……まさか、『戦の魔女王』は死んだのか？」

「わかりません。でも……何か、動いてます」

　砕けた氷の山の中に、どくんどくんと、脈動する紫色の心臓があった。

「あれは……心臓？」

　早音さんが言う。

「魔女王っていうのはね、血液の代わりに、魔力が全身を流れているんだよ。そしてその魔力のせいでほとんど不老不死に近い存在なんだ。魔女王を殺すには、全ての魔力を使わせた後、他ほかの魔女王の力で心臓を潰すしかない。魔力が少しでも体内に残留していると、あぁやって心臓だけ残ってしまうんだ」

　氷が徐々に解け始めると、それらは心臓を中心に、グラグラと煮えるように沸き立っていき、最後には『戦の魔女王』の姿を形成した。

『戦の魔女王』は、自分の体の調子を確かめるように腰をうんと後ろに捻り、一いつ緒しよに再生した着物の襟を正した。

「ふむ。久々の再生であった。これにも大量の魔力を消費するが、まだまだ尽つきそうにもないな」

『戦の魔女王』は、人気のなくなった塔の中をグルリと見渡すと、

「どうやら退避は完了したようであるな。では、次は余の番だ。――『紫し電でん双そう』」

『戦の魔女王』の瞳に、六ろく芒ぼう星せいの紋がくっきりと浮かび上あがる。バチバチと電流のような魔ま力りよくが両手に集まると、それは巨大な金属製のグローブの形に収束した。

　グローブには、後方へ伸のびるいくつもの鋭するどいパイプが取り付けられており、そこからは時折蒸気のような煙けむりが勢いよく噴射された。

『時の魔女王』が緊張した面持ちでそれを睨みつけ、いつでも回かい避ひ行動が取れるように腰を落とした。

『戦の魔女王』はニタリと口角を緩ゆるませ、続けた。

「『次じ元げん渡わたし』、『光輪拘束クルスフイクシヨン』」

　魔法の連続使用!?　魔女王にはインターバルすら存在しないのか！

『戦の魔女王』と『時の魔女王』の周囲に無数の黒い渦が発生し、警けい戒かいして後方へ飛んで距離を取ろうとした『時の魔女王』の四肢を、忽こつ然ぜんと出現した光の輪っかが捕とらえた。

『戦の魔女王』がゆっくりと拳を腰の辺りまで持っていくと、グローブの後ろから伸びたパイプから凄すさまじい量の蒸気がほとばしり、グローブ全体をバチバチと電流が覆おおいつくした。

　その拳が眼前の黒い渦に向かって突き出だされると、空気を押し退けた衝撃で周囲に波紋のような揺らぎが生じた。

　次の間に、『時の魔女王』の顔の目の前にあった黒い渦から、先ほどの一撃と思われる電流をまとった衝撃波が飛び出し、『時の魔女王』の顔面を綺麗さっぱり吹き飛ばした。

　首の断面からスプリンクラーのように真紅の魔力が飛び散り、周囲を赤く染めていく。

　頭がなくなった『時の魔女王』の体は、四肢を拘束している光の輪に支えられながら、カタカタと小刻みに痙けい攣れんしている。

　一ひと頻しきり首から魔力が噴出した後、液状の魔力が、なくなった頭を模かたどり始め、なんなく新しい頭が生え代わった。

「……なんじゃ。腕が鈍ったのではないか、『戦の』」

「ふん。戯ざれ言ごとを」

『時の魔女王』は『戦の魔女王』の一撃をもらうたび、体を小さくしていったが、それはたちまち再生し、やがて四肢を拘束していた光の輪を引きちぎるように破は壊かいした。

「聞け、『戦の』。わしはこんな不毛な争いをしに来たわけではない。話をしに来たと言うたじゃろう」

「『千せん本ぼん桜ざくら』」

　聞く耳を持たない『戦の魔女王』の頭上に次々と、まばらな大きさで、百合ゆりの花を模した魔法陣が浮かび上がる。それを見ていた柚羽さんが、慌てた様子で皆に忠告した。

「今すぐここから逃にげて！　早く！」

　大量に魔具を抱えていたメイドさんたちもすかさず塔の外へ走り出す。ミチルさんが早希さんと早音さんの手を引き、その場を離れ、僕ぼくも桃乃さんと柚羽さんと一緒にそれに続いた。

　無数に浮かんだ魔法陣の一つが赤く染まると、そこから鋭えい利りに輝く鉄の刃が飛び出し、トス、と音を立てて床に突き刺さった。そして、さっきよりもやや小さめの魔法陣が赤く染まり、そこから刃が飛んでくると、カツン、と床に弾かれ、そのままあらぬ方向へスライドしていった。

　この魔法……もしかして……。

　直後、まるで突然の豪雨に見舞われたように、魔法陣の中から鉄の刃が降り注いだ。僕のすぐ後方で、柚羽さんが叫ぶ。

「『重厚なる長方盾イモビリテイ・シールド』！」

　僕たちと魔女王たちの間に、巨大な墓石のような長方形の盾が出現した。降り注ぐ鉄の刃が、次々と甲高い音を立てて盾に弾かれていく。そのうち数本が盾に突き刺さるが、柚羽さんは集中力を乱さないよう、防御に専念した。

　やがて音が止むと同時に、盾が消失し、変わり果てた塔の内部が視界に飛び込んできた。

　一面、おびただしい量の鉄の刃が敷き詰められていて、黒一色の見た目に変わってしまっている。鉄の刃のほとんどが横倒しに転がっているが、やはり何本かは床に刺さっていた。

　その中で、『時の魔女王』は未いまだに膝ひざすらついていなかったが、肩や腹部に刃が食い込み、着ていた服はボロボロになって、こちらに向けていた背中の肌はだが露あらわになっていた。

　その背中を見て、僕と早希さんは固かた唾ずを呑のんだ。

　何故なら、『時の魔女王』の背中に、早希さんとまったく同じ、星のような形をした火傷やけどのあとがあったからだ。

　早希さんは、信じられないといった風に手を口に当てている。

「まさか……。どうして……」

　早音さんが落らく胆たんしたように短い溜息を吐ついた。

「……あれは魔女王が自分でやったのさ。早希を追放する時、その背中に浮かんだ紋を焼き消すことに反対した連中を説得するためにね」

　ずっと疑問だった。

　あれだけ早希さんのことを想っている言音さんが、どうして早希さんの背中が焼かれることを許したのか。

『時の魔ま女じよ王』は、生半可な覚悟で早希さんを追放したわけではなかった。恨まれるのを承知で、自らを犠ぎ牲せいにしてでも、東雲家の未来を守りたいと考えた。だからこそ、自分で自分の背中を焼き、言音さんを説得したんだ。

　幼くして王の名を冠かんした少女が、その小さな背中にいったいどれだけの重荷を背負っているのか、僕には想像もできなかった。

　僕たちに背中を見られたことに気が付いたのか、『時の魔女王』は小さく舌打ちをして指を鳴らした。すると、着ていた服が真紅の魔力光に包まれ、あれだけボロボロだったにもかかわらず、すぐさま新品のように綺き麗れいになった。

「おい」

　背筋が凍るような声を発したのは、『戦の魔女王』だった。その顔つきの険しさが、あからさまに先ほどまでとは異なっている。

「どうして、一度も時の魔法を使わないのだ？」

『時の魔女王』のこめかみに、初めて一筋の汗あせが流れた。

「…………」

「それにその人間どもに持たせた大量の魔具はなんだ？　何故なぜそんなもので余と戦う？　余はこれでもお前の魔法は買っておるのだぞ？　お前は優秀な魔女だ。才能がある」

「……はっ。わしを褒ほめて隙でもつこうという腹か」

　そして、『戦の魔女王』は核心をついた。

「『時の』よ。お前、もしや時の魔法が使えなくなったのではあるまいな？」

　それは、僕自身もうっすらと感じていたことだった。今まで『時の魔女王』と何度か会ったけれど、一度も時を操あやつる素そ振ぶりなんてしなかったからだ。

　そして初めて出会った時、『時の魔女王』は自分の意思にかかわらず、その姿を僕らの目の前に晒さらしてしまった。どうして『時の魔女王』はその未来を知らなかったんだ？　魔女王の血を引き継いだ者は、魔女王と同じ魔法を使うことができる。だったら言音さんと同じように、『時の魔女王』も未来の景色が見られるはずだ。

『時の魔女王』が答えずにいると、『戦の魔女王』はずっと腰こしにさげていた一本の刀を鞘から抜いた。

「この刀の名は、『魔女王殺し』。数百年前から作り始め、先日ようやっと完成した。斬った相手の魔力を散らし、一時的にではあるが、強制的に魔力枯渇状態を招く。つまり、この刀でお前を斬り、魔力枯渇状態のお前を余が葬れば、もう再生はできないということだ。……弱ったお前など見たくはなかったぞ」

『戦の魔女王』は、少し悲しそうに言葉を漏もらした。

「さらばだ、古き友よ」

『戦の魔女王』が、まっすぐと『時の魔女王』に向かって走る。すぐさま距きよ離りが詰められても『時の魔女王』は身じろぎ一つしない。『戦の魔女王』が高々と『魔女王殺し』を掲げ、『時の魔女王』の体を縦一線に薙ぎ払う、その刹那。

『時の魔女王』が、ニタリと嘲ちよう笑しよう染みた笑みを浮かべ、その瞳の中に六芒星の紋がくっきりと浮かび上がる。それは幼女の可愛かわいらしい笑顔などではなく、まるで悪魔のようにぞっとする笑顔だった。

「『時じ限げん裂れつ』！」

『時の魔女王』が思い切り両手を叩き合わせると、そこから次々と空間にヒビが伸びて、そこら中を覆いつくした。『戦の魔女王』は振ふり下ろしていた『魔女王殺し』をすんでのところで引こうとするが、間に合わず、わずかにヒビと接せつ触しよくしてしまった。

　すると、『魔女王殺し』の刀身がみるみる真紅の魔力光に覆われていき、『戦の魔女王』の腕もそれに浸しん蝕しよくされていった。『戦の魔女王』はすぐさま自分の右みぎ腕うでを左手で切断し、大きく後ろに飛び退いた。

　やがてヒビは規模の拡大を停止し、『戦の魔女王』の右腕が付いたままの『魔女王殺し』と共に、テレビの電源を落としたようにパッと消え去ってしまった。

『戦の魔女王』が、苦笑いを浮かべてなくなった右腕の付け根を押おさえた。

「……余の刀と腕をどこへやった？」

「知らぬ。遥はるか未来か、はたまた過去か。どちらにせよ、もうお前が生きているうちに相まみえることはないじゃろう」

「……腕は再生できるとして、あの刀を作らせるのに何百年かかったと思っておる」

「お前が勝手に、わしが時の魔法を使えんと思い込んで阿あ呆ほうみたいに突っ込んできたのが悪いじゃろ」

「ちっ。全てはお前の手のひらの上だったという訳か」

「当たり前じゃ。まだお前のようなガキには負けんよ」

　……だったら、どうして自分の未来を見ないんだ？　何か他の理由でもあるのか？

『戦の魔女王』が右腕を再生させている最中、『時の魔女王』はようやくといった塩あん梅ばいで肩から力を抜ぬいた。

「さて、少し落ち着いたところで話の続きといこうかのぉ」

　先さき程ほどまでは聞く耳を持たなかった『戦いくさの魔女王』も、今度は再生させた腕を眺めながら素す直なおに返答した。

「……話か。さっきも言っておったな」

『時の魔女王』は「うむ」と頷うなずくと、柚羽さんと桃乃さんを指差して、

「お前のとこのその二人、わしがもらおうと思うてな」

「……なんだと？」

　突とつ然ぜん指名された森宮姉妹は、『時の魔女王』の意図がわからず、困こん惑わくした様子でお互たがいの顔を見合わせた。

「なぁに。別に深い意味があるわけではない。ただのぉ、そこの二人がこのままお前の偏った思考の犠牲になるようであれば、またそこの阿呆が単身ここに乗り込みかねん。わしとて、そう何度もお前とやり合うのはご免でな。それならばいっそ、そこの二人の安全をわしが確保しようではないかという腹じゃ」

「お前、余をなめておるのか？　それとも死にに来たのか？」

「無論、条件はある」

「……条件だと？」

「近日行われる『関東城西鉄道杯はい』で、うちの早希と、そこの小こ僧ぞうが優勝できれば、というのはどうじゃ？」

「それのどこが条件だ。こちらが勝っても余に何のうまみもないではないか」

「あの二人が優勝できなければ、わしがお前の物になろう。これでどうじゃ？」

「……何？」

　一瞬の沈ちん黙もく。早音さんたちも聞かされていなかったのか、表情に陰かげりが見えた。

「なんじゃ？　わしでは不満か？　それともまさか、負けるのが怖いのではなかろうな？」

『戦の魔女王』は考え込むように眉まゆをひそめる。

「……わからん。お前が何を考えておるのか、まったくわからん。どうしてそこまでする？　何がお前をそうさせている？」

「わしは、わしが見たこともない未来が見たいだけじゃ。そこの小僧ならば、きっとそれができるとわしは信じておる」

『戦の魔女王』が僕を観察するようにじっとりと視線を移した。

「……たしかにそいつは一度余の攻撃を避けた。普ふ通つうの人間でないことは明白。しかし……」

　いや、普通の人間です……。ちょっと目がいいだけなんです……。

『戦の魔女王』が答えを出しかねていると、場ば違ちがいに明るい声が後方の森の中から飛んできた。

「あー！　いたー！　もう、進也！　遊ぶ約束してたのにどうしてこんなとこにいるのー！」

　そこにいたのは、蘭らん奈なだった。手には、いつか使っていたひし形の水すい晶しようが付いた鎖くさりを持っている。

「……ら、蘭奈？　どうしてこんなところにいるんだよ」

「これ、『サーチペンデュラム』！」

　そう言えば前にも使ってたな……。人探しの魔具だっけ……。

　蘭奈はこちらの事情もお構いなしに、手に持ったゲーム機を見せびらかした。

「さぁ、進也。遊ぼう、遊ぼう！　あたし結構強くなったんだよ！　……ってあれ？　早希ちゃんもいるの？　よかったら一緒にやる？　コテンパンにしてあげるよ！」

『戦の魔女王』は、蘭奈の勢いに少々面食らったような顔をした後、クスリと小さく笑った。

「……『狼ろう狽ばいの魔女』か。余の血の適合者であればすぐにでも引き入れたい逸材だ。まぁ、今日のところはその魔女に免じて引いてやろう。これ以上事を荒立てて、才能ある魔女を巻き添えにしてしまうのもおしいからな」

『戦の魔女王』は、『時の魔女王』を指差し、宣言する。

「では約束だ、『時の』。その小僧たちが『関東城西鉄道杯』で優勝できなければ、お前は余の物となる。もしもお前らが優勝できれば、余は森宮姉妹からは手を引き、お前たちに引き渡そう。まぁ、その可能性は無きに等しいがな」

「うむ。たがえるなよ」

「こっちのセリフだ」

　塔内部に転がった鉄の刃の山が散り散りになって消えていくと、不意に『戦の魔女王』はこんなことを言った。

「……まぁ、何はともあれ久しぶりに会ったのだ。少し寄っていけ、『時の』」

　その提案に、何故だか早音さんが答えた。

「申し訳ない、『戦の魔女王』。うちの魔女王はこれから大切な用事があるのです」

「……そうか。まぁ、良い。どうせ余の物となるのだ。その時まで待ってやろう」

　その後、僕らは『戦の塔』を離れ、ミチルさんたちが用意しているらしい車へ向かって歩いた。『赤雷』はすでに別に手配した人たちに回収されているらしいので、僕と早希さんも同行することになった。

　森の中を進んでいる最中、柚羽さんが興奮気味に自分の両手を眺ながめている。

「信じられない……。私たち……まだ生きてる」

　桃乃さんはまだ少し顔色が悪い。

「……あたしは柚羽ちゃんに抱えて飛び降りられた時に死んだと思ったよ……」

　柚羽さんが、前を歩く『時の魔女王』に腰を低くして言った。

「あの、『時の魔女王』様、本当にありがとうございます、助けていただいて」

「……礼ならその男に言え……。お前らを助けたのは……その男のついでじゃ……」

　何故だか『時の魔女王』の言葉が途切れ途切れで、違い和わ感かんを覚えた。柚羽さんと桃乃さんは僕の目を見つめて、双ふた子ごらしく、声を揃えて言った。

「「ありがとう」」

「……ど、どういたしまして？」

　別に僕は何もしてないんだけど……。でもそんな笑顔でお礼を言われると、ちょっと照れるな……。

　後ろを歩いていた蘭奈がつまらなそうにあくびをしている。

「なんだかわからないけど早く帰って一緒に遊ぼうよー」

　前を歩いていたミチルさんが振り返かえって、

「あなたは相変わらずマイペースですね」

　ミチルさんの顔を見た途と端たん、蘭奈は「あっ」と呟つぶやいて足を止めてしまった。

「ん？　蘭奈？　どうした？」

「……あの時の……メイドさん……」

「え？」

「ご、ごめん！　あたしやっぱり帰る！」

　そのまま蘭奈は一人で走り去ってしまった。

「ミチルさん……蘭奈にいったい何したんですか」

「…………」

　何故黙る……。







　車は数台用意されており、森宮姉妹と、魔具を持っていたメイドさんたちは別の車に乗り込み、僕と早希さんとミチルさん、早音さんと『時の魔女王』は同じ車に乗った。

　ミチルさんが車のエンジンキーを回し、助手席に乗った早音さんは落ち着かない様子で外の景色をうかがっている。

「早音さん？　どうかしたんですか？」

　そう聞いた瞬しゆん間かん、となりに座すわっていた魔ま女じよ王がポテンと僕の膝の上に頭を乗せてきた。最初はふざけているのかと思ったが、魔女王の頬ほおは赤く、体温も上じよう昇しようしていて、息をするのも辛そうだったので、すぐにそれは勘かん違ちがいだと気が付いた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか！　すごい熱ですよ！」

「……もう自力では座ってられぬ。起こせ」

「……はい？」

「いいから起こせ！　こんな弱っておるところを『戦の魔女王』の関係者に見られるわけにはいかんじゃろうが！」

　それまで外を見渡していた早音さんが、振り返って早口に言った。

「大丈夫です、魔女王。誰もいません。どうかそのまま安静にしていてください」

「……そうか」

　やはり、『時の魔女王』は……。

　車のアクセルが踏まれ、段々と『時の塔』から離はなれていく。僕のとなりで、早希さんが何度か口を開きかけて、その都度ためらうように言葉を呑んだ。その様子を見かねてか、僕の膝の上に頭を乗せたまま、『時の魔女王』が語り始めた。

「……見ての通り、わしは弱っておる。魔具を使用するだけならまだしも、多大なる魔力を消費する時の魔法を使うと、一時的に体に異常が発生するのじゃ。それどころか、今では未来を見通すことも、時を止めることもできん」

「……い、いつからなんですか？」

「最初からじゃよ。わしが、東雲家の者に血を受うけ継つがせるよりもずっと前……。もう知っておるじゃろう？　わしの師匠、『創造の魔女王』が、あの『戦の魔女王』に殺されたのは……。世間では『創造の魔女王』は他の魔女王の総意で殺害されたとされておるが、そうではない……。わしは最後まで抵てい抗こうした。何度も何度も時間を巻き戻もどし、あの人を救おうとした。じゃが、できんかった……。そして残ったのは、消しよう耗もうしきったわしの肉体だけじゃった……」

　車内に重い沈黙が流れる中、『時の魔女王』は言葉を手た繰ぐり寄せた。

「……早希ができそこないの魔法しか使えんのは、わしのせいじゃ。通常、魔女王の血を引いて生まれた女は、強力な魔法が使えるようになる。しかし、その魔女王が最初から弱っておった場合は別じゃ……。時折、早希のように弱い魔法しか使えん魔女が生まれてしまう」

　早希さんが、うつむきがちにたずねた。

「……そのことを、他の魔女王たちは知っているんですか？」

「うむ。じゃからお前を隠かくした。この世界は『魔女王六星』がお互いの脅きよう威いを知っているからこそなりたっておる……。もしも今、お前の魔法の脆ぜい弱じやくさが露ろ見けんすれば、必ず奴やつらは気付く。わしが弱っておることに。そうなればきっと、奴らは手を組み、東雲家諸共、わしを殺しに来るじゃろう」

「……どうして、そのことを私に黙だまっていたんですか？　それに魔女王の背中の火傷のことも……」

「言ってどうなるものでもあるまい……」

「……私は……言ってほしかったです……」

　早希さんが声を震ふるわせて、横になっている魔女王の背中を撫なでた。

「……私は、あなたたちを絶対に許しません」

「…………そうか」

「……ですが……いつか……東雲家に生まれてきてよかったと……そう思える日が来るかもしれません」

「……そうか」

　そのまま車はしばらく走行し、景色がすっかり都会の様相を呈ていした頃ころ、早音さんがこんなことを言った。

「そう言えば、言音も色々君に仕込んでいたようだけど、結局ほとんど無む駄だだったね」

「何の話ですか？」

「あれ？　もしかして気付いてなかった？　『インビジブル・バングル』の存在を知らせたり、『起爆白煙』を持って行かせたり、門のセキュリティーを解除したりしたのは全部言音の仕し業わざだよ？」

「そうなんですか？　でも、僕の力不足で全然使いこなせませんでした……。……ん？　ところで門のセキュリティーって何のことですか？」

「『時の塔』の門にあるセキュリティーのことだよ？　あれ、部外者が勝手に開けると普通死んじゃうからね？」

「……へ？」

「いやぁ、私はまさか『時の塔』に侵しん入にゆうする奴はいないだろうと思ってそのままにしてたんだけどねー。言音が、あいつは絶対に来るからセキュリティーを解除しろってうるさくってさー。しぶしぶ解除したんだよ？　でもよかったね、死ななくて！」

「…………」

　そんな他愛のない話をして家まで送ってもらうと、去り際ぎわ、早音さんは飄ひよう々ひようとした調子で一言付け加えた。

「とりあえずお疲つかれ様。それと、今度の『関東城西鉄道杯』、間ま違ちがっても負けないでね？　それ負けちゃうと、きっと魔女王以外みんな殺されちゃうと思うから」

「……負けませんよ、絶対に」

「おっ。言うねー。じゃあまぁ、期待してるよ。全すべては君たちにかかってる」

　早音さんは軽い口調で言ったけれど、やっぱりいつもとどこか違っていて、その未来が現実に起こりうる可能性をはらんでいるのだと思い知らされた。

　車の後部座席の窓が開き、ゴロンと横になっている魔女王がちょいちょいと手招きしたので、中を覗のぞき込むように顔を近付けた。

「どうしました？」

「……わしがお前に全てをかけたのは、お前がわしの師匠、『創造の魔女王』とどこか似ておったからじゃ」

「……はぁ」

　そんなこと言われてもいまいちピンとこないな……。

「……わしは見たいんじゃ。あの人と似た思考のお前が、どんな未来を勝ち取るのかを……」

「…………」

「勝て、明日葉進也。そしてわしに、お前が作った未来を見せてみろ」

　そう言い残し、車は僕らを置いて去って行った。







最終章『これからもずっと』







『関東城西鉄道杯』本選前夜。

　明日に備えてできるだけ情報をかき集め、揃そろった資料を自室で読み返していると、コンコンと軽いノックの音が聞こえてきた。

「あの、進しん也やさん、ちょっといいですか？」

「早さ希きさん？　どうぞ」

　扉とびらが開くと、何故か自分の枕まくらを抱かかえたパジャマ姿の早希さんが、遠えん慮りよがちにトコトコやってきた。

「こんな時間にどうかしたのか？」

「あの……えっと……」

　早希さんは持っていた枕を抱えなおすと、もじもじとした様子で、ベッド脇に座る僕の横にちょこんと腰を下ろした。

「……え？」

　早希さんの頬が普ふ段だんよりも赤みを増していて、視線もキョロキョロと落ち着きがない。髪かみの毛けからは僕と同じシャンプーを使っているとは思えないほど良い匂においがして、触ふれ合った太ももからじっとりと体温が伝わってきた。

　落ち着け。落ち着け。落ち着け。大丈夫だ。いつかこんな日が来ることはわかっていた。明日の『関東城西鉄道杯』で敗北するつもりはないが、万が一そうなった場合、僕たちの命の保証はない。そういう状じよう況きように陥った時、人は遺伝子を残そうと奔ほん走そうすると聞いたことがある。早希さんだって例外ではなかった。それだけの話だ。

「……あの、私……どうしても眠れなくて……」

「……そ、そうか」

　やばい……。緊きん張ちようして吐きそうだ……。僕にうまくできるのか……。

　だ、だ、大丈夫だ。この日のために情報だけは集められるだけ集めただろ。その通りにやれば万時うまくいくはずだ。

「進也さん……今夜は、一緒に寝ねてもいいですか？」

「……お、お願いします」

　最近ようやく眠りなれたベッドの中。暗くら闇やみにうっすらと浮うかぶ天てん井じようの微細な凹おう凸とつを一つ一つ数えてどうにか落ち着こうと心こころ掛がけた。
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　同じ布団の中で、僕と同じようにぼんやりと天井を眺める早希さんを一いち瞥べつすると、少し悲しそうな表情を浮かべていた。

　きっと、早希さんは『時の魔女王』や早音さんたちのことを考えているのだろう。

「……大丈夫だよ、早希さん。明日優勝するのは僕らだ」

「……はい。ですが……やっぱり緊張して……」

　早希さんは、ポツリポツリと胸中を吐露していった。

「……私は、東雲しののめ家から追放されてから、ずっとミチルさんと二人で生きてきました。『時の魔女王』を恨んだことがありました。母を恨んだこともありました。……けれど、今となっては、どうしても二人を嫌きらいになれません。……あの二人にも、背負っている物があるとわかったからです」

　早希さんはこちらに視線を移すと、僕の左手に指を絡めた。

「……きっと、進也さんに出会っていなければ、私はあの二人を恨んだままだったでしょう」

　そして、その手を強く握って、今にも泣きそうな顔で言った。

「……進也さんと出会えて、本当に良かった」

　それからしばらく見つめ合ったまま、部屋の隅すみに置かれた時計の秒針の音だけが静かに響いた。握られた手を通して早希さんの温もりを感じると、満ち足りた気持ちになった。そのまま会話もなく、時が流れていく。

　ふと、早希さんは恥はずかしそうに顔を赤らめると、上うわ目め遣づかいでもぞもぞと体を寄せてきた。いつの間にか早希さんのパジャマの胸むな元もとのボタンが一つ外れていて、そこから柔やわらかそうな胸の谷間がはっきりと見て取れた。

「………………触って、みますか？」

「えっ?!」

　どこを触っていいんですか！　そう聞こうとした時、ガチャリと不ぶ躾しつけな扉の開く音が聞こえてきた。見ると、ジャージ姿のミチルさんがスタスタやってきて、「大丈夫です。痛みはありません」という不ふ穏おんな言葉を最後に、僕の記憶は途切れてしまった。

　翌朝目を覚ますと、僕はベッドの下に転がっていて、何故か僕の代わりに、ミチルさんが早希さんと一緒にベッドの中で寝ね息いきを立てていた。

　色々思うところはあったけれど、こっそり早希さんの寝顔の写真を撮とることができたので、まぁよしとすることにした。







『関東城西鉄道』はその名の通り、関東一帯に張り巡らされた鉄道の名称で、その路線は地上、地下を問わず敷しかれており、付近に住む住人の大切な移動手段の一つとなっている。

　しかし、今日だけは違う。

　関東一帯の全ての鉄道は封ふう鎖さされ、駅のホームには普段の利用客ではなく、ブルームレースの観戦を目的とした人たちでごった返し、観戦用のベンチや屋台、レース中継用のテレビモニターなどが各駅全てに設置されている。

　このレースは人目に付きやすい路線を利用して行われるということもあってか、日本で一番観客動員数が多いレースで、観客はホーム以外にも、路線付近の建物や道路などをこぞって占領していた。

　都市の心臓部。『関東城西鉄道杯』のスタート地点である大だい帝てい都と駅で、ユニフォームに着き替かえ終わった早希さんと合流した。

　駅のホームを歩く早希さんは、落ち着かない様子で辺りをうかがっている。

「それにしてもすごく大きな駅ですね……」

　大帝都駅には隣接するようにビルが連なっており、その一部がドーム型の巨きよ大だいな天井になっていて、僕らのブルームはそこに横並びになっている一〇本もの線路の上に停車していた。

　大帝都駅自体がやや高所に設けられており、ドーム型の天井やホームの一部は透明な素材でできているため、地上を歩く人たちがポツンと小さく見える。

「早希さんはここに来るの初めてなのか？」

「はい。テレビなんかではたまに見かけてましたけど、やっぱり実物はすごいですね……」

　この本選では、二次予選の四ブロックで勝ち残った上位二五組が出場するため、単純計算すれば計一〇〇台のブルームが出走することになるのだが、今回は計九五台からスタートするらしい。これは二次予選で二五位以内に入りはしたが、その時の損傷などが影えい響きようして本選には出られなくなったペアが欠場するからである。柚ゆず羽はさんと桃もも乃のさんが乗った『パンプキン・クライ』も修理が間に合わず、結局辞退することとなった。

「柚羽さんと桃乃さんは残念でしたね……。一いつ緒しよに出られたら心強かったんですが……」

「そうだな。盾たての魔法は一対一の戦せん闘とうではあまり役に立たないが、サポート役に徹すればかなり強力だからな」

　不意に、前方から声をかけられた。

「誰だれが役に立たない、よ！」

　見ると、不満そうな顔をして腕うでを組んでいる柚羽さんと、「やっほー」と上じよう機き嫌げんでこちらに手を振っている桃乃さんの姿があった。

　柚羽さんが「遅おそいっ！」と僕らを一喝する。

「大切なレースなんだからもっと早く来て集中しときなさいよ！」

　今その集中力を乱してるのはどこの誰だ……。

「あんまり早くに来たって緊張するだけだろ」

　二人が立っていたすぐ横の線路の上に、『赤せき雷らい』が停めてあるのを見つけた。どうやらこの二人は『赤雷』を目印にここで待ち構えていたらしい。

　僕と早希さんが『赤雷』に乗り込んで簡単な点検を始めると、桃乃さんがトコトコ寄ってきて、僕と早希さんを交こう互ごに見比べた。

「二人とも、こんなことに巻き込んで、ほんとにごめんね……」

「気にするな。どうせ僕らは一度だって負けるわけにはいかないんだ」

『時の魔女王』とかわした、公式戦で一度でも敗北すればブルームを降りるという約束。あれは早希さんの魔法の脆弱さが他ほかの魔女王に露見して、『時の魔女王』自身の力が弱っているとバレることを防ぐための苦肉の策。『時の魔女王』とは半ば和解している今の状況であっても、その約束は有効だ。あの人は、何においても東雲家を守るという確固たる覚かく悟ごがある。

　だからこそ、僕らはこのレースで優勝し、強さを証明しなければならない。

　桃乃さんは不安そうに眉をひそめた後、腹をくくったように声を張った。

「二人とも頑張って！　応援してるから！」

　柚羽さんも照れ臭そうに、

「……わ、私も応援してるから。負けたら……絶対許さないんだからねっ！」

「あぁ。ありがとう」

「私たち、絶対優勝してみせますから見ててください！」

　去り際、桃乃さんは僕ぼくにこんなことを耳打ちした。

「進也くんには、優勝したらご褒美あげるからね」

「ご褒美？　なんだそれ？」

「うふふ。今はナイショだよっ。じゃあ、頑張ってね！　先にゴールで待ってるから！」

　遠くなる二人の背中を見送ると、早希さんがぐいっとこちらに顔を寄せてきた。

「今、桃乃さんに何て言われたんですか？」

「……え？　いや、別に……」

　余計なことを言うとまた早希さんの機嫌が悪くなりそうだ……。ここは黙っておこう。

　早希さんから向けられる疑いの眼差しに居い心ごこ地ちの悪さを感じながらも、とりあえず今日の出場者について自分なりに整理することにする。

　まず最初に、言わずもがな、『戦の魔ま女じよ王の血筋』たちだろう。『戦の魔女王』が使用する、人間を殺すのに役立つ三〇〇の固有魔法。そのどれか一つを受け継いでいる『戦の魔女王の血筋』。威い力りよくこそ魔女王には劣るものの、他の魔女と比べて飛び抜けているのは間ま違ちがいない。

　なにより、先日の一件で早希さんが『時の魔女王の血筋』だと確信しているだろうし、この前『時の魔女王』が直々にケンカを吹っかけてしまったので、僕らが狙ねらわれるのは確実だ。

　その中でも警けい戒かいすべきなのは、『黒くろ鉄がねの魔女』の二つ名を持ち、魔女騎き士しの称しよう号ごうを付与されている曽そ根ね崎ざき禊みそぎ。鉄を生み出だし、それを自在に操る魔法は、応用力と攻こう撃げき力りよくに抜きん出ていて厄やつ介かいだ。

　ムスッとしていた早希さんが、「あっ」と声を上げてとなりの線路の斜め前方を指差した。

「轟とどろきさんと小お山さ内ないさん、あんなところに！　本選の出場者名めい簿ぼを見て驚きましたけど、あの二人とまた戦うなんてぞっとしますね……」

『爆ばく裂れつの魔女』、小山内モコと、早希さんの元パートナーの轟千ち鶴づる。二人とは以前、『大だい如月きさらぎ祭さい』の出場権をめぐって一対一の野の良ら試合をしたことがあった。あの時は散々苦戦した末に、早希さんの『三さん秒びよう視し』のおかげでギリギリ勝利することができた。だが……。

「あの二人は今回、あまり警戒しなくても大丈夫だろう」

「え？　どういう意味ですか？」

「うーん……。まぁ、レース中に遭そう遇ぐうすればたぶんわかるよ」

「……？」

　小山内さんも、このレースで自分が実力を出せないのがわかっているのか、『キャンディ・キャンディ』の上で足を組んでつまらなそうにしている。

「このレースはつまらねぇ！　なぁ、轟よぉ！」

　というかまんま叫さけんでいる……。

「まぁまぁ、落ち着きなよモコ。最初からわかってたっしょ？　もしかすればワンチャンあるかもしれんしさー」

「んなもんねぇよ！　賞金目当てで勝手にこんなレース参加させやがってよぉ！　あーあー、つまらねー、つまらねー！」

「まぁまぁまぁ」

　ただ、この二人のおかげで僕らはかなり救われていた。というのも、『戦の魔女王の血筋』で、魔女騎士の称号を持った魔女が、『黒鉄の魔女』以外にもあと二人、別のブロックの予選に出場していたらしいのだが、その両方とも小山内さんが倒してしまって、本選まで勝ち残れなかったそうだ。万が一その魔女騎士二人まで残っていたら苦戦は必至だっただろう。

『戦の魔女王の血筋』には他にも二つ名持ちが何人かいるし、油断できないことに変わりはないけど……。

「あ、そう言えば、野の乃の寝ねさんの件は足あし摺づりさんに伝えましたか？」

「一応な。無事が確かく認にんできてよかったって安心してたよ。野乃寝さんが僕のことを恨んでるみたいだって言ったら、『奇遇ね、アタシと一緒じゃない』って言ってた……。僕は他人から嫌われやすい体質なのかな……」

「……桃乃さんからは気に入られてるくせに」

「え？　なんか言った？」

「別にー。なんでもありませんよー」

　最近の早希さんは本当によくわからないな……。前に僕の部屋で勝手に服を着てた時は突つき飛とばされたし……。結局あれはなんだったんだろう？　ただ恥ずかしくなって突き飛ばしたってことでいいのか？　でも、なんか妙に納なつ得とくした様子だったし……。うーん……わからん。でもまぁ、昨日の早希さんは可愛かったからいいか……。

　それと、『戦の魔女王の血筋』以外でもう一組、一次、二次予選で僕らと同じブロックにいたあの魔ま獣じゆう使いも要注意人物だ。

　二次予選での判断力の速さや的確さがずば抜けていたので、あの後情報を探さぐってみると、普段は海外で活かつ躍やくしている日本人選手だということがわかった。向こうでは『ニンジャ』の愛称で親しまれているらしい。本名は水み無な月づき乙おと葉は。専属のドライバーを何名か雇っていて、レース毎にドライバーの特性を鑑かんがみて変更している。ブルームレース業界全体にドライバー軽視の風潮が漂ただよっている今の世の中では滅めつ多たにいないタイプだ。

　しかも、あの『大如月祭』で優勝したことがあり、僕らと同じプロ、つまり、『全ぜん能のう水すい晶しよう杯はい』の選抜候補であると知った時はさすがに驚おどろいた。

　どうりで強いはずだ……。

　水無月さんはプロになった後すぐに海外に移住し、日本のブルームレースには年に一度出場するかしないかという頻度らしい。おかげで日本にある彼かの女じよの情報と言えば簡単なプロフィールくらいだった。

　駅構内に出場者以外の人をコース外へ誘導するアナウンスが流れ始めると同時に、こちらに向かって小走りで近付いてくる足音が耳に届いた。

「遅おくれて申し訳ありません、早希お嬢じよう様さま！」

「あっ！　ミチルさん！　来てくれたんですか！」

　ミチルさんは『赤雷』の横に立つと、苦しそうに肩かたで息を整えた。

「と、当然です。ただちょっと、言こと音ね様を説得するのに時間を取られてしまい、遅くなってしまいました……」

「言音姉様がどうかしたんですか？」

「いえ……。どうしても自分で早希お嬢様の応援に行きたいと駄々をこねられまして……。早希お嬢様が『時の魔女王の血筋』だということはまだ一般に知られていないので、無駄に警けい戒かい心しんを煽あおってしまうのでそれはやめてくださいとお断りしたんですが……。あの方、かなり強情で……」

「でも……言音姉様、『大如月祭』の時かなり目立ってましたよ？」

「あれは、あの時周りにいた人たちが、言音様は蘭らん奈なさんを応援していると思い込んでいたみたいです」

　まぁ、無名の選手をあれだけ応援する人なんて普通いないからな……。

　もう一度さっきと同じアナウンスが流れると、ミチルさんは慌あわてた口調で付け加えた。

「あ、蘭奈さんと言えば、さっきカエデさんと一緒にいたんですが、私の顔を見るとすごい勢いで逃にげてしまわれて……」

「ミチルさん、ほんと蘭奈に何したんですか……」

「…………」

　だから何故なぜそこで黙る……。

　三度目のアナウンスで「そこのメイドさん！」と名指しで指名されてしまったミチルさんは、去り際に「お二人とも頑張ってください！　応援してますから！」と言い残し、追い出されるように退場した。

　ホームの隅、観客席に近い位置で、『大如月祭』の時にいたのと同じアナウンサーがマイクを持って登場した。アナウンサーは駅の周りに集まった観客に向けて、選手たちの簡単な経歴をつらつらと発表していった。

「――そして『大如月祭』でのダークホース！　東雲早希選手、明日あした葉ば進也選手です！　いやぁあの時は加か古こ野の蘭奈選手の魔法がたまたま外れてしまい、運よく優勝しましたが、今回はいったいどうなることでしょうか！　ちまたでは『幸運の魔女』なんて呼ばれているみたいですが、その名の通り、今回も運だけで勝利をもぎ取るのか!?」

　観客や他の選手がどっと笑いだすと、駅構内がビリビリと震えるのを感じた。

　笑いたい奴は笑わせておけばいい。侮あなどっているうちに抜かせば済む話だ。

　気を付けるべきなのは……それ以外の人たち。

　轟さんたちや、魔獣使いの水無月さん、それに『黒鉄の魔女』、曽根崎さんも、場の雰ふん囲い気きに流されず、静かに集中力を高めている。

　できれば『黒鉄の魔女』には僕らを侮ったままでいてほしかったが、前回の二次予選で、早希さんが柚羽さんに『三秒視』を使用したところを見られてしまい、結果として警戒心を高めてしまった。それもこれも野乃寝さんがいらぬ忠告をしたおかげだ……。

　ひとしきり選手紹介が終わったところで、前面上部に巨大なモニターがいくつか降りてくると、アナウンサーがこんなことを言い始めた。

「えぇー……。選手の皆様には、すでに『関東城西鉄道杯はい』のコース図がいきわたっていることと思いますが、今回は県内魔女ランキング上位者が大勢勝ち残っているということで、急きゆう遽きよ、コースの難易度を上げることになりました」

　……は？

「それでは、こちらをご覧ください！」

　モニターに映し出されたのは、事前に配布されていた『関東城西鉄道杯』のレースが行われる路線図ではあったが、通常のコースの周りに、何本も細かい線が入り組んでいる。

「今回、緊急避難用ゲート、管理用ゲート、点検用ゲートなど、路線に隣接されている全てのゲートを解放いたしました！　無論、このコースを通るかどうかは選手の方々の自じ己こ判断に委ゆだねます。加えて、コース内に少々のギミックを用意しておりますことをご容赦ください」

　ゲート？　つまり脇道があるということか？　そこを通れば近道になる場所が存在するという意味か？　それにギミックというのもよくわからない……。

　集まった選手たちが次々に不満の声を漏もらし始める。

「なんでわざわざそんなことをするんだ！」「こんなに細かい地図……覚えられない」「ただでさえ『戦いくさの魔女王の血筋』が多くて勝ち目ないのに……」「でもこれって逆にチャンスじゃない？　『戦の魔女王の血筋』も同じ条件でしょ？」「ギミックってなんだ？　何が目的なんだ？」

　最初は『戦の魔女王』が裏で圧力をかけて僕らに嫌いやがらせでもする気なのかと考えたが、『戦の魔女王の血筋』の驚いたような反応を見る限り、そうではないらしい。そもそも、そんなことをするメリットがない。

　マイクからハウリングの嫌な音が響ひびくと、騒いでいた選手たちは静かになってアナウンサーに注目した。

「えぇー。たしかに不満を覚える方も多いでしょう。我々ブルームレース協会としても、このようなことをしていいものかどうか悩なやみました。……しかし、これも全て、『全能水晶』の指示なのです。難易度を上昇させ、選手たちにより高みを目指してもらうための試練なのです」

　ブルームレースにおいて、プロの選出や『全能水晶杯』の開かい催さい時期などは、全て『全能水晶』に浮かび上あがる。そこに指示が出ることは稀まれではあるが、これまでにも話だけなら何度か聞いたことがあった。

　言い返す言葉を失った選手たちに、アナウンサーがここぞとばかりに笑えみを浮かべた。

「今回のレースは異例でございます。従いまして、こちらで賞金の額を二倍に変更させていただきます。選手の方々に『全能水晶』のお導きがあらんことを」

　アナウンサーが引っ込んでも、場は騒然とし続けた。

「二倍!?　賞金二倍!?」「すげぇ……。ただでさえ多いのに……」「どうせ『戦の魔女王の血筋』の総取りでしょ」「こんなこと初めてだ……」「おい！　俺おれに協力すれば賞金山分けだ！」「私組む！」「わ、私たちも！」

　これは……。

　後ろから、早希さんが心配そうな声を漏らした。

「どうしますか、進也さん。私たちも誰か協力者を募つのった方がいいですか？」

「論外だ。急場で見知らぬ相手と組んだところで足の引っ張り合いになるのは目に見えてる」

　だが、賞金二倍は厄介だ。選手全体が勢い付くし、何より『戦の魔女王の血筋』への劣れつ等とう感かんや恐きよう怖ふで委縮していた選手たちが積極的にレースに参加するようになる。いや、賞金額二倍も『全能水晶』の指示だとすれば、それこそが目的なんじゃないのか？　この『関東城西鉄道杯』では、今まで必ず『戦の魔女王の血筋』が勝利してきた。それを快く思わなかった『全能水晶』が、他の選手を鼓舞するためにこの指示を出した可能性もある。だけど実際にこれがレース展開にどう影響してくるのか……。

「早希さん、僕たちは僕たちにできるレースをしよう。そうすれば必ず優勝できる」

「はい！」

　殺気立った選手たちが勇んでコアの稼か働どう率りつを上げたり、周りの者同士でこそこそとやりとりをしている最中、上方より、五つの球体が浮遊し始めた。

　全員の視線がその一点に収束し、コアの稼働音だけが駅構内に響き渡る。五つの球体が四つ、三つと減っていくと、それに伴ともなってこちらも『赤雷』のコアの稼働率を上昇させる。

　球体が二つから一つへ、そして、全てが消失したその瞬間、一気にアクセルを踏ふみ込み、速度を上げる。

　線路上に設けられたコースに従い、すぐに駅を飛び出してビル群の真っただ中を走り抜けると、遥はるか下方から、ぞろぞろと集まった人たちの歓かん声せいが聞こえてきた。

　このレースで使用されている線路は普段から電車が走っているため、急激な勾配などは存在せず、なだらかな下り坂となっていて、選手たちは周りを気にしながら徐じよ々じよに地上へ接近するように進んでいった。

　今回も二次予選のように、『黒鉄の魔女』が『１』番リングを潜くぐる前から攻こう撃げきをしてこないか心配だったが、どうやらその気配はなさそうだった。さすがに手練れが集まったこのレースでは、魔法を使用できないタイミングでの攻撃は避さけたらしい。

　だが念のため、『１』番リングを潜ったすぐ後で待まち伏ぶせされないかは警戒しておく必要があるな。

『関東城西鉄道杯』本選では、スタートリングとゴールリングを合わせて三二個のリングが用意されていて、この前出場した『大如月祭』とは違い、スタート地点とゴール地点が別の場所に設けられている。

　今回はスタートリングがあった大帝都駅から始まり、長い地下鉄を通って、『戦の塔とう』の裏手にある古こ核かく駅という場所がゴールになる。

　次し第だいに、横並びになっていた一〇本もの線路は、コース外へ延びていったり、となりの線路と一つになったりして、その数を五本にまで減らしていた。そのせいでブルーム同士の距きよ離りが近くなり、お互たがいに速度を落としたり、集団から距離を取ったりしながら様子をうかがい始めた。

　そして、ゆっくりと地上へ近付いていた線路がとうとう地下へ潜る時、その入り口全体が『１』番リングとなって口を開いて待っていた。

　前方を走る上位グループから、次々と魔法を発動した爆ばく音おんが轟とどろき、視界の端はしに映っていた総出場機体数がわずかずつ減少していく。

　どうやら二次予選の時のように待ち伏せしている機体はいなそうだけど……。

　ここまで僕らの周りに目立った機体は走行していなかったが、『１』番リングを潜る直前、三台のブルームが後ろに急接近し、ぴったりとマークし始めた。

　振ふり返かえり、三台の様子を確認すると、その三台に乗っている魔女たちは全員こちらを凝ぎよう視しして口元を緩めていた。

　笑っている？　僕らを警戒していない奴らか。それに全員がお互いの様子をうかがう素そ振ぶりがなく、連携を取ろうという気が全くない。さっき賞金が吊り上げられた時に手を組んだ集団だな。

　三台のうち、一番壁かべ際ぎわを走っていたブルームの魔女が威勢よく叫んだ。

「まずはお前だ！　『幸運の魔ま女じよ』！」

『幸運の魔女』、か。やはり僕らが運だけで『大如月祭』で優勝したと思っている連中だな。僕らを最初に倒たおすことで意見が一いつ致ちして共闘しているといったところか。

　だったら思い知らせてやる。僕らと君たちの、力の差を。

『赤雷』を先頭に『１』番リングを潜ると、後方の三台もそれに追つい随ずいして速度を上げた。コースが地上から地下へ移ったことで一いつ瞬しゆん周囲の景色が暗転し、視野が狭くなる。その瞬しゆん間かんを狙い、ブレーキを思い切り踏み込み、真ん中のブルームの真上に移動して、そこから一気に押おしつぶすようにアタックを仕掛ける。

『赤雷』の真下、線路の保護魔法に押し付つけられているブルームは、速度重視の『アルミラージ・フォルム』。僕らを押し退けようともがいているが、ここまで完かん璧ぺきに真上から乗られると機体差のせいでビクともしない。

　この攻こう撃げきはあくまでけん制のつもりで、真下にいる魔女が魔法を放とうとした時を狙って回かい避ひ行動に移ろうと考えていたが、どうやらその気配はなかった。

　この魔女、攻撃系の魔法が使えないのか？

　左右に乗っていたブルームがそれぞれ距離を取り、左のブルームはやや後方へ、右のブルームに乗っていた魔女はこちらに向かって手を突き出した。

　右のブルームに乗った魔女が攻撃型魔法を使ってくるな。しかも、最初にこちらとの距離を取ったことを考えるとある程度威い力りよくのある魔法か。

「早希さん！」

「『三秒視』！」

　視界全体が赤く染まると、右のブルームに乗っている魔女の手から、波は紋もんのような衝しよう撃げきが生じ、下にいるブルームもろとも『赤雷』を吹ふき飛ばした。

　中々威力の高い攻撃型魔法だ。拡散型の攻撃なのに、波紋は前方にしか飛ばないから自分たちにダメージがない。だが、あの波紋は放った瞬間には小さく、距離が進むにつれて大きくなっていった。所謂いわゆるショットガンタイプ、中距離型魔法だ。間近では範囲が狭く当て辛づらいが、中距離にいる敵には強力な魔法となってぶつかっていき、遠くまでは届かない。最初に距離を取ったのは、波紋の衝撃が最も伝わる距離に移動したかったからか。

　景色に色が戻ると、波紋の魔女が魔法名を詠えい唱しようしようと口を開けるのを確認し、『赤雷』を一気に一八〇度回転させ、天井付近を走行する。

　相手の魔女はこちらの回避行動についてこれず、そのまま魔法を使用してしまった。突き出した手から波紋が飛び出し、それまで『赤雷』の下敷きになっていたブルームに直撃すると、ブルームの外がい壁へきが共鳴するように振しん動どうし、バラバラと崩れ、そのまま大破した。

　やはりあの波紋、かなり攻撃力が高い。中距離で当たったらひとたまりもないな。一次予選、二次予選を突とつ破ぱしてきただけのことはある。

　もう一台のブルーム、『赤雷』が攻撃を仕し掛かけた途と端たんに後方へ移動した左のブルームの周囲に、いつの間にかひし形の水晶が三つ浮かんでいた。

　なんだあの魔法は？　召しよう喚かん型魔法の類たぐいか？

　三つのひし形の水晶は、それぞれ赤、青、緑の三色に分かれており、それが後方のブルームの頭上をグルグルと回っている。

　早希さんはさっき『三秒視』を使ったばかりでまだインターバル中だ。ここは距離を取って様子を見たいところだが、波紋のブルームがインターバル中のこの好機を逃すのはおしい。

　上下逆さまになって地下鉄の天井を走行していた『赤雷』を正しい向きになおしながら、波紋のブルームのやや左直上から急降下する。それを視し認にんした波紋のブルームは、咄とつ嗟さに『赤雷』の右にずれるように回避行動を取った。その隙すきを見み逃のがさず、すぐさま波紋のブルームを壁かべに押し付ける。

　わざと真上ではなく、回避しやすいように偏った位置から攻撃することで、相手の次の行動を誘導する。その結果、相手は逃げ道のない壁際に行くしかなくなってしまった。

　今の回避はブレーキを踏むか、速度を上げるかする方が賢けん明めいだったな。

　波紋のブルームが、壁に施ほどこされた保護魔法に削られて火花を散らす中、後方にいた水晶を浮かべたブルームが動き始めた。

　三つの水晶がゆっくりと回転を弱め、祈いのるように手のひらを合わせた魔女の眼前に、ピタリと緑の水晶が停止する。それを見るや否いなや、手のひらを合わせた魔女は小さく舌なめずりをした。

　直後、緑色の水晶から、紐ひも状じように形成された魔力がうねうねと伸のびてきて、『赤雷』に襲い掛かってきた。ただちに波紋のブルームへの攻撃を中断し、紐状の魔法に集中する。壁から離はなれるように回避するが、紐状の魔法は何本にも増殖し続け、それらはまるで生き物のように『赤雷』を追い続けた。

　くそっ！　追つい尾び能力が高い！

　ふと、レース開始直前にアナウンスされたゲートの存在を思い出すが、周りに脇道は見当たらない。

　ダメか……。まだレースの序盤、ここで早希さんの魔力を解放するのは得策ではない。だったら何か障害物は……。

　今現在出せる限りの最高速度を保つが、相手の追尾魔法の方が若じやつ干かん速く、距離はゆっくりと詰まりつつあった。

「進也さん！　駅のホームです！」

　前方を確認すると、煌こう々こうと白く輝かがやくホームが横並びで連なっており、そこではレースを観戦しに来た人たちがわぁわぁとひしめきあっていた。

　そして目の前のホームの横、線路と線路の間に何本もの柱が等とう間かん隔かくで立っていた。

　速度を維い持じし、ぴったりと柱の横につける。

　この柱に敵の魔法をぶつけて追尾を防ぐしかない。だが、柱と柱の間隔が狭い……。今の速度を保ったまま間をすり抜ぬけるのはかなり難しいか……。

「進也さん！　追いつかれます！」

　集中しろ。焦あせるな。大だい丈じよう夫ぶだ。柱の間隔は正確に見えている。あとは、テクニックだけ。

「進也さん！」

『赤雷』の後部に紐状の魔法が絡みつく直前、速度を落とさずにハンドルを左へ切り、柱の間を通り抜ける。すると、すぐ真後ろに迫せまっていた紐状の魔法は、柱の保護魔法に弾かれ、そのままかなり距離が開いた。紐状の魔法はそれからもこちらを追尾するように柱の隙すき間まを縫ってきたが、すぐに綺き麗れいさっぱり消え去ってしまった。

　魔力切れか、それとも温存するためにわざと消したか、あるいは時間制限か。この序盤で魔力切れは考えにくい。そうなれば後者の二つどちらかだな。

　どちらにせよ、今敵はインターバル中だ。

　線路上にあった『２』番リングを通過し、速度を落として敵との距離を詰つめる。駅のホームを完全に突っ切ると柱はなくなり、今度は前方にいくつもの分かれ道が現れた。ガイドが複数出現し、それぞれの道の先を示している。

　ここは事前に配布されていたコース図に載のっていた場所だ。となると、一番右が最短コースだが、その道は進むにしたがって狭くなっている。二台のブルームに狙われている今の状況では不利だ。であれば……。

　進路を一番右のコースの一つ左隣に合わせる。

　ここが一番広い道だ。動き回れる大きな駅も点在しているし、相手を翻弄しやすいだろう。

「『鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画が《狼おおかみ》』」

　なっ!?

　すぐに声がした左方へ視線を向けると、二つ左の通路に進もうとしながら、こちらに向かって魔法を放つ魔獣使いの姿があった。

　何故、そんなところから僕らに攻撃を!?

　魔獣使いの頭上から、まっすぐこちらに向かって青白い物体が放たれた。それは前に見た時と同じように、表面に六つの獣けものの目が並んでいる。

　くそっ！　あれは一次予選の時の狼型魔獣を召喚した魔法！　狼型魔獣に追いかけられながら追尾してくる二台を振り切きるのは不可能だ！　狼を利用して敵を沈める手もあるが、あの二台のブルームはそこそこの手練れ……。おそらく回避して追ってくるに違ちがいない。

　青白い物体から、六本の赤い光が伸びてきて、そのうち一本が僕らのブルームにぴったりとくっついた。すると、青白い物体の表面にあった六つの獣の目のうち、一つが炎ほのおをたぎらせ始めた。

　まずい！　捕ほ捉そくされた！

　青白い物体から伸びた他の五本の線のうち、二本は後ろの二台のブルームに、一本は魔法を放った魔獣使いが乗る『子こ烏がらす丸まる』自身に取り付き、獣の目は合計で四つの炎を灯した。

　……あの赤い光は敵を捕捉するためのもののはず。それが『子烏丸』にも伸びているというのはどういうことだ？

　一次予選の時を思い出せ。この状じよう況きようを打破できるヒントが隠されているかもしれない。

「進也さん！　一番右のコースはあの光線の死角です！　そちらへ行きましょう！」

　早希さんの言う通り、一番右のコースはやや奥おくまった場所にあり、そちらへ進むと、まっすぐしか伸びない赤い光の捕捉からは逃のがれられる。しかし、右の最短コースは狭く、今の僕らにとっては圧あつ倒とう的てきに不利な状況を作り出してしまうことになる。

　……そうだ。たしか一次予選のあの時も、あの青白い物体からちょうど六本の赤い光が出ていたはず……。そしてそのあと、全すべての獣の目が光って……。それに『子烏丸』自身にも赤い光が付いていることを考えると……。

「まっすぐだ、早希さん。このまままっすぐ行く！」

「で、ですが、このまままっすぐ行けばあの魔法の一直線上を進んでしまいます！　それだと今捕捉されている赤い光を遮ることができません！　この状況で狼にまで追いかけられたら大変です！　運よく右のコースは完全に敵の死角になってます！　そちらに進まない手はありません！」

「それだよ、早希さん。きっとあの魔獣使いは、僕らが二台のブルームに追いかけられているのを見て、狭い最短コースを避けたがっているとすぐに理解したんだ。だからこそ、僕たちをそのコースへ追いやり、自分でリスクを負わずに、あの二台のブルームに僕らを始末させようとしているんだ」

「ですがこのままでは……」

「心配するな。それにあの魔ま法ほう、おそらく不発だ」

「不発？」

　一番右の最短コースは選ばず、当初の予定通り、その一つ左の道を進む。死角に入らなかったことで、依然として『赤雷』に赤い光がくっついてきたが、やがて青白い物体の表面にあった獣の目から炎が消え失せ、そのまま跡形もなく消しよう滅めつした。

「……進也さん、魔獣使いの放った魔法が消えてしまいました……。いったいどういうことでしょうか？」

「おそらくあの魔法の発動条件は、六台のブルームを一度に捕捉することだ。表面に付いていた六つの獣の目は、捕捉した機体数が増えるごとに一つずつ炎を宿していて、一次予選の時はそれが全て揃った時、狼型魔獣が出現していた」

「まさか……」

「その証拠に、あの赤い光は魔獣使いが乗っている『子烏丸』にも伸びていた。召しよう喚かん型魔法は一度召喚してしまえば、条件を満たすまでは発現させた本人でも消すことができない。つまり、あれは絶対に起動しないという確信がなければできない行動だ」

「……な、なるほど。ですが、自分で生み出した魔法の標的に自分も選ばれてしまうなんて、召喚型魔法はかなり扱あつかいが難しい代物ですね」

「あぁ。二次予選で魔獣使いが鮫さめ型魔獣を使用した時も、魔獣使い自身、自分たちが標的にならないように速度を一定に保っていたし、きちんと扱うにはかなりの鍛たん錬れんが必要だろう」

　早希さんが後方を注視しながら、

「ですが……まだ危険が去ったわけではありません」

『赤雷』の背後には、波紋のブルームと水晶のブルームが、二台連携を取りながら接近してきていた。

　魔獣使いはあのまま別の道に進んだようだな……。他のブルームと一緒にいることで乱戦に巻き込まれることを嫌ったか……。

　何にしろ、あの二台だけならなんとか――。

　辺り一面に、重厚な金属音が轟き始めた。それは空気を揺ゆらし、地下鉄全体の壁に共鳴し、前方から凄すさまじい勢いでこちらに接近してきた。

　早希さんが、青ざめた顔でそちらを見やる。

「まさか……この音は……」

　視界を遮らんばかりの強力なライト。全身にぶつかる空気の壁。鳴りやまない金属音。

「……あぁ。電車だ」

　これが、レース開始直前、アナウンサーが言っていたギミックの正体か。

　どうする……。このまままっすぐ行ってもぶつかるだけ……。だがこんな状況で後退なんてしてたら狙い撃ちだ……。なんとか回避しないと……。だけどこんな狭い線路の中でどこに逃げろって言うんだ……。くそっ！　もう時間がない！　真正面から電車にぶつかってしまう！

「進也さん！　脇道です！」

「何!?」

「前方！　左下！　事前に配布されたマップには載っていなかった通路があります！」

　早希さんの言った通り、前方、『３』番リングのすぐ向こうに、大型機体である『フギンムニン・フォルム』がギリギリ通れるような通路があるのが目に留とまった。

　そうか。無数のゲートはこういう時のために使えってことだったのか。

　このまま速度を保っていれば電車と鉢合わせる前に退避することができる。『赤雷』は『フギンムニン・フォルム』よりも一回り小さい『エアリアル・フォルム』。通り抜けるのは難しくはない。だが……。

　追いついてきた波紋のブルームが、すかさず『赤雷』と左の壁の間に入り、進路を妨害し始めた。そのすぐ後ろのブルームでは、再び三つの水晶を回転させ始めている。

　やはり来たか……。波紋のブルームがこちらをけん制しつつ、後ろにいる水晶のブルームが魔法でとどめを刺すつもりだな。

　だけど、その位置取りはちょっと僕らをなめすぎじゃないか？

　すかさず、左に割り込んできた波紋のブルームにアタックを仕掛け、敵を壁際へ押しやる。相手の魔女は面めん食くらったような顔でこちらを睨みつけ、慌あわてて手を突き出した。

　そんな生半可なけん制に効果があると思っているのか。さっき見た限り、波紋の魔法は完全な中ちゆう距きよ離り攻こう撃げき型がたの魔法。それなのに僕らをゲートから逃がさないためだけに、『赤雷』と壁とのわずかな隙間に入り、接近してきた。

　ここは一定距離を保ち、僕らが『３』番リングを潜る瞬間か、その後に脇道へ逸れる瞬間を狙うのが得策だった。ギミックに翻ほん弄ろうされて判断を誤ったな。

　壁に押し付けられた波紋のブルームから煙けむりが上がると、乗っていた魔女の手のひらから魔法が放たれた。しかし、敵の魔法は、最初は小さく、その後徐々に拡大していくタイプ。これだけ接近していれば、『三秒視』を使わなくても避けることは容易たやすい。

　一いつ旦たん『赤雷』を引き、距離を取る。波紋のブルームからは白い煙が絶え間なく噴き出しているが、それでも何とか並走していた。

　波紋のブルームはもう時間の問題だ。あとは……。

　後方に視線を移し、水晶のブルームの出方を待つ。

　手のひらを合わせた魔ま女じよの周りを三つの水晶がグルグルと回っている。よく見れば、赤、青、緑それぞれで大きさが異なっていて、緑が一番大きく、赤が一番小さい。

　そして水晶がゆっくりと回転を緩ゆるめ、魔女の目の前には赤い水晶がピタリと停止した。それを見た魔女が、悔くやしそうに眉まゆをひそめる。

　すると、赤い水晶から何十本もの槍やりがこちらに向かって突き出したが、それらは全て水晶から飛んでくるようなことはなく、しばらくするとまた水晶に引っ込むようにして消失した。

　今のは近距離攻撃型魔法？　だが、こちらには全く届いていなかった……。まさかあの魔女、自分で使用する魔法を選べないのか？

　水晶のブルームからの魔法が不発に終わったため、そのまま難なく『３』番リングを潜る。それから進路を左下の退避ゲートに合わせると、すぐ真後ろにいた波紋のブルームも追つい随ずいしてきた。警戒させないようにギリギリのところまで引き寄せ、ゲートに飛び込む前に急ブレーキを踏み、波紋のブルームの前部にぶつけると、それまでのダメージで操縦が利きき辛づらくなっていたのか、波紋のブルームはフラフラと蛇だ行こうし、そのまままっすぐ進行していった。

　少し間を置いて、水晶のブルームもこちらのゲートに身を隠かくした直後、電車が過ぎ去る轟ごう音おんと、身を震ふるわす振動、それから、退避しそこねた波紋のブルームが粉々に砕け散る金属音が響き渡った。

　これで、残るは水晶のブルームだけだ。

　ゲート内は狭く、電車をちょうど迂う回かいするような位置まで来ると出口が見えてきて、そこを抜けるとまたもとの地下鉄の線路に戻もどってきた。

　前方に駅のホームの明かりが見えてきて、それは他ほかの路線のホームと連なるように構えていた。つまりここは、この道を通る前に選んだ分かれ道の合流地点ということだ。

　ホームへ進むと、他の路線からも続々とブルームが姿を現した。

　現在順位【二三／四二】。

　もうすでにこんなに出場機体数が減っている……。他の路線にもこちらと同じギミックが出現したのか？　それとも『戦の魔女王の血筋』がやったのか？

　視界の端、やや前方を走っている魔獣使いが周囲の気配をうかがっている。

　魔法を使用する様子はない。ここは魔力温存というわけか。

　四方八方で魔法が飛び交う中を進み、なんとか『４』番リングを潜ると、またもガイドが複数に分裂し、目の前に分かれ道が現れた。

　水晶のブルームは依然としてこちらについてきてはいるが、相方の波紋のブルームを失ったせいか、積極的に攻撃してきたりはしなかった。

　ここで下手に戦せん闘とうすると、インターバル中を他のブルームに狙ねらわれやすくなる。だからあえて攻撃してこないのか。

　だとすれば、この分かれ道に入った時に攻せめてくるはず。

　敵の魔法はおそらくランダム。分かれ道に入ると同時に、最初に見せた紐状の追尾魔法を使用されると、こちらは魔力を解放して逃げるしか道がなくなる。だが、他の二つならどうだ？　水晶は全部で三つ。それぞれ赤、青、緑、とあり、大きさは順に小、中、大。そして、これまで緑が紐状の遠距離型魔法、赤が複数の槍を突き出す近距離型魔法、であれば残りの一つ、青い水晶は中距離型魔法の可能性が高い。

　だから敵の水晶が緑であれば魔力解放での回避、赤であれば『三秒視』を使った回避でやり過ごせる。そして青ならば……。

　分かれ道に入るとこちらの予想通り、またも三つの水晶がぐるぐると回り始めた。

「早希さん、緑なら魔力解放、赤なら僕ぼくに『三秒視』を」

「わかりました！」

　わざと速度を落として距離を詰め、水晶の動きが止まるのを待つ。徐々に回転が弱まり、手のひらを合わせた魔ま女じよの目の前で、ピタリと青色の水晶が停止した。

　それを確かく認にんすると、すかさずブレーキを踏み込み、後ろを走っていた水晶のブルームに急接近する。相手の魔女は不意を突かれた様子で慌ててこちらに向き直るが、青色の水晶から飛び出だしたのはほんの小さな液状の粒で、『赤雷』には当たらず、そのまま放射線を描えがくように前方へ向かった。そして、液状の粒はある程度進んだ後、急激に肥大化すると、劇薬のような臭気を漂わせながら落下した。

　やはり青は中距離型攻撃か。さっきの波紋の魔法と同じで、中距離型魔法は近くにいれば回避が容易い。

　虚きよをつかれた水晶のブルームは回避行動が遅れ、易やす々やすと『赤雷』で上から押しつぶすようにアタックを仕掛けることができた。水晶のブルームの下部が、線路の保護魔法に削られてバチバチと火花が飛び散ると、そのまま炎上し、あっという間に炎に包まれ、やがて動かなくなった。

　現在順位【一九／三七】。

　順位はまずまずだが……。

「進也さん？　難しい顔してどうかしましたか？」

「ん？　……いや、ちょっと気になることがあって……」

「気になること？」

「……それより早希さん、レース前に言った作戦はちゃんと覚えてるか？」

「え？　えぇ。覚えてますけど……。ほんとにあんなことをして大丈夫なんですか？」

「あぁ。だから合図を見逃さないようにだけ注意してくれ」

「……わかりました」







　現在順位【一六／三四】。

　あれから戦闘と言えるような展開はなく、ただただ地下鉄を進み、直前に『１８』番リングを潜り終えた。

　レースも中盤か……。この感じだと、先頭集団は十数台いるとみた方がいいか。やはり、嫌な予感は的中しそうだな……。

　前方。線路にしてはやや勾配のある下り坂の先に、魔ま力りよく噴ふん射しや口こうが放つ独特の魔力光の明かりが目についた。

　そのまま距離を詰めると、早希さんが敵を注視した。

「前方に敵てき影えい。あれは……小山内さんと轟さんです！」

　向こうもこちらに気付いたのか、二人が乗る『キャンディ・キャンディ』がゆっくりと蛇行するように左右へ動き始め、抜かされないように警けい戒かいし始めた。

「……どうしますか？　小山内さんの魔法は後続車に対してかなり優位です。魔力を弾丸にして飛ばす『ワンショット・キル』は『三秒視』との相あい性しようがいいので、一定距離離れていれば回避は容易だと思いますが……」

「いや、問題ない。ここは一気に距離を詰めてそのまま抜きに行く」

「……え？　ほ、本気ですか？」

「もちろん」

　アクセルを踏み、『キャンディ・キャンディ』の真後ろに付き、右へ左へハンドルを切って追おい抜かす隙をうかがう。だがここまで近付いても、小山内さんは魔法で反撃してくることもなければ、未いまだに少しけだるそうにあくびまでしている有り様だった。

　早希さんが呆あつ気けにとられたようにたずねる。

「あの……これはどういうことでしょうか？」

「ほら、覚えてないか？　このレースが始まる前、小山内さんがぼやいてただろ？」

「えぇーっと……。たしか、つまらねー、とか言って、あまりやる気があるようには見えませんでしたね……。今もそうみたいですけど……」

「このレース、『関東城西鉄道杯』の本選では、そのコースのほとんどが狭い地下鉄を通るようになっている。だから小山内さんのような強すぎる拡散攻撃型魔法だと、自機やパートナーを傷つけてしまう恐おそれがあってそう易々とは使えないんだ。駅なんかの開けた場所だとたぶん魔法を使用してくるだろうから、線路上で出くわしたのは幸運だったな」

　それに小山内さんは拡散攻撃型魔法の他に、『ペインブースト』での追つい撃げきが非常に厄やつ介かいだが、このレースの大半の場所で魔法を使用することができない小山内さんにとっては、追撃そのものを封ふうじられてしまっていると言っても過言ではない。それでは『爆ばく裂れつの魔女』の本来の強さの三〇パーセントも発揮できないだろう。

『キャンディ・キャンディ』の座席に埋もれるようにして座すわっていた小山内さんが、のっそりと起き上がってこちらを睨にらんだ。

「さっきからぺちゃくちゃぺちゃくちゃうるせぇぞ！　そんなにオレの魔法をぶちこんでほしかったらここで思い切りやってやろうじゃねぇか！」

『キャンディ・キャンディ』の前席で『赤雷』の行く手を阻んでいた轟さんが、ため息まじりに反論する。

「ちょっとぉ！　マジやめてよね！　こんなとこでモコの魔法なんて使ったらウチまで巻き込まれかねないし！」

「うるせぇ！　元はと言えば轟が勝手にこんなレースに参加させたんじゃねぇか！」

「モコだって一次予選と二次予選で十分満足したっしょ？　ほら、『戦の魔女王の血筋』を壊滅させてやる、とか言ってやる気満々だったじゃん」

「それはそれ、これはこれだ！」

「うわぁ、テキトー……」

　早希さんが、小山内さんたちの注意を引いて隙すきを作ろうと話しかける。

「あの、小山内さんは敵のブルームを壊すのが目的なんですよね？　でも、そんなことをすればまたすぐに出場停止になるはずです……。今もこうして本選に残っているということは、もしかして、小山内さんは心を入れ替えて真ま面じ目めにブルームレースに取り組んでいるんですか？」

　その言葉に小山内さんは「キシシ」と小さく笑うと、『キャンディ・キャンディ』の上に立ち上がり、僕らを見下して指を差してきた。

「冗じよう談だんじゃねぇ！　この小山内モコ様がそんな俗物感情を持ち合わせてるわけねぇだろ！」

「だ、だったらどうして……」

「決まってるじゃねぇか！　オレが潰つぶしたい奴やつは、心の底から、人生をかけて、真剣にレースに取り組むような奴らだ！　そんな奴らがどこに集まるか、お前らも知ってるんじゃねぇのか？」

「まさか……『全能水晶杯』に出場する気ですか？」

「キシシ！　オレの目的はいつだって破は壊かいのみだ！　敵のブルームを！　敵の想いを！　敵の自尊心を！　粉々にぶち壊す！　そして『全能水晶杯』でお前らに絶望を与あたえるのも、このオレだ！」

　まさかこの人、僕らが『全能水晶杯』を狙ねらっているのを知って自分も出場しようとしてるわけじゃないよな……。

『キャンディ・キャンディ』と壁の間を何度か通り抜けようと試みるが、思っていたよりも相手の反応が良く、全て防がれてしまった。

　轟さんのテクニックも前よりずっと良くなっている……。だが、まだまだだな。上下の守りが薄うすく、このまま左右に揺らしてそちらから仕掛ければ難なく抜きされるだろう。

　しいて言うなら抜いた後に小山内さんの『ワンショット・キル』には警戒しなければならない。あれは他の拡散攻撃型魔法とは違い、魔力を弾丸にして飛ばす局所攻撃型魔法。つまり、この地下鉄内でも自損の心配をせずに使用してくる可能性があるということだ。

　しかし……。

『１９』番リングを潜ると、視界の端を小型カメラの『シェア・アイ』が飛行しているのを見つけた。

『爆裂の魔女』が前方に攻撃できる魔法を習得しているという情報はまだ公おおやけにはなっていない。つまり、小山内さんたちはまだ隠しておきたがっているというわけだ。前に使用してきた時も見せることを嫌いやがっているようなことを言っていた。だから『シェア・アイ』に見られている今は積極的に使ってはこないだろうけど、万が一の時は早希さんの『三秒視』で避けるしかない。

「早希さん、『ワンショット・キル』にだけ気を付けておいてくれ」

「任せてください。あの魔法のタイミングはバッチリ覚えています」

　ハンドルを手前に引き、『赤雷』の前部を上に向け、『キャンディ・キャンディ』と天てん井じようの隙間を縫ぬうように走行する。それまで轟さんを左右に振っておいたおかげで、こちらの動きには咄とつ嗟さに対処できず、そのまま難なく抜かすことができた。

　こちらが推測した通り、小山内さんは『ワンショット・キル』を放ってはこなかった。

　やはりまだ隠しておきたいみたいだな。だったら『シェア・アイ』が近くにいる限り安全だ。

『キャンディ・キャンディ』の後方、ポツンと近付いてくる一台のブルームがある。

　あれは……。

　赤いスカーフをはためかせ、二本の指をピンと立てた忍にん者じやの格好をした魔ま女じよ。

「進也さん！　魔ま獣じゆう使いです！」

　魔獣使いは、淡たん々たんと魔法名を詠唱する。

「『鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画が《梟ふくろう》』」

　魔獣使いの目の前から、どこからともなく大量の梟がこちらに向かって飛行してくる。それらは青白い炎のように揺らめいていて、地下鉄の壁にぶつかると進路を変え、また壁にぶつかると同じように進路を変えて近付いてきた。

　あれは反射型の攻こう撃げき魔法か。イレギュラーな動きで距離を詰められると避け辛いな。

　梟は壁にぶつかるたび、先頭の数すう匹ひきが死んだように動かなくなってポトポトと落ちていった。

　反射するたびに数を減らしている……。ということは、できるだけ遠くまで逃げればそのうちいなくなるということか。

『赤雷』を追い抜かそうとする『キャンディ・キャンディ』を妨害しながら、梟の位置を確認する。

　まだ距離がある。このまま逃げ切れるか。

　その時だった。

　どこかで聞いたことのある重厚な金属音。振動する壁。全身にぶつかる妙な圧迫感。

「進也さん！　また電車が来ます！」

　くそっ！　こんな時に！

　……まさか、あの魔獣使いはこのタイミングで電車が来ることまで予測していたのか？

　もしも魔獣使いの五感が並外れていれば、僕らより先に電車が接近してくることを感知し、魔法を放つことも可能……。だからこそ、進路が予測し辛い反射型魔法で僕らを前方へ誘導したかった……。いや、いくらなんでも考えすぎか……。

　電車の音がもうすぐそこまで迫っている。

　焦らず対処すれば大丈夫だ。ここにも必ず、前回の時と同じようなゲートがあるはず。

　ゲートを探しながらブレーキを踏ふみ、後方にぴったりとくっついてくる『キャンディ・キャンディ』の『赤雷』の後部を鼻先にぶつけた。すると、安定型の『赤雷』よりも重量の軽い『キャンディ・キャンディ』は一瞬大きくぶれて速度を落とした。

　そこへ、壁に反射していた梟の一団が『キャンディ・キャンディ』の側面にぶつかると、ダメージを受けた箇所の外壁が根こそぎ持っていかれ、中の基き盤ばんから火花が飛び散っているのが見えた。

　よし。あれは深手だ。魔力噴射口の出力に影えい響きようは出ていないようだが、あとは『赤雷』のアタック一つで十分撃沈できる。

『キャンディ・キャンディ』にぶつかった梟が、またそこを起点に反射を繰り返し、地下鉄の中をグルグル回るようにしながら僕らの後を追ってきた。

　そのまま行くと右みぎ隅すみに鉄のゲートが用意されており、電車をやり過ごすための迂回路へ繋つながっていた。

　小山内さんは『シェア・アイ』に見られている今の状況では『ワンショット・キル』を使ってこない。だが、この迂回路の中まで『シェア・アイ』が入ってこなければ、必ず『ワンショット・キル』を使用してくるだろう。狭い迂回路の中では『三秒視』での回避は困難。

　ならばこちらは……。

「早希さん！　脇道に入ったらすぐに魔力を解放してくれ！　速度で『キャンディ・キャンディ』を振ふり切る！」

「わかりました！」

　レースは中盤。もう少し早希さんの魔力を温存しておきたかったところだが、ここらが限度だろう。

『キャンディ・キャンディ』が『ペインブースト』で加速してくる気配はない。さっきのダメージを気にしているらしい。

　少しずつ距きよ離りが開き始めると、『赤雷』を徐じよ々じよに迂回路の方へ接近させ、そこへ身を隠す、その刹那――。

「『ワンショット・キル』！」

　小山内さんが手を銃の形にしてこちらに構えていて、そのすぐ目の前に魔ま法ほう陣じんが形成されると、弾丸を形成した魔力の塊が猛もうスピードで『赤雷』に襲い掛かってきた。

　馬ば鹿かな！　まだ『シェア・アイ』が見ているんだぞ！　小山内さんは『ワンショット・キル』の存在をまだ隠しておきたかったんじゃなかったのか！

　小山内さんはまた、「キシシ」と楽しそうに笑うと、悪魔のようにうそぶいた。

「やっぱり他人のそういう顔を見るのは楽しいよなぁ」

『爆ばく裂れつの魔女』は、僕らを潰つぶすために、僕らの絶望した顔が見たいがために、『シェア・アイ』の目の前であるにもかかわらず、『ワンショット・キル』を使用してきた。

『爆裂の魔女』は規格外だ。通常のブルームレースの定石から大きくかけ離れた思考回路。僕の予想の範はん疇ちゆうを超えている。

「『三秒視』！」

　視界全体が赤く染まると、迂回路に進もうとする『赤雷』のコアをまっすぐ射貫く弾丸の映像が見えた。

　現実世界に戻り、すぐさまそれを回かい避ひするが、そのせいで迂回路には逃げ込めず、電車が来ている前方の道へ進むしかなくなった。

『キャンディ・キャンディ』に乗っている二人は満足したように、そのまま迂回路へ消えて行った。

『赤雷』と電車が正面衝突し、そこで大破する最悪の光景が脳のう裏りを過よぎる。

　煌々と迫りくる電車のライトで目を細め、それでもどこかに逃げ道がないかを必死で探した。後方からは未だに梟の一団が押おし寄せてきていて、これ以上速度を緩めることさえ許されない。

「電車の横を抜けましょう！」

「横!?」

　電車と壁かべとの隙間はわずかしかなく、そこを通り抜けるためには『赤雷』を横に倒して入り込むしかなかった。

　よしんば綺麗に入れたとしても、電車をやり過ごすまでずっと同じ姿勢を維持したまま走行しなければいけないことになる。

「進也さんなら大丈夫です！」

　だが、それ以外に僕らが生き残る術すべは残されていなかった。

「……くっ！　やるしかないか……。早希さん、頭を下げててくれ！」

『赤雷』を九〇度傾かたむけ、壁に機体下部を向けるように走行する。電車はもうすぐそこまで迫っていて、時間をかけて機体の向きを調整している暇ひまはない。

　壁かべ際ぎわを沿うように走らせ、そのまま一気に電車の間を突き抜ける。電車の前面に押し出された強風が渦巻いて、『赤雷』を電車の方へ吸い寄せてくる。ハンドルを強く握にぎりしめ、それを必死で押さえ込んだ。

　後方に付いて来ていた梟の群れが電車にぶつかって一掃されるが、今さらスピードを落とすとバランスを崩してしまうため、速度を維持。頭のすぐ上を、電車の側面に取り付けられたガラスが次々と通り過ぎていく。緩やかなカーブになっているため、終わりが見えない。

　まずい……。もうバランスを保っているのが難しい……。終わりはまだか！　早く！　早く！　早く！

　電車から発生する強風に煽あおられ、『赤雷』が体勢を崩した瞬しゆん間かん、電車の最後尾が真横を過ぎ去り、なんとか命拾いをした。

　すぐさま中央付近へ移動し、態勢を立て直して一息吐く。

「た、助かった……。今のはほんとにギリギリだった……」

「ドキドキしましたね！　電車があと一車両分でも長ければアウトでした！　でもやっぱり進也さんはすごいです！」

「こんなのはもう二度とごめんだ……」

　落ち着きを取とり戻したのも束つかの間ま、僕らがたった今なんとか通り抜けてきた電車の横を通って、もう一台ブルームが飛び出してきた。

『子こ烏がらす丸まる』。魔獣使いが乗る、『アルミラージ・フォルム』。

「まさか！　迂う回かい路ろへ逃げた『キャンディ・キャンディ』を追わずにこちらの道を選んだのか！　くそっ！　早希さんの魔ま法ほうを警戒して潰しに来たか！」

『子烏丸』に乗った魔獣使いが、殺気立ったギラギラした目をこちらに向ける。

「それは違う。我が警戒しておるのはお主だ、明日葉進也」

「……何？」

「お主が出場した『大如月祭』での映像を見た。何故なぜ誰だれも気付かぬ？　お主のその異常性に。常じよう軌きを逸いつした洞どう察さつ力りよく、判断力、テクニック。ここで潰しておかねば、必ずや我らの邪じや魔まになる。ゆえに、ここで果てゆけ、明日葉進也」

　魔獣使いが二本の指をピンと伸のばし、それを電車が過ぎ去っていった後方へ向けて勢いよく振った。

「『鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画が《がしゃ髑どく髏ろ》』！」

　魔獣使いの指先から青白い魔法の煙が後ろへ伸びると同時に、『子烏丸』全体がぼんやりと黄色く輝き始めた。

　前にいる僕たちにではなく、後ろに向かって魔法を放っただと？　それに『子烏丸』を包むあの黄色い光はなんだ？

　青白い煙は一定距離まで離はなれると、強い光を出してみるみる拡大し、路線一いつ杯ぱいに広がる巨きよ大だいな人骨へと変化した。それが這いずるように両りよう腕うでを前後させ、猛スピードでこちらへ近付いてくる。

　くっ！　あんなものまで作り出せるのか！

　アクセルを踏み、速度を上げると、真後ろにいる『子烏丸』に違い和わ感かんを覚えた。

　しかし……どうして魔獣使いはこのタイミングであんな魔法を放ったんだ？　あれは見るからに追つい尾び魔法、しかも召しよう喚かん型魔法はその攻こう撃げき対象に自分も含ふくまれているはず。ならば僕たちを抜き去ってから人骨を出現させるのが定石。この状況だと、あの人骨にいの一番に襲われるのは魔獣使いたちになってしまう。そんなこと、魔獣使い程の実力者であればすぐにわかるはず……。

　巨大な人骨は、天井まで目一杯腕うでを振り上げると、それを『子烏丸』目掛けて勢いよく振り下ろした。『子烏丸』がそれを軽々とかわすと、人骨の真っ黒い眼がん窩かにぼんやりと小さな黄色い火が灯ともった。

　……なんだ？　何の印だ？

　それから人骨は、二度、同じような攻撃を繰り出し、『子烏丸』もそれを同じように避け続けた。

　人骨の眼窩に灯った黄色い火が、今や炎のように激しく燃え、さっきまでは人間の骨の形をしていたはずなのに、いつの間にか牙きばが生え、指し骨こつの先が鋭えい利りに尖とがっている。動きも機敏になり、『赤雷』との距離が徐々に詰まりつつあった。

　あいつ、攻撃を避けられるたびにレベルアップする仕組みか！

『子烏丸』が『赤雷』にアタックを仕し掛かけてくるが、それをすんでのところで回避する。その際、『赤雷』の左さ翼よくの先が敵機をかすめてしまうと、それまで『子烏丸』をぼんやりと包つつんでいた黄色い光が、今度は『赤雷』の周りを染め始めた。

　その光に反応するように、人骨は『赤雷』へ視線を移した。

　この光はあの人骨のターゲットマークだったのか！

　人骨が『赤雷』に噛かみつこうと口を大きく開け、異常なまでに首の骨をのばして攻撃を仕掛けてきた。『赤雷』を翻ひるがえしてなんとかかわすと、またも、人骨の眼窩の炎が揺らぎを大きくする。

　このままだとどんどん強化されていつか逃げ切れなくなる！　このターゲットマークはさっき『子烏丸』にぶつけられた時に移動した……。ということは、もう一度『赤雷』を『子烏丸』にぶつければ向こうに移動するはず！

　インターバルを終えた魔獣使いが、またも魔法を使用する。

「『鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画が《疾しつ風ぷう迅じん雷らい》』！」

『子烏丸』の周囲に、風を絵に描いたような魔力の帯が出現すると、今までとは比ひ較かくにならないほど速度を上じよう昇しようさせた。

　自じ己こ強化型魔法！　そうか！　この魔法で逃にげ切きる自信があったからこそ、自分たちで人骨のレベルを上げ続けたのか！

　だが、それは甘あまいぞ、魔獣使い！

「早希さん！　魔力解放だ！」

「はい！」

『赤雷』の魔力噴射口から出ていく光が、今までの三倍以上の大きさに変化する。全身を座席に押し付つけられる感覚の中、必死でぶれるハンドルを操作した。

　魔獣使いが驚おどろいた表情でこちらを見返している。

「何!?　この速度に追いつけるのか!?」

「僕ばかり警戒して早希さんの魔法を見くびっていたな！」

「……くっ！」

　いくら魔力を消費しても機体内魔力残量は八〇パーセントを保ち、速度はみるみる上昇していった。

　そのまま『赤雷』の鼻先を『子烏丸』にぶつけると、ターゲットマークが相手に移り変わった。

　相手のドライバーを指差し、

「早希さん！　『三秒視』だ！」

　早希さんはほんの一いつ瞬しゆん、『三秒視』を魔獣使いとドライバー、どちらに使用するかで迷う素そ振ぶりを見せたが、すぐに僕が指差しているドライバーの方に魔法を放った。

　こうすることで、強制的に三秒先の世界に送られたドライバーは、次の動作でワンテンポの遅おくれを生じさせる。つまり、その間に敵から攻撃を仕掛けられるリスクを冒さずに真横を通り抜けられるというわけだ。

　だが、僕の思惑は外れてしまった。何故なぜなら、早希さんが『三秒視』を使った際、『子烏丸』が瞬時に、早希さんの魔法効果範囲である三メートルの外に逃げ出してしまったからだ。

　魔獣使いが、口元を覆ったスカーフをはためかせながら、

「東雲早希の魔法の射程距離はおよそ三メートル。我らはそちらの魔女を見くびってなどいない。『大如月祭』での映像だけでは速度まで正確に把握しかねただけだ」

『子烏丸』はすぐさま進路をこちらに向け、ワンテンポの遅れを想定してまっすぐ突き進んでいた『赤雷』にアタックを仕掛けた。ギリギリのところでハンドルを切って壁沿いを走行するように回避するが、それでも敵の攻撃が外がい壁へきをかすめてしまった。

『赤雷』に黄色いターゲットマークが移ると、もはや人骨とは言えない骨の化物が、こちらに岩のような拳をぶつけてきた。

　早希さんが魔力を解放していたおかげでわずかにこちらが速度で勝り、紙かみ一ひと重えのところでかわすことに成功する。しかし、またレベルを上げた人骨は、まるで骨の波のような姿になって迫せまってきていた。

「『三秒視』を進也さんに使います！　それでなんとか敵を倒してください！」

「だめだ！　これ以上ここで魔力を消費すると先頭集団で必ずガス欠を起こす！」

「ですが、それ以外にこの状じよう況きようを打破できる手立てがありません！」

「……大だい丈じよう夫ぶだ。ここは僕がなんとかする」

「……進也さん？」

　魔獣使いが今まで使用してきた魔法は、狼おおかみ、鮫さめ、梟ふくろう、骨、加速。六体の条件が満たせない狼は使用できない。水がないので鮫も不可能。この状況で梟を飛ばすと、たとえこちらにダメージを与えられたとしても『赤雷』に反射した梟で自分自身もダメージを受けてしまう可能性が高く、使わないはず。骨と加速は使用中。それにこのレース中だけであれだけ強力な魔法を連発したんだ。もうここらで打ち止めのはず。

　下手に動けばやられる。集中しろ。全神経を研とぎ澄すませ。

　前方に『２０』番リングが迫るが、『赤雷』と『子烏丸』はにらみ合う形を取ったままピクリとも動かず、そのまま二台とも『２０』番リングを素通りした。

　お互たがいのリングライトが、それぞれ一つ消灯する。

　それを合図に、体重を左に傾かたむけ、ハンドルを操作し、壁沿いを走っていた『赤雷』を一回転させるように『子烏丸』の頭上に落とす。その攻撃に瞬時に反応した『子烏丸』がブレーキを踏んで後ろへ逃げ、そのまま速度を上昇させて今度はこちらに攻撃をしてきた。

　すかさず『赤雷』の高度を下げ、線路に施ほどこされている保護魔法にわざと下部を接せつ触しよくさせ、そこから跳ね返るように勢いを付けて頭上にいる『子烏丸』の真下からアタックする。

『子烏丸』にターゲットマークが移動すると、背後に迫る骨の波から、カチャカチャと不気味な音を立てて巨大な骨の剣が突つき出してきた。

　即そく座ざに回避行動を取った『子烏丸』だったが、骨の剣で機体後部を大きく削り取られ、そこから青白い魔力光が霧のように噴き出し始めた。

　あの魔力光……コアに大きなダメージを負った証拠だ。もう自走していられる時間もわずかなはず……。

　それでも『子烏丸』は諦あきらめず、大量の魔力光の霧と共に『赤雷』へ接近した。しかし、出力が低下しており、避さけることは容易であった。

　最後に、魔獣使いが口元のスカーフをずらし、尖った歯をこちらに見せてきた。

「見事だ、明日葉進也、東雲早希。いずれ、『全能水晶杯』であいまみえようぞ」

　そう言い残し、『子烏丸』は骨の波に呑まれていった。

　魔獣使い……なんて強さだ。次会った時は、こう上手くはいかないだろうな……。

　それからしばらくして骨も綺き麗れいさっぱり消え去ると、

「早希さん、損害状況は？」

「損害軽微です！　保護魔法にぶつけた機体下部もたいした傷ではありません！」

「よし。じゃあ、このまま先頭集団まで一気に距離を詰つめる」

「はい！」

　現在順位【一一／二八】。







『２８』番リング通過。

　まずい……。予想していたよりも先頭集団との距離が離れていたらしい。まだ後ろ姿すら見えない……。残りのリングはもう、『２９』、『３０』、ゴールリングの三つしかないっていうのに……。

　目一杯の速度で走っていると、路線は緩やかな上り坂を描き始め、薄うす暗ぐらい地下鉄の前方を眩まばゆい光が差し込んでいた。速度を維い持じしたまま光の中へ突とつ入にゆうすると、一瞬の視界不良を挟はさんで、左右を杉並木に覆われた山中が広がった。路線はそのまままっすぐと奥おくへ続いていて、木々の隙すき間まからは『戦いくさの塔とう』が垣間見える。

　そしてついに、先頭集団の背後を目視することができた。

「なんとか追いつきましたね……。あそこに轟さんたちはいないようですが、あとで追いついてくると思いますか？」

「いや、『キャンディ・キャンディ』は魔獣使いの梟型魔獣のせいでかなり大きなダメージを負っていた。あの傷では『ペイン・ブースト』も使用できないし、もう参戦してくることはないだろう。この辺りは分かれ道もなく、僕たち以外のブルームは一台も見かけなかった」

　ゆっくりと近付いてくる先頭集団の影に固かた唾ずを呑のんだ。

「つまり、これが正しよう真しん正しよう銘めい、最終決戦だ」

　前を十台のブルームが固まるように走行しているが、戦闘をしている気配はない。ただ、コアの稼働音だけが耳に届いてきて、その歪いびつさを訴えかけてきた。

　ここまでのレースで、僕は払ふつ拭しよくしきれない違和感を覚えていた。それは、ただの一度も『戦の魔女王の血筋』に出会わなかったことだ。

　目の前の十台のブルームの外壁には全すべて、『戦』の文字が刻まれている。

「進也さん……これはまさか……」

「あぁ。奴ら、全員協力してこのままゴールまで行く気だ」

『戦の魔ま女じよ王の血筋』はお互いを敵視し、自分の功績を一番に考えるような魔女たちが大半を占めている。その中から例外的にほんの数組が手を組むようなことはあれど、十人もの『戦の魔女王の血筋』が同時に手を組むようなことはこれまでなかった。

　しかし、この『関東城西鉄道杯はい』本選においては別だ。レース開始直前でのアナウンス。難易度の上昇とギミックの存在。それらが、通常では協力関係になかったはずの彼かの女じよたちを結び付け、今の状態を構築してしまったのだ。

　そして、その中心人物は――。

「やはり来たか東雲早希――『時の魔女王の血筋』」

『黒くろ鉄がねの魔女』。曽根崎禊。『戦の魔女王』の血の適合者に選ばれ、鉄を生み出し、それを自在に操あやつる魔法を手にした。それからたった三か月で、二つ名と魔ま女じよ騎き士しの称しよう号ごうを与えられ、『戦の魔女王の血筋』の中でも確固たる地位を獲得した逸いつ材ざい。

「私は魔女王様の願いを叶かなえるためにいる――宿命。そしてそのためにはお前たちを排はい除じよする必要がある――必然。ゆえに――死ね」

『黒鉄の魔女』の号令で、『戦の魔女王の血筋』が全員散開し、臨戦態勢へ移行した。

　十対一。敵は圧あつ倒とう的てきな戦闘力を誇ほこる『戦の魔女王の血筋』。これまでの『関東城西鉄道杯』で一度の敗北もなく、勝利し続けている強者たち。そして今まさに、何なん人ぴとも寄せ付けない彼女たちが十人も集まって、たった一機、僕たちを倒たおすためだけに動き出す。

「早希さん、『三秒視』を可能な限り連続で使用してくれ。ただし、一回分だけは温存するように」

「わかりました！」

『黒鉄の魔女』はたった一つ、大きな間ま違ちがいを犯おかした。

「『三秒視』！」

　それは、『三秒視』が、乱戦でこそ最も威い力りよくを発揮する魔法だと知らなかったことだ。

　赤く染まった視界の中で、そこら中から魔法が撃ちこまれ、そこからあらゆる情報をかき集めた。

　まず考えるべきは相手の戦力。魔女騎士の称号を持つ『黒鉄の魔女』、それから二つ名持ちがあと二人、『次元の魔女』と『束そく縛ばくの魔女』だ。この三人に警戒しつつ、残りの七台を相手にする。

　思考を簡易化するため、残りの七台はそれぞれ番号で呼称することとする。

　まず一号機、二号機、三号機。この三台の魔女はそれぞれ近きん距きよ離り攻こう撃げき型がた魔ま法ほうを放ってきた。可能な限り距離を取り、反撃の隙すきをうかがいながら、他ほかの機体に視線を移す。

　次に四号機、五号機。こちらの二台は初撃では魔法を放ってこなかった。それはおそらく、この二台と『赤雷』との間に味方のブルームが走行していたからだろう。つまり、四号機、五号機の魔女が使う魔法は自在に魔法の角度を操れるようなものではなく、一直線上に攻撃を行うもの、もしくは自己強化型の可能性が高い。

　六号機の魔女は『赤雷』との距離は近いものの、特に攻撃してくる様子もなく、今のところどんな魔法かは不明。

　七号機はやや不審な動きを見せた。一度『赤雷』に魔法を使おうと手を伸ばしたが、すぐに引っ込めて舌打ちをした。七号機に乗っている魔女は、たしか強力な爆弾のような魔法を使用する拡散攻撃特化型の魔女だと、事前に用意した資料で見たことがある。この密集した場所では魔法を使うことができずやきもきしているのだろう。

　最も奥を走る残りの三台、『黒鉄の魔女』、『次元の魔女』、『束縛の魔女』はまだ微動だにしない。ん？　『束縛の魔女』のブルームはすでにかなり損傷しているな……。ここへ来る前にどこかで戦せん闘とうがあったのか。

　周りの景色が元の色に戻ると、即座に行動を起こす。

　一号機、二号機、三号機がこちらに手をかざし、魔法名を詠えい唱しようするその瞬間、最も近い距離にいた一号機に『赤雷』をぶつけ、相手の狙いをずらす。できれば逸れた魔法が他の機体に当たってくれることを願ったが、それはかなわず、一号機が放った近距離攻撃型魔法は空に向かって撃ち込まれた。

『赤雷』に照準を合わせていた二号機、三号機が、こちらの急襲にやや驚きを見せながらも、それほどの遅れを生じさせず、魔法を発現させた。その両方が近距離魔法とわかっていたのでブレーキを踏んでやり過ごし、すぐさまもう一度距離を詰める。

　視界の端はし、様子見を決め込んでいた四号機が魔法名を詠唱すると、地割れのような亀き裂れつが地面を這はうように接近してくる。四号機はてっきり他のブルームを気にして魔法を撃ってこないと予想していたが、それはどうやら間違いだったようだ。

　だが、五号機は依然として攻撃を仕掛けてこない。やはりこちらは他のブルームが壁になって攻撃できないでいるらしい。ならば、上方へ回避するとその死角から『赤雷』が姿を現す形になり、追撃を受ける可能性がある。

　ここは依然として動きを見せない六号機と、インターバル中の三号機の影かげに隠れながら、二号機に攻撃を仕掛ける素振りを見せて、油断していた一号機を地割れのような魔法の方向へ押し込んだ。

　不意を突かれた一号機は体勢を崩し、そのまま『赤雷』と地割れの魔法との間に滑り込んだ。直後、地割れの魔法から棘とげが出現し、一号機を串くし刺ざしにした。一号機はプスプスと音を立て、そのまま吐き捨てられるように後方へ消えて行った。

　残り、九台。

「『三秒視』！」

　視界全体が赤く染まる。

　インターバル中の二号機、三号機が、『赤雷』からの攻撃を警戒して六号機と五号機の前に出ようとするが、それを地割れの魔法を使った四号機のブルームが拒こばみ、二号機三号機はそのまま『赤雷』の目の前に留とどまった。

　さっきも四号機の魔法で仲間のブルームが墜つい落らくしたというのに、誰だれも四号機を責めたりせず、四号機の魔女自身もそのことを悔やんでいる様子はない。このことから、四号機は『戦の魔女王の血筋』の中でもそれなりの地位にいる魔女だということがわかる。

　奥の方でまた七号機の魔女が舌打ちをし、手だけをこちらに向けている。魔法が撃ちたくて仕方がないといった様子だ。

　そして六号機の魔女は少し落ち着かない様子で他の魔女の顔色をうかがっている。これは自信の無さの表れに他ならない。主体性のないタイプの人物で、勝利よりも仲間同士の上下関係を気にしているらしい。

　だとすれば……。

　視界の色が元に戻ると、一いつ旦たんわざと高度を上げる、すると、それまで『赤雷』が死角になって攻撃できなかった五号機の魔女が、ニタリと口角を上げて魔法名を詠唱した。五号機の魔女の目の前に魔法陣が形成され、一つ間を置いて、まっすぐ伸びる熱線が撃うち出だされた。しかし、威力、効果範囲、速度、共に蘭奈の熱線には遠く及ばず、この距離からでも避けることは容易かった。

『赤雷』を横にずらし、熱線を回避すると、そのまま目の前にいた二号機を飛び越こえ、地割れの魔女が乗っている四号機に攻撃を仕掛ける。『赤雷』の重さを支えきれず、四号機の下部が線路の保護魔法にぶつかり始める。

　四号機の魔女が檄げきを飛ばした。

「おい！　助けろ！」

　最初に魔法を使った二号機、三号機は未いまだにインターバル中らしく、お互いの顔を見合わせるだけで何もしてこない。五号機は今熱線の魔法を使用したばかり。七号機はこの状況でも悔くやしそうに歯を食いしばるだけ。

　残っているのは六号機。他の仲間の顔色をうかがっていた魔女だ。六号機の魔女は命令されると、ビクッと肩かたを震ふるわせて魔法名を詠唱した。出現したのは紐ひも状じようの魔法に繋げられた巨大な球体。それが高々と上空へ上がると、こちら目掛けて急降下してきた。

　回避はせず、球体の落下地点を正確に予測する。

　すると球体は、『赤雷』と、下敷きになっている四号機の真横に落ち、そのまま大きくバウンドして消しよう滅めつしてしまった。

　今にも『赤雷』に押しつぶされそうになっている四号機の魔女がまたも怒ど声せいを上げる。

「どこを狙っている！　この馬鹿が！」

「ひっ！　す、すいません！」

　これは当然の結果だ。さっき、四号機の地割れ魔法が外れ、仲間の機体を破壊してしまった。そんな光景を目撃した直後に、人の顔色ばかりうかがう六号機が、上位者である四号機にぶつかるように魔法を放てるはずがない。

『赤雷』の下敷きになっていた四号機は爆ばく発はつし、そのまま線路の脇まで勢いよく転がっていった。

　残り、八台。

「『三秒視』！」

　視界全体が赤く染まる。

　線路上に出現した『２９』番リングを、七号機、二号機、五号機、六号機、三号機の順に潜くぐっていく。ほとんどの機体がリングライトを二つ残している中で、最初に近距離魔法を撃ってきた三号機だけ、リングライトがもう一つしか点灯していなかった。

　最後に『赤雷』がリングを潜ったところで、インターバルを終えた二号機が待ち構えていて、近距離魔法で攻撃を仕掛け、『赤雷』は撃沈される。

　視界の色が戻ると、『赤雷』の速度を少し上昇させた。

　ここでリングライトが残り一つの三号機を脱だつ落らくさせたい。だが、最初に近距離魔法を使用してきた二号機、三号機共にインターバルが終しゆう了りようしている。初しよっ端ぱなでこちらから先制攻撃をした以上、すでに警けい戒かいされていて不意を突くことは難しい。かといって真正面からぶつかれば勝ち目はない。ならば……。

　七号機、二号機、五号機がリングを潜り、その後に付いていこうとしていた六号機の横に取り付くようにアタックを仕掛ける。ふらついた六号機がブレーキを踏むと、真後ろにいた三号機が咄とつ嗟さに回避行動へ移った。

　三号機の魔女が苦悶の表情を浮かべる。

「くそっ！」

　それを見て、六号機の魔女は今にも泣き出しそうな顔になった。

「あ……あ……こんなはずじゃ……」

　三号機はリング横を取ってしまい、全てのリングライトが消灯すると同時に、その場に留まるように飛行を停止させた。未来の景色ではリングの向こうで二号機が待ち構えていたが、ふらついた六号機が邪魔をしてしまい、その場から離れていった。

　おかげで『赤雷』はなんなくリングを通過することができる……が、ここはあえて進路を変え、リングは潜らなかった。そして、『赤雷』のリングライトは残り一つとなる。

　思い通りことが進めば、これが後に重要になってくるはずだ。

　残り、七台。

　少しの間お互いをけん制し合う時間が流れると、それまで沈ちん黙もくを貫いていた『次元の魔女』が、業ごうを煮やして喝かつを入れた。

「えぇい！　何をやってる！　敵はたった一台だぞ！」

『次元の魔女』が速度を落とし、『赤雷』との距離を詰める。

『次元の魔女』は、短い距離でのワームホールを作成するという珍めずらしい魔法を使ってくる。ただし、ワームホールの入口は後方にしか出現させられず、出口は前方にしか出現させることができない。つまり、後方の物体を前へ運ぶための魔法というわけだ。

「『三秒視』！」

　視界全体が赤く染まる。

　後方にいる六号機の魔女はもう気にしなくてもいいだろう。最初から味方の顔色をうかがわなければ行動できないような小心者が、助けられたはずの地割れの魔女を見捨て、自分のブルームがぶつかって仲間のブルームのリングライトを全て消失させてしまった。その自責の念から立ち直っている時間はもう残されていない。

　さっき待まち伏ぶせしていた二号機は、ふらついて突っ込んできた六号機を回避したせいでやや遠くにおり、そこからでは六号機の近距離魔法は届かない。熱線を使っていた五号機の魔女のインターバルはそろそろ終わる頃ころかもしれないが、『次元の魔女』が出てきたことによって遠えん慮りよして様子を見ている。

　最初から一貫して魔法を使いたがっている七号機の魔女は、未だに手をこちらに向けてけん制を続けており、苛いら立だったように何度も舌打ちをしている。

　そして、目の前に突とつ如じよワームホールが形成され、集団の少し前方、真下に向かって形成された出口から『赤雷』が飛び出し、そのまま地面に激突してしまった。

　景色に色が戻ると、慎しん重ちようにタイミングをうかがった。不自然な動きにならないように、二号機に距離を詰められないようにフェイントをかけつつ、左右に機体を揺ゆらす。

　そして、未来の景色でワームホールが出現する直前、一気に高度を上げる。つまり、集団から距離を取ったのだ。

　それまでずっと魔法の使用を我慢していた七号機の魔女が、ここぞとばかりに小さな炎ほのおの塊を『赤雷』に向けて発射した。そして、目の前に現れるワームホール。『赤雷』はワームホールをすんでのところで避け、代わりに、七号機が放った炎の塊が吸い込まれていった。

　ワームホールの出口は、集団の鼻先。

　先頭を走っていた『黒鉄の魔女』と『束縛の魔女』が炎の塊を飛び越え、その後ろの一団が通りがかったところで、炎の塊は一瞬極小サイズにまで収縮し、次の間に、耳を劈つんざく爆ばく音おんを伴ともなって巨大な爆発を起こした。

　巻き込まれたのは、ワームホールの出口から出て来た『赤雷』が万が一地面に衝突しなかった時のため、追つい撃げきを試みようとして近くにいた『次元の魔女』。それから、不用意に魔法を使用してしまった七号機自身も一いつ緒しよに墜落してしまった。

　ついで、『次元の魔女』のやや後方にいた二号機、五号機、共に致命傷を負い、徐々に出力が落ち始めている。

　五号機の魔女は咄とつ嗟さに『赤雷』に向かって熱線を放つが、狙ねらいは逸それ、そのまま空へ消えていった。

　早希さんが僕ぼくの肩をトントンと叩たたき、振り返かえると、ピンと一本だけ指を立てている。

　早希さんの残りの魔力が『三秒視』一回分になったということか……。

　二号機と五号機が後方へ消えると、『黒鉄の魔女』が信じられないという顔で目を丸くしていた。

「……何が起きてる――不明」

『黒鉄の魔女』はたった三か月で二つ名と魔女騎士の称号、両方を手に入れた天才だ。だがそれゆえに経験が浅く、今回の作戦は稚ち拙せつだったと言う他ない。

　僕らを警戒し、慎重になったまではよかった。しかし、慎重になりすぎるあまり、普ふ段だん相いれない仲間を集め、僕らを待ち構えた。そんなことをすれば『黒鉄の魔女』自身、他のブルームが邪魔で魔法が使えなくなるのはわかっていたはずなのに、数で押せばなんとかなるだろうと高をくくった。

　その結果、『戦の魔女王の血筋』は今や壊滅状態にある。

　残ったのは『黒鉄の魔女』、『束縛の魔女』、そして、完全に自信を消失しきって少し離れたところを走行している六号機だけだった。

「……私、もう無理です……」

　その内の一台、六号機のブルームから魔ま力りよく噴ふん射しや口こうの推進力が失われ、線路脇に着陸してしまった。

『束縛の魔女』が苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をして、僕らと『黒鉄の魔女』を交こう互ごに見た後、

「『戦の魔女王の血筋』が全滅するわけにはいかない！　許せ！」

　そう言い残し、後方へ姿を消した。

　やはり、『束縛の魔女』はここへ来る前に戦闘を行っていたようだ。乗っていたブルームは損傷していて、魔力残量も少なかったのだろう。万が一『黒鉄の魔女』と『束縛の魔女』を同時に相手することになっていたとしてもそれなりに勝算はあったが、無む駄だな戦闘を避けられたのは幸いだった。

　残された敵は、『黒鉄の魔女』と、そのドライバーの野乃寝さんだけ。

「僕らを甘く見ていたな、『黒鉄の魔女』。魔ま獣じゆう使いの方が君よりずっと強かったぞ」

　野乃寝さんが激しくハンドルを叩く。

「どいつもこいつも！　どうしてここまで準備してあいつらを倒せないのよ！　どうして！　どうして！　どうして！」

『黒鉄の魔女』は狼ろう狽ばいしながらも虚勢を張った。

「こ、このまま私たちが優勝すればいいだけの話――簡潔。お前たちは敗北し、森もり宮みや姉妹共々魔女王様の裁きを受ける――有罪」

『黒鉄の魔女』が乗る『デッド・オア・ポイズン』が『赤雷』の真正面に立ちふさがり、『黒鉄の魔女』は祈いのるように指を組んだ。

　あの動作は『悪夢の両腕ナイトメア・アームズ』だな。『黒鉄の魔女』は他の魔法を使用する時は片手を突き出すのに、あの魔法を使用する時だけは異なる動作をする。おそらく、そうすることが条件の一つとして組み込まれているのだろう。

「『悪夢の両腕ナイトメア・アームズ』――圧殺」

『赤雷』の左右の空間に百合ゆりの花の魔ま法ほう陣じんが出現すると、鉄の鎧よろいでできた巨大な両腕が迫り出してきた。しかし、その攻撃は予測済み。『赤雷』はすでに一台分後ろへ下がり、敵の魔法はかすりもしなかった。

『黒鉄の魔女』が思い切り腕うでを振ふり上げると、少し遅れて、その動作を真似するように鎧の腕も同じように空を向いた。

　腕と連動している分、簡単に次の攻撃位置がバレてしまう。それに鎧の腕は攻こう撃げき力りよくに特化しており、速度に欠けている。慎重に敵の動作を見ていれば難なく避けられる。

　鎧の腕が振り下ろされるが、『赤雷』には当たらない。次に横一線を薙ぎ払うが、それも高度を上げて回かい避ひした。その後左右の腕が連続で殴なぐりかかってくるが、やはりかすりもしない。

　ブルームレースにおいて、相あい性しようとは最重要事じ項こうの一つである。どれだけの強者であっても、相性の悪い弱者の一いち撃げきで撃沈されることもしばしばある。

『戦の魔ま女じよ王』の血を引き、魔女騎士の称号を得た『黒鉄の魔女』であっても、その例に漏もれることはない。

　今この瞬間、『黒鉄の魔女』との一対一の戦闘において、僕たちに敗北はない。

　鎧の両腕が消えると、『黒鉄の魔女』は片腕をこちらに差し向け、

「『断罪の槍コンヴイクシヨン・スピア』――刺し殺さつ」

　今度は『黒鉄の魔女』の頭上に魔法陣が発生し、そこから鉄の槍が飛び出すが、『赤雷』には当たらず、槍は無情に弧こを描いて後方へ消えていった。

　それまで平静を保とうとしていた『黒鉄の魔女』の語気が荒くなる。

「『罪人の鎖クリミナル・チエーン』――絞こう殺さつ！」

　この魔法は二次予選で遠く離れたブルームを追つい尾びし、川の中へ引きずり込んでいた遠えん距きよ離り型魔法だ。しかし、その操作は自動ではなく、『黒鉄の魔女』の指先に呼応していた。そのためそこさえ注視していれば、鎖の動きは難なく読めるというわけだ。

『黒鉄の魔女』の前方に出現した魔法陣の中から、まるで生き物のように暴れまわる鎖が出現したが、指先の動きを見れば全ての攻撃を容易に避けることができた。

　鎖の魔法が線路上に分離されて消え失せると、たまらず、『黒鉄の魔女』が唾つばを飛ばした。

「何故当たらない！　――何故！」

「無駄だ。君の魔法には隙が多すぎる。一度でも見れば簡単に回避可能だ」

　狼狽する『黒鉄の魔女』をよそに、『デッド・オア・ポイズン』を操縦していた野乃寝さんがアクセルを全開にし、急激に速度を上げた。そのせいで一瞬バランスを崩した『黒鉄の魔女』が野乃寝さんを睨むが、その前方を見て、すぐさま納なつ得とくしたように舌なめずりをした。

『黒鉄の魔女』が、後ろを追いかけていた『赤雷』に向かって手を払う。

「『砂さ鉄てつ迅じん』――圧殺！」

『黒鉄の魔女』が薙ぎ払った空間に、大量の砂鉄が舞まい上がり、こちらの視界を塞ぐ。すぐさま上方へ回避行動を取り、敵を見下ろす位置に移動した。そして、『デッド・オア・ポイズン』の行く先に、『３０』番リングを捉とらえた。

『黒鉄の魔女』が吼ほえる。

「これでも私の魔法が避けられるか？　――否いな！　そこの魔女の魔法さえ封ふうじれば回避は不可能！　――必勝！」

『デッド・オア・ポイズン』は『３０』番リングを潜った直後に急ブレーキを踏ふむと、『赤雷』を待ち構えるようにその場に留まった。

　そして、『黒鉄の魔女』は詠唱する。

「『百ひやつ花か繚りよう乱らん』――必殺！」

『黒鉄の魔女』の頭上に次々と、まばらな大きさで、百合の花を模した魔法陣が浮うかび上あがる。

　これは『戦の魔女王』が使っていた魔法と同じ、大量の鉄の刃を放射する魔法だ。

　まばらな大きさの魔法陣が脈打つように赤く染まると、次々と刃の雨が『赤雷』目掛けて降ふり注いだ。

　そして早希さんは僕の指示を待たず、すぐさま声を振り絞った。

「『三秒視』！」

　直後、聞こえてくる『黒鉄の魔女』の高笑い。

「これでもう、お前たちは魔法が使えない――愚ぐ行こう！」

　視界一いつ杯ぱいに、刃の雨が降り注ぐ。

　余計なことは一いつ切さい考えず、目の前に迫った刃の切っ先に集中した。

　この刃の雨の一本でも、僕か早希さん、あるいはコアにぶつかれば、僕らの未来は摘み取られる。

　無数の刃が『赤雷』の鼻先にぶつかり始め、バチバチと火花が飛び散り、外装がはがされていくが、あえてここでは回避行動は取らなかった。不用意に回避し、機体を横に向ければ、『赤雷』の側面に攻こう撃げきが集中し、操縦不能に陥る危険性があったからだ。

　ハンドルを握にぎり締め、最小限の回避行動を取る。

　頭の真上を刃が飛んでも、『赤雷』の外壁が削られていこうとも、微動だにしない。ここでどれだけダメージを負ってもいい。ただ、致命傷だけを避け、この雨を耐たえきった後、ゴールまで走行できればそれでいい。
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『赤雷』の外壁が次々と削り取られていき、見るも無残な姿になった頃、刃の雨がピタリと止んだ。

　そして、眼前に『３０』番リングが現れる。

『黒鉄の魔女』はすでに次の魔法、『悪夢の両腕ナイトメア・アームズ』の詠唱を始め、リングの向こうで待ち構えている。『赤雷』のリングライトは残り一つ。このリングを潜らなければ僕たちはその場で失格となる。しかしこのリングを潜れば、すでに魔法の詠唱を始めている『黒鉄の魔女』の魔法を回避している時間はない。リングを潜っても、潜らなくても、僕たちはここで敗北する。

　だがそれは、もしも早希さんが魔法を使えなかったら、の話だ。

　リングを潜る瞬しゆん間かん、早希さんはすかさず詠唱した。

「『三秒視』！」

　リングの向こうで僕たちを襲うはずだった鎧の両腕が、『赤雷』の両りよう端たんに出現した魔法陣から出てきた途と端たん、ピタリと動きを止めてしまった。

　それはまさしく、『三秒視』の副作用によるワンテンポの遅れそのものだった。

『３０』番リングを潜り、停止した敵の魔法の隙間を縫って、『赤雷』は『デッド・オア・ポイズン』を抜き去った。

　野乃寝さんが信じられないという風に頭を振る。

「どうしてそこで魔法を止めるのよ！　止めなければ絶対倒せてた！　勝ててたのに！」

　未来の景色から現実に回帰したばかりの『黒鉄の魔女』は、何が起こったのか理解できず、

「……何が……起こった？　――不明。たしかに私は『赤雷』を倒した……それが、どうして前にいる？　――不明。東雲早希の魔法？　ありえない……だって、あいつは今、インターバル中のはず。魔法が使えるはずがない。それが、どうして……。――不明」

　どんどん距離が離はなれていく『黒鉄の魔女』たちに、早希さんが振り返って、

「それは違ちがいます。私は最初、『三秒視』と言っただけで、魔法は使わなかったんです」

　野乃寝さんは悔しそうに苦悶の表情を浮かべている。

「使わなかった!?　だったらどうやって『百花繚乱』のあの刃の雨を避けたって言うのよ?!」

「決まっているじゃないですか。あの魔法は、進也さんがたった一人で全て避けた。それだけですよ」

「……………………は？　いや…………いやいや……。え？　魔法を全部避けた？　そんなのできるわけない……。だって、あれは……避けられるような数じゃない……そ、そんなこと……できる奴やつがいたら……それは……」

『黒鉄の魔女』が、今にも泣き出しそうな顔で囁ささやいた。

「――――――化物……」

『黒鉄の魔女』の心が折れたのか、『デッド・オア・ポイズン』は失速し、『赤雷』はそのまま、たくさんの人で賑わっているゴール地点、古核駅に到とう着ちやくし、誰よりも早くゴールリングを潜くぐり抜ぬけた。

　辺りに何もない山中に大だい歓かん声せいが鳴り響ひびく。

　ゴール地点からほど近い場所に用意されてあっただだっ広い駐車場に『赤雷』を停車させると、早希さんが興奮気味に言った。

「『黒鉄の魔女』が大量の魔法陣を出現させたら、それを合図に『三秒視』を使ったフリをしろ、だなんて、最初聞いた時は驚きましたけど……。やっぱり進也さんはすごいです！」

「別にすごくはないさ。他にもいろいろ手は考えてたけど、たまたま早希さんと打ち合わせしてた案がうまくいっただけだ」

　今回、致命的なミスを犯したのは『黒鉄の魔女』ではなく、『戦の魔女王』の方だった。魔女王の血を受うけ継ついだ魔女は、魔女王と同じ固有魔法が使えるようになる。そして以前、『戦の魔女王』が『戦の塔』で鉄製の刃を雨のように降らす魔法、『千本桜』を使用した際に、百合の花を模した魔法陣が発生していたことから、同じく百合の花の魔法陣を使う『黒鉄の魔女』と共通の、鉄を自在に生み出す魔法だと気付いた。

　そしてその時の『千本桜』の刃は、床ゆかには刺さらず、ほとんどが横倒しになった状態で『戦の塔』内部に散らばっていた。このことから、あれは威力があまり高くない魔法だということがわかる。

　しかし、その情報だけではまだ避けるには足りえない。その数の多さゆえ、いくら目が良くても避けきることは難しいだろう。だから考察を次に移した。

　どうして刃の威力に差があるのか。それを見分けるにはどうすればいいのか。

　簡単だ。『戦の魔女王』が出現させた魔法陣は大きさがまちまちだった。つまり、大きな魔法陣から発射される刃は威力が高く、小さな魔法陣から発射される刃は威力が低い。

　このことから、大きな魔法陣から発射される刃だけを避けていれば致命傷にはならない、という結論が出せる。

　僕は『黒鉄の魔女』が言ったような化物なんかじゃない。ただ、大量の刃の雨の中を、頭を低くして、大きな魔法陣から出てくる刃だけに集中し、それがコアや自分たちに当たらないように注意していただけだ。結果、威力の弱い刃は『赤雷』に掠りこそすれ、致命的なダメージを負わせるようなことはなかった。それだけだ。

　それに『戦の魔女王』が使用した『千本桜』よりも、『百花繚乱』の方が威力も低く、数も少なかったし、発射のタイミングは魔法陣が赤く光っててわかりやすかった。おそらく鉄の魔法は威力が高い代わりに、発現時に何かしらのデメリットが生じる特性があるのだろう。

　しいていうなら、『黒鉄の魔女』をあの状じよう況きように誘い込むことの方が難しかった。

　まず、『黒鉄の魔女』はどんな魔法を使用してもインターバルが五秒しかないという恐おそるべき能力を持っている。そこから、『黒鉄の魔女』が魔法の連続使用をしてくることは容易にうかがえる。

　次に、『黒鉄の魔女』は野乃寝さんのせいで早希さんの魔法を警戒してしまっている。その警戒した人間が魔ま法ほうの連続使用が得意だとすると、まず一度魔法で攻撃し、それを早希さんに『三秒視』を使って回避させ、その直後に別の魔法で追撃する戦法を使うだろうと予測ができる。

　そして最後に、通常の魔法が避けられ続けた敵は、『赤雷』のリングライトが一つになっていることに着目する。そして、二次予選で自分たちが使用した戦法、リングを潜った直後の待ち伏せを思いつく。その方法を選せん択たくさせるために、終盤でわざとリングライトを一つにしておいた。

　結果、自分の魔法の連続使用を過信し、早希さんの魔法を警戒した『黒鉄の魔女』は、過去に成功したリング先での待ち伏せ攻撃を決行した。

　予想外だったのは『戦の魔女王の血筋』が十人も手を組んでいたことだ。乱戦はたしかに『三秒視』との相性はいいが、あれは下手すると早希さんの魔力の方が早くなくなってしまっていたかもしれない。これからはもっと気を付けないと。

　他にも『黒鉄の魔女』が刃の魔法を使えなかった時や、こちらの魔力が枯こ渇かつした場合の行動も想定していたが、結局『赤雷』の修理代が一番高くつく作戦に収まってしまった……。まぁ、賞金が二倍出るらしいし、そこから修理費を捻ねん出しゆつすればいいか……。

『赤雷』から降りてアスファルトの上に立つと、足がガクガクと震えて、二、三歩よろけてしまった。これはまた一週間寝ねたきりコースだな。間違いない。

　こちらに走り寄ってくる足音が聞こえて、目線をそちらへ向けると、大きく手を振っている桃乃さんの姿があった。

「おーい！　進也くーん！」

「おぉ……って！　ちょっと――」

　手を振り返そうとしたけれど、走ってきた桃乃さんが勢いよく飛びついてきて、反射的にそれを抱かかえると、全身が筋肉痛で悲鳴を上げた。

「……ちょ……ちょっと……桃乃さん、離れてくれ……腰こしが……」

「すごいっ！　すごいっ！　ほんとに勝っちゃうなんて！」

　なんとか腕を振りほどくが、桃乃さんは依然として興奮気味にその場で飛とび跳はねている。またいつこっちに飛び掛かかってくるか僕は気が気ではなかった。

「う、うん。ありがとう」

　桃乃さんの後ろで、柚羽さんがわんわんと号泣しながら歩み寄ってきた。

「……あ、ありがとう……これで……これで……桃乃は、結けつ婚こんさせられずに済む……ほんとに、ありがとう……」

　この人意外と泣なき上じよう戸ごだなぁ……。

「元々僕らも負けられなかったレースだから、気にしないでくれ。でも二人が応援に来てくれて嬉うれしかった。ありがとう」

　桃乃さんが、少し頬ほおを赤らめて、恥はずかしそうに笑っている。

「進也くん、覚えてる？　優勝したら、ご褒ほう美びをあげるって」

「え？　あぁ、そう言えばそんな話してたな――」

　レース直後で油断していた。桃乃さんがこちらに向かって一歩踏み出したところまではきちんと目で追えていた。けれど、そのふっくらとした唇くちびるが近付いてくるのを見ていると、一いつ瞬しゆんパニックになって、体が動かなかった。
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　桃乃さんが、僕にキスをした。そう、思った。

　驚おどろいて目を瞑ってしまって、瞼まぶたを開けてみると、僕の口を、後ろから早希さんががっちりと手で覆っていた。

　早希さんは、今にも噛みつかんばかりに大声で咆ほえた。

「それはダメです！　進也さんは……私の彼かれ氏しなんですから！」

　僕はそのまっすぐな嫉しつ妬とに、少しむず痒くなって、気恥ずかしくなって、でもやっぱり、口元が緩くなってしまって。

　ここまで僕を好きになってくれる人は、きっとこの先、どこにもいない。

　僕がここまで好きになれる人は、きっとこの先、どこにもいない。

　彼氏と呼ばれるのがこんなにも嬉しいことだなんて、想像もしなかった。

　桃乃さんはそっと離れると、少しぎこちなく微笑ほほえんだ。

「……そっか。残念。でも、油断してるとまたちょっかい出しちゃうからねっ」

「なっ!?」

　早希さんが、今度はこちらに向かって苛立ったように牙きばを剥むいた。

「し、進也さんももっと自覚を持ってください！　油断し過ぎです！　だいたいいつもガードが甘あまいんですよ！　そんなだから狙われるんですよ！　わかってますか！」

　早希さんは必死に怒っているのかもしれないけれど、その顔が妙に可愛かわいくて、思わずにやけてしまうと、早希さんはより一層拍車をかけて僕を叱りつけた。

「進也さん！　聞いてるんですか！」

「き、聞いてる、聞いてる。悪かったよ。これからは気を付ける」

「まったくもう……。きちんとしてくれないと困りますよ」

　ふと、桃乃さんたちに話しておかなければいけないことがあったのを思い出した。

　早希さんをなだめながら、ずっと泣き続けている柚羽さんと、それを慰めている桃乃さんにたずねた。

「二人とも、これからどうするか決まってるのか？」

　泣き続けてまともに会話ができない柚羽さんに代わり、桃乃さんが首を傾かしげた。

「ううん。まだ何も決めてないよ？　……でも、このまま『戦いくさの魔ま女じよ王の血筋』としてあそこにいるわけにはいかないし、『時の魔女王』様のお世話になるのも忍びないから、一旦学校も休学して、それから二人でお仕事でも探そうかなぁって話してるの」

「そうか。だったらいい話があるんだ」

「いい話？」







　ゲームセンター『イコイ』は僕にとってまさに憩いの場所だった。敵を倒たおす度たびに全身を駆け巡る爽そう快かい感かん。一度もダメージを受けずに圧勝した時の満足感は、他ほかには代えがたい得も言われぬ悦えつ楽らくである。

「もうー！　また進也の勝ちじゃーん！　ちょっとは手加減してよ！」

「おい、蘭奈。敵から施ほどこされる勝利のどこに価値があるっていうんだ。悔しければ自分自身の力で僕を負かしてみろ」

「……えぇー。なんでそんなにガチなの？」

『関東城西鉄道杯はい』を終えてから一週間が経った今日。僕は行きつけのゲームセンター『イコイ』で、蘭奈とカエデと一緒に『ストリートキング２』をたしなんでいた。

　ぶつくさと文句を垂れながら、蘭奈が対面の座席でコインを投入し、再び対戦が始まった。

　そう言えば、『関東城西鉄道杯』で僕らは優勝したが、その後、レース展開は少々のどんでん返しを迎むかえた。てっきりあのまま『黒鉄の魔女』が二位に来ると思っていたのだけれど、次のゴールリングを通ったのは小山内モコ・轟千鶴ペアだった。そして三位には、一度後方へ下がったはずの『束縛の魔女』が入賞し、『黒鉄の魔女』は四位という結果になった。

　小山内さんたちの『キャンディ・キャンディ』は魔獣使いとの一戦で深手を負っていたので、上位争いからは離り脱だつしたと思っていたが、小山内さんはあろうことか、その状態の『キャンディ・キャンディ』に『ペインブースト』を使用したのだ。

　ゴール直前では、線路に施された保護魔法の上を炎上しながら突き進むというあっと驚くようなスタントを披ひ露ろうし、結果、僕たちがゴールした時よりも会場はずっと盛り上がっていた。やはり、ブルームレースのファンはあぁいう派手な魔法がお好みなのだろう。

　噂うわさでは、身内のほとんどが脱落してしまった『戦の魔女王』は、落らく胆たんして家出してしまったと聞いたが、その真相は定かではない。ただ、桃乃さんと結婚させられるはずだった相手の男と、その家族は無事に解放されたということだったので安心した。

　画面に【勝利！】の文字が浮かぶと、台の向こうで蘭奈が「うがー！」と叫ぶ声が聞こえてきた。きっと敗北者の断だん末まつ魔まだろう。

　次に、それまで見学していたカエデが、蘭奈の肩をトントンと叩たたいた。

「かわろう。そのおとこにめにものみせてやる」

「おっ！　やっちゃえやっちゃえ！」

　カエデがコインを投入し、再び対戦画面に切り替わる。

　できれば今日、早希さんも一緒に来られたらよかったのだけれど、今日は足摺さんが経営する魔具店の開店日なので、その手伝いに行ってしまった。もちろん、僕もその手伝いに行きたかったが、どうやらその店で、僕のことを死ぬほど嫌きらっている野乃寝さんが働いているらしく、僕を見ると暴れだすかもしれないからしばらくこないでくれ、と念を押おされてしまった。

　そこの店で、住み込みで働くことになった森宮姉妹の様子も見たかったのだけれど、それは今後の楽しみに取っておこうと思う。

　あとは……ミチルさんが、早音さんと『時の魔女王』、それから言音さんと早希さんが一緒に食事をする機会を設けたらしい。まだ先の話だが、僕はその場にいる勇気がないので丁重にお断りした。

　なんとかカエデにも勝利すると、二人はひそひそと何やら僕に聞こえないように相談をし始めた。

「おいおい。どうやって僕に勝つか話し合ってるのか？　無駄だ。そんな付け焼刃が通用するはずないだろう」

　カエデがもう一度コインを投入する。

「いいからもういっかいだ。こてんぱんにしてやる」

「いい度胸だ」

　ゲームが開始すると、不意に、僕の視界を暗くら闇やみが遮さえぎった。

「……あれ？　蘭奈？　僕の目、塞いでない？」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！　進也ならこの状況でも勝てるって！」

「え？　いや……それは……」

「あれぇ？　目を塞いだだけで勝てなくなっちゃうのー？　進也ってそんなに弱かったっけー？」

「……やってやろうじゃないか」

　そして、僕は勝利した。

　別れ際、卑ひ怯きような戦法を使ってまで敗北を喫きつした蘭奈とカエデは、精神的にもかなりやられたようで、店から出てもふらふらと足元がおぼつかなかった。

「まさか……目を塞いだのに負けるなんて……」

「……カエデはちょっとたちなおれそうにない」

　もう少し二人の心を折るような言葉をかけてやりたかったが、僕のズボンがくいくいと何かに引っ張られたのでそれはしなかった。

　見ると、いつもこのゲームセンターに入り浸っている子供たちだった。今日は何故なぜだか白い紙を持って、少し緊きん張ちようした面持ちだった。

「ん？　どうしたんだ？　何か用か？　悪いけど、これから用事があるから相手してやれないぞ？」

「……ううん。そうじゃないの……。あの……これ！」

　子供たちが手て渡わたしてきた真っ白い紙をよくよく見てみると、

「……あれ？　これ、色紙か？」

「……うん。だからね、その……。キングのサイン、ちょうだい」

「サイン？　僕の？」

「うん。……だめ？」

「……だめじゃないけど、サインなんて考えたことなかったからな……。家で書いてくるから、渡わたすのはまた今度来た時でもいいか？」

「うんっ！　やったー！　あ、あとね、早希ちゃんのサインも欲しいっ！」

「早希さんのも？」

「キング、早希ちゃんのパートナーでしょ？　あ、もしかして……プライベートでは仲悪かったりするの？」

　適当にごまかすこともできたけれど、なんとなく、言ってみたかったセリフを使ってみることにした。

「……いや、問題ないよ。早希さんは僕の彼かの女じよだからな。頼たのんでおいてやるよ」

　それからしばらく子供たちにはやし立てられた後、蘭奈がまた「うがー！」と叫さけび声を上げた。

「やっぱり悔しい！　ゲームくらい進也に勝ちたい！　ボコボコにして泣かしたい！」

　何故そこまで……。

　蘭奈は踵きびすを返して足早に歩き出だした。

「これから友達の家でゲームの特訓してくる！　ほらカエデ、何ぼさっとしてるの！　早く行くよ！」

　蘭奈の後を追うカエデが、わなわなと震ふるえながら目を輝かがやかせている。

「ら、らんな、いま、ともだちっていった！　そ、それはカエデのことだな！　カエデのことなんだな！」

「……え？　そ、そんなこと……言ってないし……」

「いってた！　ぜったいいってた！」

「い、言ってないし！」

　蘭奈とカエデは、それなりに仲良くやっているらしい。

　二人の背中を見送ってから、僕は早希さんとの待ち合わせ場所に向かった。







エピローグ







　早さ希きさんと合流する約束をした公園に到着すると、奥おくのベンチにポツンと座すわっている早希さんを発見した。歩いて行くと、途と中ちゆうまではこちらに気付いていないようでつまらなそうに俯うつむいていた早希さんが、僕の顔を見ると、にんまりと笑えみを浮かべた。

「やぁ、早希さん。ごめん、待った？」

「いえいえ、大だい丈じよう夫ぶですよ。……あの、まだ時間がありますし、ちょっとここで休憩していきませんか？」

　早希さんの提案に従い、横に腰かける。

「で、どうだった？　足あし摺づりさんの店は」

「とても素敵なお店でしたよ！　立地もいいですし、中も綺き麗れいで、足摺さんの魔具も斬ざん新しんな物が多くて結構お客さんにうけてましたよ！」

「足摺さんが作った魔具ねぇ……。なんかこの前、呪のろいの人形作ったとか言ってたけど……」

「そういうのは相手を選んで売るって言ってました」

　やっぱり売るのかよ……。

「それと、柚ゆず羽はさんと、桃もも乃のさんと、野の乃の寝ねさんもよく働いてましたよ。柚羽さんは手先が器用で、足摺さんと一緒に魔具の製造や修理を任されるそうです。それから桃乃さんと野乃寝さんは販売だとか、在庫管理だとかをやっていくみたいです。……でもまぁ、野乃寝さんはずっと足摺さんにべったりでしたけど……。それに進しん也やさんの名前を出したら豹ひよう変へんしたように気性が荒くなりますし……」

「……どうして僕だけなんだよ。早希さんだって一緒に『赤せき雷らい』に乗ってたじゃないか」

「なんか、この前の『関東城西鉄道杯』で進也さんのことがますます嫌きらいになった、とか言ってましたよ？」

「……いや、だからその時も早希さん一緒だったんだけど」

「なんででしょうね？　やっぱり進也さんって嫌われやすいたちなんですかね？」

「……僕は野乃寝さんが休みの日に顔を出すよ」

「それがいいですねー」

　そんな他愛無い話をしていると、早希さんが申し訳なさそうに眉まゆをひそめた。

「あの……そ、それでですね、進也さん。私、ずっと進也さんに謝らないといけないなーと思っていたことがありまして……」

「謝らないといけないこと？」

「えぇ……その……。ここのところ、桃乃さんの件で、ちょっと進也さんに対する態度が悪かったかなーと反省しまして……。具体的には……ほら、あの、私、進也さんの部屋に勝手にお邪じや魔ましちゃったりした時とか。……そ、それでその、突き飛ばしちゃったりとか……。ほんとに、すいませんでした……」

「あぁ。早希さんが勝手に僕ぼくの服を着て喜んでた時のこと？」

「いやぁぁ！　ちょっと言わないでください！　あの時の私はどうかしてたんです！」

「自分の匂においを上書きしてるとか言ってて……正直ちょっと……」

「えぇ!?　そ、そんなところから見てたんですか!?」

　早希さんは顔を真っ赤にしながら「もー！」と悲鳴を上げている。

「あ、そう言えば、ずっと聞きたかったんだけど」

「……な、なんですか？　私、今ちょっと恥ずかしさで死にそうなんですけど……」

「あの時、ハグした後に、僕の気持ちがよく分かったからもういいです、とか言ってたあれ。どういう意味だったんだ？」

「……し、知りたいですか？　そ、それを知ってしまったからには、きっと進也さんも私のように悶もだえ苦しむことになりますよ？」

「いや、ならないから……」

「……で、では、ちょっと耳を貸してください」

　やや緊張しながら、早希さんの口元に耳を寄せると、

「……じ、実はあの時……進也さんの心臓の音が聞こえたんです。すごく早くて、ドキドキしてて……あぁ、この人、私のこと、好きでいてくれてるんだなって……すぐにわかっちゃいました」

　そんなことを言われて、また僕の心臓の鼓こ動どうが早くなると、正直すぎる自分の体が恥ずかしくてどんどん顔が赤くなった。

「……や、やっぱり、聞かなきゃよかった」

「えへへ。だから言ったじゃないですか」

　早希さんは、よっとベンチから立ち上がると、ペコリと小さく頭を下げた。

「とにかくですね！　私は少し焼きもちが過ぎたわけですよ。これからはもう少し気を付けて、嫉妬し過ぎないようにします。だから進也さんも他の女の子に鼻の下伸のばしちゃだめですよー」

「僕がいつ、早希さん以外の人に鼻の下を伸ばしたって言うんだ。僕はずっと早希さん一筋だ」







[image: ]







「……き、急にそういうストレートなのぶっこんでくるのやめてください。これ以上好きになったら困ります……」

「…………」

「…………」

　お互たがいの顔も見れないくらい恥ずかしくなってから、慣れないことは言うもんじゃないな、としみじみ感じた。

　目を逸そらしたままの早希さんが、「ところで……」と話を続ける。

「……さっきまで蘭らん奈なさんと会ってたんですよね？」

「え？　あ、あぁ。それがどうかした？」

「…………えっと……ど、どんな話をしてたんですか？」

「早希さん、さっき嫉妬し過ぎないようにするって言ったばかりじゃないか……」

「い、いや！　こ、こ、これは違うんです！　す、少し気になっただけと言いますか！　やっぱり桃乃さんと蘭奈さんでは何か違うと言いますか！」

　僕の彼女は焼きもち焼きで、どんくさくて、ちょっぴり変わっているけど、そんなところが可愛くて、愛おしくて、抱きしめたくなった。

「早希さん、ちょっと手を貸してくれ。まだ筋肉痛が続いてて、一人で立つと辛つらいんだ」

「あらら。まだ体調悪いんですか？　この後デートなのに大丈夫ですか？」

　早希さんが差し伸べてくれた手を握り、そのままベンチから立ち上がる。

「じゃあ、早希さん。今日はこのまま手を繋つないでデートしようか」

「……て、手を、繋いだまま、ですか？」

「あぁ。だって仕方がないだろう？　僕はまだ筋肉痛なんだ。一人で歩いてたらこけるかもしれない」

「……そ、それは……仕方ないですね。こけたら大変ですもんね」

　そのまま二人して歩き出すと、早希さんがまた嬉しそうに笑った。

「進也さん、またドキドキしてるでしょー。手を繋いでるとちょっとわかります」

「……それはお互い様だろ」

　早希さんはギクッとして目を伏せた後「えへへ」と笑ってごまかした。

　伝ってくる早希さんの温もりは、僕にはもったいないくらい暖かくて、優しかった。

　僕らはこのまま手を取り合って、同じ速度で歩んでいく。

　この道の先にどんな未来が待ち構えていようとも、早希さんと一いつ緒しよなら、きっと乗り越こえられるに違いない。




了







あとがき







　お久しぶりです。六升六郎太です。

　日本中で花粉が猛威をふるう季節になり、目が痒くなったり、鼻水が止まらなくなったりと、人間としての尊厳が日々摩耗していく辛さを噛み締めております。

　皆様のおかげでどうにかこうにかＪＫ魔女第二巻の発売と相成りました。

　今までの投稿生活では、書き終えた小説の続編を書くという経験が一度もなかったので、同じ主人公とヒロインで別の物語を作るというのは不思議な感覚でした。ですがいざ取り掛かってみると、一巻で深く掘り下げていないところに改めてスポットを当てるという作業はとても楽しかったです。

　そう言えば、ＪＫ魔女第一巻の発売前にＳＮＳを始めてみようとアカウントを作ったのですが、人見知りが高じて結局そのまま放置してしまいました。もしも第二巻を書かせてもらえればその時こそはＳＮＳを始めよう、と思っていたのですが、無理でした。

　元来引きこもり体質で、知らない人とお喋りできない系男子としては、他の作家さんが意気揚々と焼肉の画像をネットにアップしているのを見るたびに、劣等感で打ちひしがれています。

　私にも鋼のメンタルがあればＳＮＳを始めるのに……。

　またいつか次の機会が来れば、その時もう一度挑戦しようと思います。

　謝辞です。

　第一巻に引き続き、的確なアドバイスをくれた担当編集様、本当にありがとうございました。今度ともよろしくお願いします。

　ＪＫ魔女第二巻のイラストを描いてくださった七六様。漫画の執筆でお忙しい中、ＪＫ魔女第二巻のイラストを手掛けていただき、本当にありがとうございました。こちらの要望以上に格好良くデザインされたブルームや、キャラクターのいきいきとした可愛らしい表情は、見るたびに心が躍りました。

　そして、第一巻に引き続き、第二巻も手に取ってくださった読者の皆様に感謝を。

　今後とも応援していただけたら幸いです。

　また、どこかでお会いできることを願っています。
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